

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「……ふふ、うふふふふふ……」

　隣で女子生徒が笑っていた。

　二人で茂みに隠れながらも、夏の空で一番星を見つけた少女のような無邪気な顔で微ほほ笑えんでいた。

「こ、琴こと崎ざきさん……？」

「これはもしかして……ふふ、温かくも尊い日差しの中で芽吹きを待つ清らかな花の種の予感がいたしますわ！」

　今日聞いた中で一番テンションの上がった声。

　その弾んだような声こわ音ねは、まるでキラキラと輝く大事な宝物を発見した子どもみたいに純粋なものだった。

　そのリアクションから、俺は確信する。

「あの、琴こと崎ざきさん、やっぱりまだ……」

　彼女がまだ、あの趣味を続けていることを。

「それは当然ですわ。わたくしにとってこのたしなみは生きとし生けるものにとっての空気のようなもの……人生に必要不可欠な彩いろどりですから」

「そう、だよね」




「──ええ、そうです。咲き誇る花々のような麗うるわしいご学友の皆様が、仲なか睦むつまじくお戯たわむれになっている様子を陰からそっと見守り愛めでること……それはまさにこの世界でもっとも美しく、もっとも尊い行いと言えましょう。それこそまさに理想イデアの想起アナムネシスなのですわ……！」




　両手を頰に添えながら、うっとりとしたような目でそう口にする。

　ああ、うん、まったく変わっていない。

　記憶にある彼女の姿そのままだ。

「──さあ、それでは今日も観察を……わたくしたちの時間を始めましょう。至高の花々たちが織り成す綾あやのように美しい輝き……しかとこの目に焼きつけてみせますから！」
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　周囲から、黄色い声が響いていた。

　それも一つや二つじゃない。

　教室全体を埋め尽くすほどの勢いで、四方八方から女子たちの賑にぎやかでありかしましい声が聞こえてくる。

「それで昨日、あのカフェにみんなで行ったんだよ。マンゴージュースがすごく美お味いしくて幸せになっちゃった」

「えー、それ本当？　いいなー、今度あたしもいっしょに行きたい！」

「わ、その小物、かわいいねー！　どこで買ったの？　モール？」

「……」

　そんなある意味で圧倒的とも言うべき女子たちの「きゃっきゃうふふ♪」の波にさらされながら、俺──新しん堂どう瑛えい人とは一人机に座って観葉植物のように教室の中を眺めていた。

　俺がいるのは、猫ねこ丘おか学園高等部一年一組の教室だ。

　ついさっき体育館で入学式を済ませ、帰りのホームルームを終えたばかり。

　見ての通り、辺りにいるのは女子ばかりで男子の姿は俺以外には見当たらない。

　それにはこの学校の少しばかり特殊な事情が関係していた。

　──私立猫ねこ丘おか学園。

　創立百五十年という由ゆい緒しよ正しき全寮制の名門女子校であり、文字通り花が咲くようなお嬢様のみが通うことができる不可侵の花園として有名だったこの学校は、この春からとある改革を行うことにした。

　それは新しく外部からの入学生を受け入れるようにしたこと。

　これまでは中高一貫の完全エスカレーター制だったシステムを変えて、高校からも試験を経ることで新規に入学ができるようにしたのだ。型にはまることのない様々な個性の生徒を確保したいというのが理由だとか。

　とはいえここまでならよくある話だ。

　あらゆる場面で多様化が叫ばれる昨今、そこまで珍しい話じゃない。

　問題は……その次。

　高校からの外部生の受け入れに伴い、もう一つの改革も断行された。




　全寮制オンリーの女子校から、自宅からの通学を含めた共学化への移行。




　要するに、鉄壁だった花園に男子も入学できるようになったということだ。

　だけど外部生受け入れの事実に比べてそのことはあまり周知されておらず、さらに形の上では共学になったとはいえ前年まで教員はおろか飼育小屋で飼われている鶏でさえ雌めん鶏どりしかいなかったという、筋金入りのお嬢様学校を受験しようと考えた男子は思いの他に少なかったらしく。

「ねえねえ、見て、この懐中時計。入学のお祝いに両親に買ってもらったの」

「さっき体育館から戻ってくる途中で噂うわさの『王子様』を見ちゃった！　いいことありそう！」

「部活は何に入るか決めました？　私は社交ダンス部がいいと思うのですけれどいかがかしら？」

「……」

　結果、こうしてお嬢様あふれるクラスに男子は俺一人という希有なこと極まりない状況が生まれることになったのであった。

「居づらい……」

　何というか、キレイな花々が咲き誇る花壇の隅に生えたペンペン草の気分とはまさしくこういうことを言うのだろうか。

　いやペンペン草なのは別に構わない。

　周りに華やかで煌きらびやかな花が咲いていることをイヤだと感じるやつは少ないと思うし、見ているだけならペンペン草でも何も問題はない。というかこれ以上ないくらいの眼福だ。

　問題なのは……その花々がクラスメイトである以上、少なからず何らかの関わりは持たないといけないということだ。

　普通の男ならそこはハーレム万歳みたいになるんだろうけど、あいにく俺はそうではなくて……

「本物のペンペン草になりたい……」

　それなら何も悩まずにただそこに生えて周りを観察しているだけで済むのに。

　ちなみにホームルームは終わっているのだからさっさと帰ってしまえばいいとも思われるかもしれないが、そうもできない事情があった。

　なので周囲の風景に同化しながらなるべく目立たないように気配を消していると、ふいに隣から声をかけられた。

「ねーねー、そこの暗い顔したカレ」

「……俺？」

「そうそう、切れかけた蛍光灯みたいなぼんやりした感じの。キミって外進生っしょ？」

「そうだけど……」

「だよね？　ってか男子なんだからそりゃそっか」

　そう言ってケタケタと笑う女子生徒は、ハデなメイクに同じくらいハデな色の髪、スカート丈が短めに調整された制服と、見るからにゴリゴリのギャルといった外見だった。

「あたしは獅し子し内うちマナ。同じく外進生。よろしくね♪」

「……新しん堂どう瑛えい人とだ」

「へー、瑛えい人とくんか。じゃあエイトって呼んでいいよね？　あたしのこともマナでいいから。で、エイトってさー」

　返事を待たずに名前で呼び始め、さらに話を始める。俺の反応などまったく気にしていない様子だ。

「……」

　どうにもこういうグイグイくるタイプは苦手だ。

　もともと女子と会話をするのは得意じゃない……というよりも明らかに苦手な部類に入るうえに、こうしたリア充陽キャが相手となるとほとんど苦痛の域と言っていい。女子は女子同士で仲良く話に花を咲かせてもらいたいというのが本音だったりする。ダンボッチを教室に持ちこめるものなら今すぐにその中に引きこもりたい……

　そんな俺がどうしてこんな男女比率一対百の学校に入学を決めたのかというと、そこには一言では言い表せない複雑な事情があるんだが、それはひとまずここでは置いておく。

　一方的に話しかけてくる隣のギャル──マナに困惑しながら、窓の外を流れる雲（ズッキーニの形をしている）に目を向けて無の心で聞き流していると。

「──だからさ、エイト、あたしと付き合わない？」

「……は？」

　聞き流すのには問題のある言葉をマナが口にした。

「んー、エイト、けっこう好みだからさ。顔っていうか雰囲気？　それにほら、この学校で男子って天然記念物並みに貴重じゃん。だったらとりあえずそういう関係になっとくかなって。あ、それとももう彼女いたり？」

「……いや、そういう相手はいないけど……」

「お、やった。じゃあいいっしょ。付き合お付き合お。何ならこのままあたしの部屋にいこ」

　おはようの挨拶をするみたいな軽いことこの上ない笑顔でそんなことを言ってくる。

「……俺たち、今さっき会ったばかりだよな？」

「ん、そだね」

「名前も知ったばかりだし、自己紹介をようやく終えたところだよな？」

「だったね。なんか問題ある？」

「……問題しかないと思うんだが」

「え、なんで？」

　そこで心底不思議そうな顔をしないでくれ。

「何でって……俺は獅し子し内うちさんのことを何も知らないし、獅し子し内うちさんだって俺のことを知らないだろ？」

「マナ」

「え？」

「さっきマナって呼んでって言ったじゃん。獅し子し内うちさんはＮＧ」

「え、あ、ああ」

　それ今はどうでもよくないか……？

　心の中でそう突っこむ俺に、マナは続けた。

「それで知ってるとか知らないとかの話だけどさ、そんなのどうでもよくない？　知らないならこれから知っていけばいいだけじゃん。付き合えばどうせ隅から隅まで色んなところを全部知ることになるんだし」

「す、隅から隅までって……それは順番が違くないか？　お互いのことを知ってもっと関係性を深めたいと思うから、付き合いたいと思うわけで……」

「おんなじおんなじ。カラダが先か肉体が先かってやつ？」

「それどっちも同じだから！」

「えー、エイトって意外と真面目くんなんだね。昭和じゃないんだから、もっと簡単にスナック感覚でオッケーしちゃえばよくね？」

「いや、付き合うってそういうのじゃないだろ。なんていうか、もっとこう、心と心のつながりを大事にするものっていうか、朝のさわやかな空気の中で新緑の葉っぱからこぼれ落ちる露のようにキラキラと光り輝く尊いもので……」

「あはは、ウケるなにそれ。マジでヤバイんだけど。てかそんな難しく考えなくていいじゃん。明日何があるかわかんないし、一度しかない人生、とりあえずヤッたもん勝ちっしょ。何ならカラダだけの関係でもいいし」

「……」

　……ダメだ、会話が通じない。

　言葉は通じるのに意思疎通ができない典型。本当に同じ世界で生きている人類なのかと疑問になる。というかカラダだけの関係とか言っていたように思えたのは俺の聞き違いであってほしい……

　とりあえずまともに対応しても話にならないことだけはわかったので、ここは何とか適当にあしらって会話を終了させようとした、その時だった。

　ガラリ……♪

　何の変哲もない教室の引き戸が、まるでアルペジオのような優雅な音とともに開かれた。




「──失礼いたしますわ」




　続いて聞こえてきた天使のささやきのような澄んだ声。

　教室の視線が一斉に注がれる。

　扉の向こうから現れたのは──
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「──こんにちは。ご機嫌よう、皆さん♪」

　教室に入ってくるなりスカートの裾をちょこんと指でつまむ上品な仕草で挨拶をしたのは、一人の女子生徒だった。

　窓からの陽ひの光を受けて淡く輝いているサラサラの髪、ぱっちりとした瞳に通った鼻筋と桜色の唇、色素が薄く陶器のような白い肌。

　大きめだけれど自己主張をしない百ゆ合りの髪飾りが、女子生徒の柔らかな雰囲気によく似合っている。

　パッと見ただけで十人中十人の目を引く、一言で言ってしまえば美少女だった。それも相当にレベルの高い。

「あれって……」

「琴こと崎ざき入いり愛あ先輩だよね？　二年生の……」

「あの有名な？　こんな一年生の教室に何かご用事でもあるのかしら……？」

　ひそひそと周りからそんな声が聞こえてくる。

　彼女がいるだけでその場の空気がガラリと変わる。

　どこにでもあるような教室の風景がまるでどこかの舞踏会の会場になったかのように華やかになり、背景にはどうしてか無数の白しら百ゆ合りの幻影が咲き誇り始める。何気ない日常の喧けん噪そうがまるでパッヘルベルのカノンが流れているかのような優雅なＢＧＭに聞こえてくるのであって……

　そんな何かの固有結界でも発動されてるんじゃないかっていう雰囲気の中、女子生徒は優雅な足取りで教室の中に入ってくると、教室の中をぐるりと見渡した。

「……！」

　目が合った。

　擬音にすればバチッという音が聞こえてきそうな真まっ直すぐな交錯。

　上質な宝石みたいなその丸い瞳を何度かパチパチと瞬まばたかせた後、女子生徒は嬉うれしそうににっこりと笑った。




「──見つけましたわ、瑛えい人とさん♪」




　弾むような声。

　そう。

　彼女のことを──俺は知っている。

　琴こと崎ざき入いり愛あ。

　彼女は俺の……

「エイト、あの人と知り合いなん？」

「え？」

　と、マナが隣から身を乗り出してそう尋ねてきた。

「なんか現実離れした感じにふわふわしてるけど、やばいくらいきれいな人じゃん。すっごい育ちも良さそうだし、なんなの、妖精？」

「あー、いや、あの人は……」

　何て言ったらいいのだろう。

　とりあえず妖精でないことだけは確かなのだけれど。

　答えに窮していると、女子生徒──琴こと崎ざきさんはほわほわの笑みとともに近づいてきた。

「お久しぶりですね、瑛えい人とさん。お会いしたかったですわ……！」

「！」

　彼女はそう言うと、俺の頭を包みこむようにしてがばっと抱きしめてきた。

　柔らかな感触とともにびっくりするくらいいい匂いがふわりと漂う。

　変わっていない。昔からの彼女の、親愛の情を示す時の行動だ。

「ふふ、四年ぶりだというのにぜんぜん変わっていませんのね。瑛えい人とさんの抱き心地がいたしますわ」

「う、うん、久しぶり、イリ──琴こと崎ざきさん」

「？　そんな、名字で呼ぶだなんて他人行儀ですわ。瑛えい人とさんとわたくしの仲ではありませんか。昔のように親しみをこめてイリアと呼んでくださいな」

「あ、ええと、それは」

　さすがにこの衆人環視の中で仮にも先輩を下の名前で呼ぶのはためらわれた。ただでさえクラスでただ一人の男子ということで魚の浮き袋のように浮いている存在なのだから、これ以上目立つことはできれば避けたいというのが本音だ。

「……あのさ、ごめん、学校ではこっちでいいかな？　ほら、やっぱり先輩をそう気安く名前で呼ぶのは問題があるっていうか……」

「はあ、そういうものなのですか？」

「う、うん」

「わかりましたわ。残念ですが瑛えい人とさんがそう言われるのでしたらいたしかたありません」

　少し首を傾けながら小さくうなずく。

　ちょっと不満そうだが、どうやら納得してくれたみたいだ。

　と、その様子を見ていたマナが興味深そうに訊きいてきた。

「へー、仲いいんだね。エイト、この妖精さんと付き合ってんの？」

「！　こ、これはそういうのじゃなくて……」

「？　そなんだ。じゃあ普通に友だちかなんか？　別にそんな焦あせんなくてもいいのに。あ、てことはやっぱあたしにもワンチャンあるってことでおけ？」

「……それはまた別問題だ」

　何と言っていいのか、彼女と俺の関係は一言では言い表せないものなのだ。

　ただの知り合いなんていう軽いものでもなければ、幼なじみというありきたりな範はん疇ちゆうでくくれるものでもなく、かといって付き合っているとかそういう間柄でもない。

　幼なじみ以上特別な関係未満あたりが最も適切な表現なのであって……

　答えあぐねていると、琴こと崎ざきさんがマナと俺の顔を見比べて少し遠慮がちに尋ねた。

「ええと……もしかしてお取り込み中でしたでしょうか？」

「んーん、だいじょぶ。ただの雑談だから」

「そうでしたか。それならばよかったです。では失礼をして──行きましょうか、瑛えい人とさん」

「え？」

　そうにっこりと口にして、琴こと崎ざきさんは俺の手を取った。

「約束通り、今日は学園を案内してさしあげますわ。これから尊い学園生活を送るにあたって、色々と学内のことを知っていないと不便でしょうから」

「あ──うん」

　そうだった。さっきまで俺がペンペン草になってまで教室に残っていたのは、これが理由だった。

「それではみなさま、お騒がせいたしました」

　琴こと崎ざきさんが教室に入ってきた時と同じように優雅に挨拶をして。

「あ、そうだ、エイト。さっきの話、考えといてねー」

　そんなマナの声が背中から追いかけてきたのだった。







　猫ねこ丘おか学園はいわゆるマンモス校だ。

　一学年の生徒数は去年の時点でおおよそ三百人。ここに本日入学してきた外進生の百人が加わって四百人になった。クラスも十組まである大所帯である。

　校内の雰囲気は自由で緩やか。お嬢様学校であった由来から校則には時々変わったものもあるものの、基本的に理不尽ではない。ゆえにマナがしていたみたいなギャルのような服装や髪型も許容される。

　大学進学率は県内でも屈指を誇り、さらにスポーツでもそれなりに名を馳はせている。運動部では全国大会に出場しているような部も多数あるという、いわゆる文武両道というやつだ。

　そんな校風だけあって、敷しき地ちの広さもまたそれに比例したものだった。

　単純な土地の面積だけで東京ドーム七個分。その敷しき地ち内には夜間照明雨天設備付きのグラウンドやテニスコートなどのもろもろの運動部系の施設、さらには茶道部屋や華道部室、三百席を超えるコンサートホールなどの文化部系各種施設もあますことなく完備されている。

　一言で言えばとにかく広い。

　敷しき地ちの端が霞かすんで見える。

　それは彼女の、琴こと崎ざきさんの案内があっても、一日で全てを把握するのはとても不可能なほどの広さだった。

「あちらに見えるのはテニスコートですわ。芝とクレーの両方を備えていて、全部で六面ほどあるそうです」

「そんなに。すごいな」

「テニス部は全国大会でもいいところまでいっている強豪ですから。中でも大おお路じアキラさんという方が有名で……あら、今も練習をされているようですね」

「へえ、あの人が……」

　素しろ人うと目めにも動きが違う生徒が一人いるのがわかる。きっと彼女がその大おお路じさんなのだろう。

　琴こと崎ざきさんは説明を続ける。

「テニスコートの向こうにあるのが文化部棟になります。茶道部などをはじめとした様々な文化部系の部室が入っていて精力的に活動をされていますわ。その隣にあるのが生徒会室です。会長さんは去年副会長をやられていた方で、この上なく真面目に職務に取り組まれていて……」

「……」

「……そしてあそこにあるのは数学準備室ですわ。窓のすぐ傍そばに立つ大きな木は『ロミオとジュリエットの木』と呼ばれ、とても素敵なエピソードがありまして……」

　案の定というか、回っても回っても終わらない。

　次から次へと新しい施設名が出てくる。

　一時間ほど敷しき地ち内を歩き回ったところで、少し休憩をすることになった。

「ふう……」

「ふふ、お疲れですか？」

「うん。ここまで広いとは思わなかったっていうか……」

「そうですわね。わたくしも入学したばかりの時は驚きましたわ。寮から中等部校舎へ登校するだけで三十分近くもかかってしまいまして……。──ああ、そうだ、こちらをどうぞ」

　と、いつの間に買っていたのかお茶のペットボトルを差し出してきてくれた。

「喉が渇いたかと思いまして。百ゆ合り花はな茶、お好きでしたよね？」

「覚えててくれたんだ」

「それはもう、瑛えい人とさんの好物ですもの」

「そっか……あ、ちょっとそっちも貸して」

「？」

「はい、琴こと崎ざきさん」

　自分の分に加え、琴こと崎ざきさんの分のペットボトルのフタを開けて彼女へと戻す。

　琴こと崎ざきさんがちょっと驚いたような、だけど嬉うれしそうな顔をした。

「ありがとうございます。わたくし、いまだに一人ではフタを開けられなくて。やっぱり男の子なんですね」

「や、それは」

「うふふ、感謝していただきますね」

　こくこくとかわいらしく喉を鳴らしてお茶を飲みながら、琴こと崎ざきさんが言う。

「でもこうして瑛えい人とさんといっしょに猫ねこ丘おか学園の中を回ることができる日が来るなんて、思ってもいませんでしたわ」

「ああ、うん、それは俺も」

「あの時はまさか共学になるなんて思いもしませんでしたから……」

　琴こと崎ざきさんが入学した四年前には、というよりもほんの去年までは、この学校は百ゆ合りの花の咲き誇る部外者一切お断りのお嬢様学校だったのだから、今の状況を微み塵じんも想像できなくても仕方がない。
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「でもよかったよ。無事に入学できて」

「え？」

「これでまた……琴こと崎ざきさんの傍そばで同じ時間を過ごして、支えることができる。〝約束〟だったから」

「瑛えい人とさん……」

　と、そこで琴こと崎ざきさんは相そう好ごうを崩した。

「ふふ、本当に変わっていないですわね。そうやって、いつでも他のだれかのことを気遣ってくださる優しい心根……この四年間、思い描いていた瑛えい人とさんそのものです」

「え、そんないいものじゃ……」

「ええ、そうやって優しさに自覚がないのも、変わっていない素敵なところだと思いますわ」

　ころころと鈴を転がすように笑う。

　そんな風に無邪気に笑みを浮かべる琴こと崎ざきさんも、変わってはいなかった。

　もちろん四年という歳月を経ているので外見こそは大人っぽくなっているものの、全身からかもし出されるふんわりとした柔らかな雰囲気、一見おとなしそうに見えてその奥に強い好奇心の光を宿した瞳、丁寧で上品な喋しやべり方などは変わっていない。

　喜んでいる時に、髪留めに触るクセも昔のままだ。

　とすると、一つだけ気になることがあった。

「あのさ、琴こと崎ざきさん」

「はい、何でしょう？」

　変わっていない琴こと崎ざきさん。

　ということは、あの彼女を彼女たらしめている要素もいまだ健在ということであって……

「ええと、琴こと崎ざきさんは今でも……」

　その疑念を確認しようとした、その時だった。




「──ですから、私がそっちに行くんですの！」




　そんな大きな声がどこからか飛びこんできた。

「ついてこないでくださいます？　教室からお猿のようにずっと私の後ついてきて……あなたと同道するつもりなど毛頭ございませんの」

「はあ？　お前があたしの行く方に勝手に歩いてるだけだろ！　いいからどけって！」

「いいえ……違いますわ。あなたが私の行く道を先んじているのでしょう。どくのはあなたの方です！」

「いーや、お前だ！」

「あなたです……！」

　見ると、校舎から運動部棟に続く渡り廊下のようなところで、女子二人が何やら言い合いをしていた。

　互いに身体からだを押し付け合いながら、我先に運動部棟に入ろうとしている。

「あの二人は……」

　チラリと見かけただけだけれど、二人とも確か一年一組のクラスメイトだ。

　名前は忘れてしまったものの、ホームルームの時に教室内にいたような気がする。

　一体あんなところで大声を出して何をしているんだろう……と、訝いぶかしく思ったその時だった。

「これはもしや……はっ、瑛えい人とさん、隠れてください！」

「え？」

　返事をする間もなく、琴こと崎ざきさんにグイと腕をつかまれて近くにあった茂みの中に引っ張りこまれた。

　彼女との距離が一気に狭まって、柔らかないい香りがふわりと辺りを漂う。

「こ、琴こと崎ざきさん、これは……？」

　な、何で突然こんな……？

　百ゆ合り花はな茶を飲んでいたら唐突に二人で茂みに隠れたい気分になった……とかそういうわけじゃ間違いなくないだろう。

　というか……この距離は、ちょっとマズい。

　琴こと崎ざきさんとの距離はおよそ三十センチ。

　それはあまりにも近すぎる当事者の距離であって……

「……ふふ、うふふふふふ……」

「こ、琴こと崎ざきさん……？」

　だけどそんな俺の懸け念ねんとは裏腹に、琴こと崎ざきさんは笑っていた。

　夏の空で一番星を見つけた少女のような、無邪気な顔で微ほほ笑えんでいた。

「これはもしかして……ふふ、温かくも尊い日差しの中で芽吹きを待つ清らかな花の種の予感がいたしますわ！」

　これまでで一番テンションの上がった声。

　その弾んだ声こわ音ねは、まるでキラキラと輝く大事な宝物を発見した子どもみたいに無邪気なものだった。

　そのリアクションから、俺は確信する。

「あの、琴こと崎ざきさん、やっぱりまだ……」

　そう……琴こと崎ざきさんには彼女特有の趣味というか、ライフワークのようなものがあった。

　猫ねこ丘おか学園に入学する前からアイデンティティとなっていた、彼女にとって唯一にして至上のたしなみ。

　琴こと崎ざきさんが力強くうなずく。

「それは当然ですわ。わたくしにとってこのたしなみは生きとし生けるものにとっての空気のようなもの……人生に必要不可欠な彩いろどりですから」

「そう、だよね」




「──ええ、そうです。咲き誇る花々のような麗うるわしいご学友の皆様が、仲なか睦むつまじくお戯たわむれになっている様子を陰からそっと見守り愛めでること……それはまさにこの世界でもっとも美しく、もっとも尊い行いと言えましょう。それこそまさに理想イデアの想起アナムネシスなのですわ……！」




　両手を頰に添えながら、うっとりとしたような目でそう口にする。

　ああ、うん、まったく変わっていない。

　記憶にある彼女の姿そのままだ。

　そう、これが琴こと崎ざきさんのライフワーク。




　──女子同士が仲良く懇ろに交流している様子をつぶさに観賞して、その尊さを存分に堪能する。




　もう少し下世話に言ってしまえば、百ゆ合りをリアルタイムで観察、実況すること。

　時に二人だけの世界で甘え合っている姿にほっこりと頰を緩ませ、時に感情をぶつけ合っている姿に胸を痛ませ、時に彼女たちの選択を我が事のように喜びを分かち合う。

　ただし自分が当事者になるようなことはしない。

　イエス観察ノー接触。あくまでも観葉植物のようなささやかな傍観者に徹するというスタンス。

　純粋な意味で、見ているだけ。

　それこそが、琴こと崎ざきさんの観察における唯一にして絶対のスタイルなのであった。

「あのお二人からはとても強い波動を感じます。そう、言うならば荒ぶる百ゆ合り色いろの波動……きっとこの上なく清く尊いものを見せてくれるはずです。ええ、わたくしの中の迸ほとばしる熱いパトスが確かにそう告げておりますわ！」

　大きくうなずく琴こと崎ざきさん。

　ひどく興奮している様子がこっちにも伝わってきた。というか「ふんふん！」という荒い吐息がここまで聞こえてくる。

　だけどその気持ちは俺にもよくわかった。

　目の前で咲きかけている百ゆ合りの気配にソワソワと心が昂たかぶる気持ち。

　だってそれは、俺も同じだったから。

「それにしても瑛えい人とさんが入学してこられた初日にこんな素敵な観察機会に巡り会うことができるなんて……ええ、何と素晴らしいのでしょう。また瑛えい人とさんと共に可か憐れんな花々のたわむれに胸を焦がす日々を送れという百ゆ合りの女神様の託宣かもしれません、うふふ」

　そう言うと琴こと崎ざきさんはにっこりと笑って。

「──さあ、それでは今日も観察を……わたくしたちの時間を始めましょう。至高の花々たちが織り成す綾あやのように美しい輝き……しかとこの目に焼きつけてみせますから！」

　ふんす！　というかけ声が聞こえてきそうなほどの勢いとともに、そう両手を握り締めたのだった。
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　たとえば観察というものは、恋愛に似ているのかもしれません。

　そうわたくし──琴こと崎ざき入いり愛あは思うのです。

　対象となる相手に深い興味を抱き、その一挙手一投足に心を奪われる。

　胸の中が相手のことでいっぱいになり、それ以外のことがどこか上の空になってしまう。

　目を閉じれば浮かぶのは観察をしている方々の姿で、寝ても覚めても相手のことを考えてしまうという点では、その二つは共通していると言えるのではないでしょうか。

　根底にあるのは──愛。

　尽きることのない相手への無償の愛こそが、観察の真理とも言えるものなのです。

　おっと、お話が少し逸それてしまったかもしれませんね。

　さて、改めて今回の観察対象であるお二人を見てみましょう。

「私が先ですの……！」

　一人は一いち条じよう冬とう華かさん。

　丁寧に手入れがされた長い髪と上品な雰囲気が印象的な彼女は、金融関係の世界で名高い一いち条じよう家のご令嬢でもある中等部からの内部進学生で、新一年生の中でも中心的な立場にいる人物だと聞き及んでいます。

「いいからあたしに譲れっての……！」

　もう一人は佐伯さえき夏なつ美みさん。

　バスケットボール部のエースで、焼けた健康的な肌と活動的なショートカットがとてもよく似合っていらっしゃいます。こちらは瑛えい人とさんと同じように高校から猫ねこ丘おか学園に入学してきた外部進学生でいらっしゃるとのことです。

　二人とも同じ一年一組。

　本来でしたら、クラスメイトとして仲なか睦むつまじく笑い合う関係であるはずなのですが……

「だ、だいたいあなたは無神経なんですのよ！　『事前交流会プレリユード』の時から人の話の腰を折ることばかり……！」

「それはこっちの台詞せりふだっての！　人のやることに文句ばっかり言ってるヒマがあったら、そのご自慢の縦ロールの手入れでもしてればいいだろ！」

「な、何ですって！」

「なんだよ！」

　あらまあ……とても友好的とは言いがたいご様子です。

　顔を突き合わせながら互いに一歩も譲らずに声を荒ぶらせております。

　どうやらどちらが先に運動部棟に入るかで争っておられるようですが、どうもお二人の諍いさかいは今に始まったことではないようです。

　内進生と外進生であり知り合って間もないはずのお二人の関係性を語るには、お話にも出ていた、少し前に開催された『事前交流会プレリユード』というものについて言及しなければならないかもしれません。

『事前交流会プレリユード』。

　それは入学前に一年一組の有志で行われた懇親会のことを指します。

　高校からの外部生入学にあたって、内進生と外進生の壁を少しでも取り除いておこうという意図で開かれたちょっとしたお茶会のようなもので、参加は自由であったものの、一年一組のおよそ九割の生徒が参加したと言われています。

　もちろん瑛えい人とさんもご参加をされたということですが、その時のことを訊きいてみるとどうしてか「……うう、頭が……壁と話をしていた記憶しかない……」としか答えてくださらないのです。瑛えい人とさんの感想もぜひお聞きしたかったのですが……

　とにもかくにもその『事前交流会プレリユード』……そこで、冬とう華かさんと夏なつ美みさんは初めての邂かい逅こうを果たしたのでした。

　ですが……

　その時の様子を少し振り返ってみることといたしましょう。




　──一週間前。

「……というわけで、本日の懇親会を開かせていただきました。主催は不肖私、一いち条じよう冬とう華かが執り行わせていただきましたわ。外部から入学される皆様とお会いできる今日この日を迎えることを、内進生一同、数日前から心待ちにしておりました」

　高等部の敷しき地ち内の一角にある多目的サロン。

　そこで冬とう華かさんが高々と演説をされています。

「外進生の皆様も新しくこの猫ねこ丘おか学園の一員になるにあたって不安などもおありでしょうが、そこは心配ご無用です。私たち内進生が率先して学園に馴な染じむためのお手伝いをしてさしあげますことを約束いたします。そもそも私たち内進生は由ゆい緒しよある猫ねこ丘おか学園中等部出身者として他の者たちを導くべき存在……ノブレスオブリージュなのです。その理念を説明するにあたっては、まずこの猫ねこ丘おか学園の歴史から語る必要があるかもしれません。およそ五十年前……」

「……」

「……ですから、その時、私の父である一いち条じよう清きよ正まさはこう言ったのです。持てる者は全ての持たざる者の範となるべし、と。それはまさに私たち猫ねこ丘おか内進生全てが胸に刻むべき至言であり、その志をもって私たちも常に他者からの視線を意識して日々を過ごしていくことが求められるのであって……」

「……」

「……そのためには私たち一人一人が高みに立つ人材たる自覚を持って日々を過ごしていかねばなりません。ああ、話は少し逸それますが、つい先日我が家で飼っているマルチーズのシャルルが人助けをいたしましたの。これもまたノブレスオブリージュの心構えをペットでさえも理解しているということで……」

　そんな具合に冬とう華かさんの独演が十分ほど続いた、その時でした。

「ふあぁ……」

　のんびりした声がサロンに響き渡ります。

「！　ちょっと、そこのあなた」

「ん、なに？」

「なにって……人がお話をしている時にアクビをするだなんて、失礼ではありませんこと？」

「え、あー、悪い。今日は朝練もあったし、長くて退屈だったからつい……」

「な、長くて退屈……」

　あらあら……その言い方は少しばかりよろしくないかもしれません。

　確かに冬とう華かさんのお話には少々冗長なところもありましたけれど、それでは当て付けのように聞こえてしまいます。

　案の定、冬とう華かさんは苦虫をかみつぶしたような表情でこほんと咳せき払ばらいをされました。

「くっ、私のありがたい話をそのように……！　……ま、まあいいですわ。一介の庶民であるあなたには私の貴重な話は少々高尚すぎたかもしれませんね。……それよりみなさん、本日は『事前交流会プレリユード』開催にあたって、一人一品お茶菓子を持ち寄っていただけたことと思います。今からそれらを楽しみながら、大いに語り合おうではありませんか」

　冬とう華かさんのその声に、参加者たちがわあっと色めき立ちます。

「わたし、手作りのスコーンを持ってきましたの」

「まあ、おいしそう。ダージリンのファーストフラッシュが合いそうですね」

「ティラミスなどはいかがですか？」

　思い思いにお茶とお菓子を楽しまれる中、

「はー、やっと長い話が終わった。食べよ食べよ！」

　大きく伸びをした夏なつ美みさんがそう口にされました。

　それを見た冬とう華かさんがため息を吐つかれます。

「……まったく、あさましいですわね。さっきまでは死んだマグロのように眠そうでしたのにお茶会の時間になった途端元気になって……あら、それは何ですの？」

「これ？　あたしが作ってきたおやつだけど？」

　その言葉に冬とう華かさんは不思議そうに首を傾かしげられて。

「真っ黒でカチカチですわね。恐竜の糞ふんの化石か何かかしら？」

「ふ、ふん……っ……!?　クッキーだよ！」

「え……!?　こ、これが……？　この物体が……？　これは驚きましたわ……どうすればクッキーがこのような鉱物のような出来になるのかしら……？」

「お、おまっ……言い方ってもんがあるだろ！」

「あら、申し訳ございません、心からそう思ってしまったので、つい……」

「……っ……」

　渋い表情になる夏なつ美みさん。

　冬とう華かさんも……他意はないとはいえ、今の言動は少しばかり配慮に欠けるものであったかもしれません。

「……」

「……」

　お二人の間に、どこか緊張感のある空気が流れます。

　それはまるで、お二人の背中に燃える炎と仁王像とか浮かび上がるかのような光景でありました。




　こうして始まったお二人の関係。

　この日以来、何となく見過ごすことのできない引っかかる存在としてお互いのことを認識するようになったようなのです。

　さらにお二人はそれぞれバトン部とバスケ部のエースであることから、それから入学式までの春休みの間も練習で毎日のように学園に来ていたようです。なのでその度に顔を合わせる機会も多かったようで。

　そうして今日に至るまでには。

「だ・か・ら、お前がどけっての！　この、ハデな犬みたいな髪型して……！」

「や、やかましいですわ……！　道を譲るのはあなたの方ですわよ、この体力馬鹿のチンパンジー……！」

「お、おま……っ……！」

「何ですの……！」

　このように、すっかり顔を合わせれば角つのを突き合わせる関係になってしまったという次第なのです。

　水と油、ケルベロスとハヌマーン、それこそ夏と冬のお二人。

　果たしてお二人は本当に心を通い合わせることができないのでしょうか。

　いえ、わたくしはそうとは思いません。

　イヤよイヤよも好きのうち、好きの反対は無関心、という言葉もあります。

　相手のことを気に入らないと口にしながらも無視という選択に走らないということは、お二人がお互いのことを意識し合っていることの証左に違いありません。

　そのことを象徴づけるようなエピソードが、この後に待ち受けているのでありまして……




　♪




「そのエピソードがどのようなものかといいますと……！」

「琴こと崎ざきさん、琴こと崎ざきさん……！」

「……はっ」

　俺の声に、琴こと崎ざきさんが我に返ったように顔を上げた。

　目をぱちぱちと瞬まばたかせると、少しだけ上目遣いで口にする。

「……わたくし、あちらの世界に行っていました？」

「あー、うん、だいぶトリップしてた」

「あうう……」

　観察と実況に夢中になると、周りがあまり見えなくなるのは琴こと崎ざきさんの昔からの悪癖だった。

「申し訳ございません……予想通りあのお二人の醸かもし出だされる百ゆ合り色いろの波動があまりにも魅力的でしたので、つい一人で前のめりになってしまいました。この尊い感情は瑛えい人とさんといっしょに分かち合うべきものですのに……」

「それはいいんだけど。琴こと崎ざきさんといっしょに観察をするのは楽しいし」

「！　本当ですか？」

　琴こと崎ざきさんがぱあっと表情を輝かせる。

「うん。今も、昔も。琴こと崎ざきさんと百ゆ合りについていっしょに語り合っている時間が一番幸せっていうか……」

　琴こと崎ざきさんのくるくると変わる表情を横で見ながら、その観察と実況を聞くのはこの上ない癒やしの時間だと言っていい。

　琴こと崎ざきさんの実況は表現が独特で語り口が興味深いので、それを聞いているだけでも楽しいし。

　それに何より……百合はいいものだ。

　日常の乾いたルーティンワークの中にはない、キラキラと光り輝くような理想の楽園がそこにはある。

　琴こと崎ざきさんとともにその尊いことこの上ない扉を開いてから、そしてその楽園への憧憬がかけがえのない絆きずなとなったあの日から、彼女と二人で百ゆ合りを観察することは俺にとっての何よりの癒いやしとなっていた。

「瑛えい人とさん……ええ、わたくしもこうして瑛えい人とさんと二人だけで百ゆ合りの花々を愛めでている時間が何よりも大切な宝物ですわ。エリュシオンでのお花摘みのようとでも言いましょうか……」

　後半は何を言っているのかいまいちわからなかったけれど、琴こと崎ざきさんもそう思ってくれているのなら嬉うれしい限りだ。

　ただ昔から、一つだけ気になっていることはあった。

「あのさ、琴こと崎ざきさん……」

「？」

「琴こと崎ざきさんは何で『事前交流会プレリユード』のことを……。……や、いいや。忘れて」

　どうして彼女は参加していないはずの『事前交流会プレリユード』や春休み中の二人の動向にそこまで微に入り細を穿うがつほどに詳しいのか……と言いかけて俺は口をつぐんだ。

　きっとそこは深く考えてはいけないところなんだろう。うん、まるでその場にカメラやマイクでも仕掛けられていたかのように克明な状況説明がされていたとしても。

「それよりこれからどうする？　まだあの二人の観察を続けるの？」

「そうですわね……今日のところはこれ以上の大きな動きはなさそうですし、観察はここまでといたしましょう」

「そっか。じゃあ帰ろうか」

　まだ昼を少し回ったくらいの時間だったけれど、明日から本格的に始まる学校生活に備えて、やっておかなければならないことがたくさんある。

「わかりました。では校門まで送りますわ」

　並んで校門へと歩き出す。

　琴こと崎ざきさんは学園寮での寮生活、俺は学園近くのアパートで下宿生活であるため、いっしょにいられるのは学園の敷しき地ち内だけなのだ。

　二人で今日あった出来事や、明日からの学園生活についてなどを話しながら歩いていくと、校門まではあっという間だった。

「もう着いてしまいましたわね」

「うん、早いね」

「名残惜しいですが……仕方ないですわ。でもこれからは毎日会えるのですものね。それならばさみしくない──あ、そうですわ」

　するとそこで、琴こと崎ざきさんは何かを思い出したかのようにぱふんと両手を合わせた。

「そうでした。そういえばまだこれを言っていませんでしたわね」

「？　何を？」

　そう言って琴こと崎ざきさんはにっこりと微ほほ笑えむと。

　俺に向かって包みこむように両手を広げて、こう言ったのだった。




「──ご入学おめでとうございます、瑛えい人とさん。ようこそ、猫ねこ丘おか学園へ。さぁ、これから心ゆくまで語り合いましょう。ここは尊き百ゆ合りの花が咲き誇るわたくしたちの楽園なのですから」




「あ……」

「いっしょに楽しい学園生活を送りましょうね♪」

　こうして俺は晴れて猫ねこ丘おか学園の一員となり、そして琴こと崎ざきさんとの観察の日々が四年ぶりに再開されることとなったのだった。







「……ふう」

　制服を脱いでハンガーにかけながら、俺は小さく息を吐いた。

　猫ねこ丘おか学園から徒歩十五分ほどの場所にあるワンルームマンション。

　ここがこれから三年間を過ごすことになる俺の部屋だ。

　少し手狭だけれど、一人暮らしであることを考えれば贅ぜい沢たくは言えない。

　スマホを枕元に放って、ベッドに横たわる。

「琴こと崎ざきさん……ううん、イリアちゃん、全然変わってなかった」

　四年前に別れた時の、そのままだった。

　ほんわかとしていて優しくて雰囲気が柔らかくて。

　年上なのに時々同じ歳としか年下に見えるくらいにかわいらしくて。

　そして何よりも百ゆ合りを観察することが大好きで。

「また、イリアちゃんといっしょに百ゆ合り観察ができるんだな……」

　そう考えると、胸の奥から懐なつかしくも温かい気持ちがじんわりとあふれ出てくる。

　きっとこれから、彼女といっしょに過ごす愉快で楽しくて、百ゆ合りにまみれた毎日が始まるのだろう。

　それは間違いなく楽しいものに違いない。

　そう確信して、俺は眠りに就いたのだった。







　３




　翌日。

「おはよ、エイト」

「ん、ああ、おはよう、マナ」

　教室に入り席に着くと、隣のマナが即座に声をかけてきた。

「昨日はあれからどうしたの？　あの妖精さんとデートだったんでしょ？」

「デートじゃないって……学園を案内してもらっただけだ」

「それをデートっていうんじゃね？　んー、でもあの妖精さんの雰囲気だとそういう可能性もあるのかな。ま、それはいいとして」

　そこでマナはにっこりと笑うと。

「で、どう、あたしと付き合う気になった？　ホテル行く気になった？」

「ならないって……」

　昨日の今日でそうそう何かが変わるはずもない。というかそもそもマナと付き合う気自体が俺にはない。

「ふぅん、なかなか手て強ごわいねー。別に軽い気持ちでオッケーすればいいのに。ま、エイトは堅物な感じだから焦あせらないで長期戦でいくしかないかな……っと、一いち条じようたちだ」

　マナが教室の入り口の方に顔を向ける。

　その視線の先には、昨日も見かけた一いち条じよう冬とう華かと佐伯さえき夏なつ美みの姿があった。

「……あら、朝一番に見かけるには楽しくないお顔ですわね」

「……あん？　それはこっちが言いたいっての」

「あいかわらず口だけは達者ですこと。まったく、教室に入るなりお猿のようなあなたのお顔を拝まなければならないなんて、春のうららかでさわやかな空気が台無しで泣けてきますわ」

「ホントだよな。ていうか朝練でバトンを取り損ねて顔面キャッチして鼻血を出してたやつに、顔のことを言われたくないっていうか」

「！　ど、どうしてそれを……」

「ぷぷ、だって体育館のど真ん中であんなハデにミスってたら目立つだろ」

「……っ……で、ですがあなただって頰に朝食の米粒をつけたまま気づかずに練習をしていたではありませんか」

「な、なんでそれを……！」

「見ていたからに決まっていますわ。ふふ、お弁当をつけたままドヤ顔でガッツポーズをしてらっしゃいましたわね。あなたならきっと面白いことをやってくれると思いましたもの」

「の、覗のぞき見みとか、趣味が悪いっての！」

「そ、その言葉、そっくりそのままお返しいたしますわ！」

　さっそく言い争いを始める二人。

　それを見たマナが呆あきれたように口にする。

「あの二人もよくやるよねー。入学式の時もなんかどっちが前の席に座るとかでもめてたし、教室に来てからもずっとどっちがクラス委員長をやるかで口げんかしっぱなしだったし、エイトが行った後にもどっちが先に運動部棟に行くかでわーわーやってたし。ケンカしかしてないんじゃん？　そんなことしてるヒマがあったらオトコでも探せばいいのに」

　確かに俺もケンカをしている以外のあの二人の姿を見たことがない。

　いつでもどこでも何度でも、何かにつけて言い争いをしている。

　言い方（特に後半）はともかく、マナの言うことにも一理あるかもしれないと、そうそこはかとなく考えたその時だった。

「うふふ、冬とう華かさんも夏なつ美みさんも朝から仲のよろしいことですね。いいことですわ」

「琴こと崎ざきさん!?」

　気づいたら、琴こと崎ざきさんが隣でにこにこと微ほほ笑えんでいた。

　机にヒジを立てた両手の上にその小さな顔を乗せながら、一いち条じようさんたちの方を見ている。というかいつの間に来ていたのか全然わからなかった……

「わたくし、抜き足差し足は得意なんです。ほら、観察をするのには時には相手の方々に気がつかれずに首元の距離まで近づく必要があるではありませんか。そのための嗜たしなみですわ」

　そう言って嬉うれしそうに笑う。

　それは暗殺者とか密猟者とかに必要とされる技術なんじゃないかと言いかけて……俺はそっと口をつぐんだ。

「それより琴こと崎ざきさん、仲がいいって……」

　それだった。

　俺にはあの二人、一いち条じよう冬とう華かと佐伯さえき夏なつ美みはいつもケンカばかりしていてお世辞にも仲が良いようには見えない。

　すると琴こと崎ざきさんはぴっと人差し指を立てて言った。

「ふふふ、そうですわね。確かに一見するとお互いの細かな瑕か疵しを指摘しているように見えるかもしれません」

「うん」

「ですが考えてみてください。それは裏を返してみればそれだけお互いのことをよく見ているということにはなりませんか？」

「あ……」

　それは確かに……

　朝練中の一瞬の出来事とか相手の細やかな変化とか、普通に過ごしているだけじゃ絶対に気がつかない。それこそ頻繁に相手の方に目を向けてでもいない限り。

「ケンカをする機会が多いということはそれだけよく同じ場面にいるということ、相手に起きた小さなエピソードに気づくということはそれだけ相手の色々な面を見ているということですわ。本当に嫌いな相手でしたら、そもそも同じ場所にいようとすることさえ避けるはずですもの」

　まったくもって、琴こと崎ざきさんの言う通りだった。

　そんな基本的な百ゆ合りムーブにも気づけなかったなんて、観察が久々すぎて俺の中の百ゆ合りへの勘が少しばかり鈍っていたのかもしれない。

「物事は──特にこれから咲かんとする百ゆ合りの花々について言えば、表面に見えているものが全てではないということですわ。固いつぼみの奥に隠された初うい々ういしくも清らかな花か弁べんこそが真実である時もあるのですから。その点からすればあのお二人は間違いなくラナンキュラスのような珠玉の観察対象になり得るはずです。──というわけで」

　そう言って琴こと崎ざきさんは両手を胸元で合わせると、キラリと目を輝かせた。

　あ、これはもしかして……

「──さあ、それでは観察の続きを始めますわ。今はまだつぼみの向こう側に固く閉ざされたままのお二人……その関係がまるでゆっくりとその花びらを開かせる可か憐れんな花のように変化していく様子を、つぶさにそしてじっくりと見ていくことといたしましょう」







[image: イリアの時間１－２]

　──さて、お二人がお互いのことを意識し合っているということは、ここまでのやり取りでも十分におわかりいただけたかと思われます。

　ですが今回はさらにその上……お二人がお互いのことを心の奥では憎からず思っているということを再確認する上でも、もう少しだけ長いスパンでお二人の日常を見ていきましょう。




　月曜日。

　体育の授業中。

「あれ、夏なつ美みちゃん、そのＴシャツ……」

「うん、口からブラックホールを吐き出してるネコのＴシャツ。かわいいだろ？」

「え、う、うーん、どうかな。面白いとは思うけど……」

「えー、絶対かわいいのになー」

「……」

「げっ、一いち条じよう……な、なんだよ？　言いたいことがあるんなら言えばいいだろ」

「……別に何もありませんわ。良いセンスをしてらっしゃいますわね」

「……っ……よ、余計なお世話だっての……！」

「……」

「……どうしてあの方が同じＴシャツを着ていますの。ブラックホールネコちゃん……せっかくかわいらしいデザインですのに。こ、これではジャージを脱げないではありませんか」




　火曜日。

　お昼休みの教室。

「あら、夏なつ美みさん、今日もお手製のお弁当なんですね」

「そうだよ。悪いか？」

「いえ、ただ『事前交流会プレリユード』での恐竜のふ──クッキーのことを思うと意外で。びっくりですわ」

「ふん、クッキーなんていうお上品なものは苦手だけど、普通のお弁当ならそれなりに自信があるんだよ」

「へぇ、そうなんですの。ま、見た目は及第点ですが肝心のお味の方はどうでしょうね。卵焼き、お一ついただきますわ」

「あ、こら、また勝手に……！」

「……」

「な、なんだよ……？」

「……え、おい、しい……？」

「今なんて言った？　なあ、なあ」

「……な、何でもありませんわよ。ま、まあ、そうですわね、一昨日のコロッケや、五日前の筑ちく前ぜん煮に、一週間前の唐揚げよりはマシなのではないですか？」

「ねえ、どうして一いち条じようさんは佐伯さえきさんのお弁当のおかずを覚えているのかしら……？」

「それはほら、毎日お弁当時にはああして欠かさず佐伯さえきさんに話しかけていらっしゃるから……」

「ああ、そういうことなんですね。ふふ」




　木曜日。

　放課後の掃除中。

「すみませーん、だれかゴミ捨てに行ってくださいませんか？」

「ああ、それなら私が行ってきますわ」

「一いち条じようさん。あ、でもそれけっこう重くて……」

「この袋を焼却炉まで運べばいいのですよね？　む、むむ……っ……」

「あ、だ、だから重いって……」

「だ、大丈夫ですわ……一いち条じよう家の一員として、こ、これくらい……」

「……」

「……こ、これくらい……」

「ほら、貸せって」

「え……ちょ、な、夏なつ美みさん？」

「お前の細腕じゃこの量はきついだろ。だからあたしが持つって」

「こ、これくらいは私だって持てますわ！　それにあなたの掃除担当は廊下ではありませんか。これは教室担当としての私の義務です」

「いいんだよ、こういうのはやれるやつがやれば」

「あ……っ……」

「ほら、いいからお前はスクワットでもしてろって」

「ぐぬぬ……」




　いかがでしょうか。

　これらを見てもらうだけでも、お二人の関係性の本当のところがおわかりになられるかと思います。

　実際、いつの間にかクラスの中でのお二人の評判も、顔を合わせればケンカばかりだけど実のところ仲良しだという微ほほ笑えましいものになっています。

　お二人は決してそのことを認めようとはしないですけれど……うふふ、そこもまた尊さのポイントでもありますよね。

　そして決定的でしたのが、ある日の放課後の出来事でした。




「……あら」

「……げっ」

　部活動を終えた後の夕暮れ時の教室。

　そこでお二人が顔を合わせたのです。

「忘れ物を取りに教室に戻ってみれば鉢合わせたのがあなただなんて……ほとほと巡り合わせが悪いですわね」

「こっちだって一日の最後に見る顔としてはお前なんてテンションだだ下がりだよ。さっさと帰ろ。──じゃあな」

　そう言って夏なつ美みさんが教室を出て行こうとして。

「お待ちなさい」

　冬とう華かさんがその背中を呼び止めました。

「なんだよ？」

「あなた……もしかしてそのままの格好で下校するつもりではないでしょうね」

「え、そうだけど？」

　その言葉に冬とう華かさんがため息を吐つかれます。

「はあ、これだからこの人は……猫ねこ丘おか学園の生徒として恥ずかしくないよう、最低限の身だしなみくらいは整えてから下校してほしいものですわね」

「う、うるさいなあ……面倒なんだよ」

　大ざっぱにまとめられた髪の毛に水を被かぶってそのままのお顔、さらに制服のスカートの下に無造作に穿はかれたジャージ。その姿は確かに少しばかり適当と言われてしまっても否定できないものかもしれません。

「いくら部活後でバタバタとしているとはいっても、髪の毛をとかすくらいはできるでしょう。洗顔をして化粧水を塗るのに十分もかかりませんし、リップくらいは塗っても罰ばちは当たらないのではないですか？　……そのジャージについてはもはや論外ですわ」

　再び大きなため息を吐つかれる冬とう華かさん。

　と、それを聞いた夏なつ美みさんが痛いところを突かれたようにこう答えます。

「しょ、しょうがないだろ、そういうのはあんまり得意じゃないんだよ。それに……」

「？」

「……それにこっちは、お前みたいに素材がいいわけじゃないから」

「……はあ？」

「だ、だから……あたしはお前みたいに、元からキレイなわけじゃないんだって。だからそんな髪だリップだ気にしたって、どうせ──」

「そこ」

「え？」

「ちょっとそこにお座りなさい」

「な、なんでそんなこと……」

「いいから！」

「……っ……」

　いつになく強い勢いの冬とう華かさんの言葉に、夏なつ美みさんが渋々といった様子で椅子に腰を下ろします。

「まったく……自分のことをおわかりになっていないのはある意味で罪ですわ」

「え……？」

「しっかりと櫛くしを入れれば髪の毛などこんなに艶つややかで、肌も焼けている割にはきめ細かくて吸収がよくて、整ったツメの形をしているというのに……。──ほら、できましたわ」

「あ……」

　ぱちぱちと瞬まばたきをする夏なつ美みさん。

　そこには髪の毛から爪の先までブラッシュアップされて、すっかり別人のようになった夏なつ美みさんの姿がありました。

「こ、これが、あたし……？」

「元からキレイじゃないと仰おつしやいましたけど、あなたは十分に素材はよろしいですわよ。その良さをこれっぽっちも一ミリたりとも生かしきれていなかっただけで」

「あ、う、うん……」

「ほら、その髪留めは差し上げますわ。私も使っているお気に入りのアガパンサスの装飾です。これからは少しは身だしなみにも気を遣いなさいな」

「あ──」

　髪留めに手をやった夏なつ美みさんは小さく顔をうつむかせて。

「あ──ありがと……」

「何ですの？　聞こえませんでしたわ」

「だ、だから、その……」

「んー？」

「あ、あー、もう、ありがとうって言ったんだよ！　あたしなんかがこんなにマシになるなんて思わなかった！　感謝してる！」

「ふふふ、どういたしまして」

　真っ赤になってそう叫ぶ夏なつ美みさんを笑いながら見つめる冬とう華かさん。

　その表情にはどことなく親しみの色が混ざっているように見えます。

「で、でも、これは秘密だからな？　お前からこんなものをもらったなんて、そんな……」

「ええ、そうですわね。私もあなたとこんな風におそろいの髪留めをしているなんてことは、末代まで隠しておきたい事柄ですから」

　そう言って笑い合うお二人。

　そんなお二人を優しく包みこむように、窓からは柔らかな黄たそ昏がれ色いろの光が射さしこんでいて……




　♪




「はぁあああああああああああああああああああああああああああ……！」

　日が傾いてオレンジ色に染まった空の下に、琴こと崎ざきさんの絶叫が響き渡った。

「あああああああああああ……もう尊すぎます……わたくしの中のエンドルフィンが沸騰して水蒸気爆発を起こしてしまいそうですわ……！　お二人だけの秘密の営み……それはささやかでありながら無限の可能性を秘めたエントロピーのかたまりで……！（すりすり）　これはもう実質付き合っていると言っても差し支えはないのではないでしょうか、ええ……！（すりすりすりすり）」

「こ、琴こと崎ざきさん……気持ちはわかるんだけど、これはその、公の場では……」

「え？　（すりすりすりすり）」

　目をぱちぱちとさせる琴こと崎ざきさん。

　彼女が何をしているのかというと……興奮して早口でまくしたてている一方で、隣にいる俺の手を握り締めながら、その手をすりすりと頰にすり寄せていた。

　まるで仔こ犬いぬの匂い付けのよう。

　昔から百ゆ合りに興奮すると頻出する、琴こと崎ざきさんのクセの一つだった。

「あ、す、すみませんですわ……！　つい気持ちが昂たかぶってしまって……」

「い、いや……」

「瑛えい人とさんと久しぶりにじっくり観察をできたこともあって、つい……」

　そう言ってそっと手を離す琴こと崎ざきさんを見ながら、そのまますりすりをされ続けたい気持ちを必死に抑える。

　それ自体は何というかむしろご褒ほう美びなのだけれど、本能の赴くままに受け入れることができない理由があって……

「……こ、こほん、本当に失礼いたしました。わたくしとしたことが少しばかり興奮して取り乱してしまいました……ですがあのお二人の姿は、それに値するエルドラドな光景ではないですか？」

「あ、うん、それは思った」

　一いち条じよう冬とう華かと佐伯さえき夏なつ美みを観察し始めてから一週間。

　まさかこんな光景が見られるとは思わなかった。

　対立し合う二人がふとしたきっかけで心を通じ合わせるワンシーンは、まさに百ゆ合りの極致と言っても差し支えのないエモいものであって……ああ、うん、やっぱり百ゆ合りはいいなあ……

「琴こと崎ざきさんの言った通り、あの二人は観察対象としてすごくいい逸材だと思う。いつまでも見てられるっていうか」

「うふふ、そうでしょうそうでしょう？　初めて見た時からビンビンと感じましたの。数多あまたのつぼみの中から黄金の萌ほう芽がを探し出すわたくしの目に間違いはありませんもの」

　胸を張りながら、ちょっとだけ得意げにそう口にする。

　その仕草はほめられた仔こ犬いぬみたいで、かわいらしい。

「それにしても、これでお二人の関係は安定期に入るかもしれませんね。よい傾向ですわ」

「うん、そうかもね」

　見たところまだまだ軽口を叩たたき合う関係は続きそうだけど、それこそケンカするほど仲が良いというやつだ。何だかんだいいながらこんな風にケンカップルとして続いていくのだろうと、そう思っていた。

　だけど……
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　その事件が起こったのは、琴こと崎ざきさんとともに観察を始めてから二週間が経たった日のことだった。

　琴こと崎ざきさんの言うところの秘密の営みからしばらくが経たち。

　二人の関係は、傍はた目めにはさして変わらないように見えた。

　ただ一つ変わったのは、佐伯さえきさんがあの髪留めを毎日着けてくるようになったこと。

　元々の性格がかなり大ざっぱなのかその他の身だしなみこそ適当なことも多かったものの、一いち条じようさんからもらった花の装飾がされた髪留めだけは欠かさず着けてきていた。

　あいかわらず二人の間で言い争いやちょっとしたケンカは日常茶飯事だったけれど、お互いの視界に髪留めが入ると二人の雰囲気がどこか柔らかくなるように見えて……その度に琴こと崎ざきさんといっしょに「尊さのロイヤルストレートフラッシュですわ……！」と興奮し合っていた。

　そんな感じに概おおむねはこれまでと同じ毎日。

　そしてその日も、俺は琴こと崎ざきさんといっしょに観察に勤いそしんでいた。

「──本日の舞台は放課後の体育館です。まだまだ青く愛らしいつぼみたちが清く美しい青春の汗を流される中、冬とう華かさんと夏なつ美みさんのお二人もそれぞれの部活に精進されていて……」

　琴こと崎ざきさんの実況が横から聞こえてくる。

　その言葉通り、ステージの上では一いち条じようさんのバトン部が声を上げていて、すぐ真下にあるコートでは佐伯さえきさんのバスケ部がシュート練習をしている。

「よし、決まった！」

　リングに吸い込まれたボールを見てガッツポーズをする佐伯さえきさん。

　中学の頃には全国大会出場経験もあるというバスケ部のエースだけあって、その姿は実に様になっている。

　そんな佐伯さえきさんに、ふと隣にいた女子生徒が話しかけた。

「あれ、夏なつ美み先輩、そんな髪留め、着けてましたっけ？」

「え？」

「ほら、その青っぽい花みたいな」

　おそらく中等部の後輩なのだろう。

　少し子どもっぽい気安い調子で佐伯さえきさんを見上げながらそんなことを口にする。

「あ、ヘ、ヘンかな？」

「ヘンっていうか、ちょっと前から気になってたんですよー。春休みの練習の時から見てますけど、夏なつ美み先輩、そういうアクセサリーとかってぜんぜんしてなかったじゃないですか。なんか夏なつ美み先輩らしくないなーって」

「う、うーん……」

「あんまり似合ってないっていうか、ほら、やっぱり夏なつ美み先輩といえば硬派でかっこよくて、チャラチャラしてないイメージですから！」

　邪気のない笑顔でそう言ってくる。

　そのストレートな後輩の言葉に、佐伯さえきさんはちょっと困ったような笑みを浮かべた。

「そ、そうかな？」

「そうですよー！」

「ん、でも……そうかもな。こういうのを着けてるのって、なんかあたしらしくないっていうか……う、うん、外そっか、な……」

　そう言って少し戸惑ったように髪留めを外す。

　佐伯さえきさんとしてはやむにやまれずの行動だったんだろう。

　だけどその瞬間、隣の琴こと崎ざきさんが激しく反応した。

「ああっ、夏なつ美みさん……それはいけません！」

「こ、琴こと崎ざきさん……？」

「似合っていないと後輩さんに言われて困惑されるお気持ちはわかります……ですがその髪留めは冬とう華かさんとの秘密の営みから生まれた繫つながりの証あかし……いわばお二人の百ゆ合り色いろの絆きずなではありませんか！」

　両手を胸の前でぎゅっと握り締めながらの強い口調。

　確かにその通りだった。

　あの髪留めをおそろいで着けるようになった日から、明らかに二人の関係は良くなってきている。

　ケンカ自体は絶えないものの、その雰囲気は目に見えて穏やかなものになっている。

　まさに彼女たちの心を百ゆ合り色いろに結ぶ決定的なきっかけを与えてくれたといっていい代物だ。

　それを外すことが二人の関係にプラスの影響を与えないということは、一目瞭然だ。

　そしてなお事態を悪くする要因があった。

　そう。

　基本的に一いち条じようさんと佐伯さえきさんの二人は、お互いのことをよく見ている。

　本人たちは断固として否定するけれど、隙あらばお互いがお互いのことを無意識のうちに目で追っているのだ。

　そしてタイミングが悪いことに……佐伯さえきさんが髪留めを外すその瞬間も、一いち条じようさんの視線は佐伯さえきさんに注がれていた。

「……」

「あ……っ……い、一いち条じよう、これは……！」

「……別に構いませんわ」

「え？」

「あなたがその髪留めを着けていようといまいと、私には何も関係ありませんもの。そうでしょう？」

　感情のこもらない声でそう口にする。

「……っ……」

「ですが……」

「……？」

「……そうですわね。やはりあなたのようながさつな方にはそのアガパンサスは似合わないと改めて感じましたわ。豚に真珠、いいえ、正しくチンパンジーに装飾品です」

「そ、そんな言い方……っ……」

　佐伯さえきさんが反論しかけるも。

「……本当のことでしょう。それに結果として外すのなら、それでいいではないですか」

「……それは……っ……」

　二人の間に沈黙が流れる。

　横にいる後輩や、その他のバスケ部員たちも、何が起こっているのかわからず戸惑っているみたいだった。

「琴こと崎ざきさん……」

「……ええ、これはよろしくありませんわね……」

　琴こと崎ざきさんと顔を見合わせる。

　彼女の瞳の奥が心配の色に揺れる中、やはり体育館ではまだ水を打ったような静寂が支配していた。

　どれくらいそうしていただろう。

「……それでは、私は練習に戻りますので」

「あ……っ……」

　やがてそう言って一いち条じようさんが踵きびすを返かえす。

　その背中に佐伯さえきさんは何かを言いかけようと手を伸ばし、だけど何も言えずに伸ばした手をそのまま力なく落とした。

　結局その日……それ以上二人が話をすることはなかった。







　それから数日が経たっても、二人は以前のような気安い関係には戻れないままだった。

　教室などで顔を合わせても、言葉を交わそうとしない。

　ただ気まずそうに顔を逸そらし合った後、何も言わずにどちらともなくその場を立ち去っていく。

　それはまさに「好きの反対は無関心」を体現するかのような行動であって……

「お二人とも、とても寂しそうですわ……」

「琴こと崎ざきさん……」

「心がすれ違ってしまっておられるお二人を見ているのは心が痛みます。まるで世界から色が消えてしまったかのようで……」

　悲しそうな顔をした琴こと崎ざきさん（観察中）が、きゅっと制服の胸の部分を握り締める。

　百ゆ合りが大好きで、百ゆ合りに感情移入をして、百ゆ合りに一喜一憂する琴こと崎ざきさんだからこそ、二人のマイナスの感情の影響をまともに受けてしまっているのだろう。

　かくいう俺も……こんな風に気まずい雰囲気になってしまった二人を見ているのは、けっこうしんどい。

「観察はどうする？　こんな状態だし、やめる……？」

　それもやむなしかとも思った。

　だけどその言葉に琴こと崎ざきさんは首を横に振って。

「いいえ、わたくしは……このまま観察を続けさせていただこうと思っています。どんな状況になっても真まっ直すぐに最後まで見届けることこそ、観察をする者の責任ですから……」

　強い決意のこもった眼まな差ざしで、そう口にしたのだった。
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　冬とう華かさんと夏なつ美みさんの現状は、ここまで見てきた通りです。

　一度は近づいた距離が以前よりも遠くなってしまったお二人。

　あれからまたしばらくが経たちましたが、やはり関係改善の兆きざしは見えてきてはいません。

　このままお二人を結ぶ百ゆ合り色いろの糸は切れてしまうのでしょうか？

　もう以前のように軽口を言い合って笑い合うことはないのでしょうか？

　いいえ、そんなことはないはずです。

　複雑にもつれて絡からまってしまった糸。

　それはいつだって何かのタイミングで解ほどける時を待ちわびているのですから。

　ですがそのためには、きっかけが必要なのかもしれません。

　そう、それはほんの小さな何か──それこそその背中を軽く押してくれるくらいの僅かなきっかけが……




　♪
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「……」

「……別に、あそこまで言うつもりはありませんでしたのに」

「ただ……髪留めを外す夏なつ美みさんの姿を見ていたら、どうしてか胸の奥がツンと痛んで……」

「……」

「私らしくありませんわ……」

「いつまでこんな状況が……続くのかしら……」




「……」

「……はあ、どうしてこんなことになってるんだろうな」

「あたしが……悪かったよな、どう考えても」

「せっかくもらった髪留めを外すんじゃなかった……ううん、外したとしても、ちゃんと説明をすればよかった。それができなかったから、あんなことに……」

「……」

「……謝り……たいな……」

「……」

「……ん？　なんだこれ、ＲＩＮＥ……？」
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　突然だが、この猫ねこ丘おか学園には１０８のスポットがある。

　敷しき地ち内に点在する、通称『百ゆ合りのゆりかご』と呼ばれる場所。

　その場所で想おもい人に告白をすればうまくいったり、胸の奥に秘めた伝えたい気持ちを解放することができたり、意中の人の普段は見られない一面を垣かい間ま見みることができたりと、知る人ぞ知る様々な百ゆ合りにまつわるスポットとして認知されているとのことだ。

　いつからそれが存在しているのか、詳しいところはわからない。

　ただそれはここ最近にできたものであるということと、その効力にはある程度の実績があるということだけが、一部の生徒の間でまことしやかにささやかれていた。

　何だって急にこの話をしたのかというと、理由がある。

　その中の一つ、『結びのプロセニアム・アーチ』。

　そこで大切な人に対する噓うそ偽いつわりのない気持ちを空に向かって叫べば、その百ゆ合り色いろの願いが成じよう就じゆすると言われている場所。

　その現場である高等部校舎の屋上に……俺たちはいたからだ。

「あの、琴こと崎ざきさん、これは……」

　昼休み。

　真剣な表情で一年一組に飛びこんできた琴こと崎ざきさんに促されて来てみたところ、この場所に案内されたのだ。

「しっ、今から大事な一幕が始まりますわ。きっと、彼女たちお二人にとって人生のターニングポイントとなるであろう、重大な局面です。わたくしたちは襟を正してそれを観察いたしませんと……」

「え……」

　彼女たち二人？

　と、琴こと崎ざきさんの視線の先を見ると……そこには佐伯さえきさんの姿があった。

　手すりをぎゅっと両手で握り締めて、強い視線で何かを見つめている。

「あ……」

　見下ろした場所にある、中庭。

　そこには……一人物思いに沈むようにベンチに座る、一いち条じようさんの姿があった。







[image: イリアの時間１－４]

　わたくしたちが今いるのは、『結びのプロセニアム・アーチ』と呼ばれている、高等部校舎の屋上です。

　手すりのすぐ傍そばには、夏なつ美みさんの姿。

　何かを決意されたような真剣な表情を浮かべながら、真まっ直すぐに中庭を見下ろしています。

　そして。

「……一いち条じよう……！」

　その呼び声を耳にして、冬とう華かさんが顔を上げられます。

　すぐに屋上の夏なつ美みさんの姿に気づかれたようでした。

「？　……っ、夏なつ美み、さん……？」

「……」

「……何ですか、そんな大声で呼びかけて……。というかそんなところで何をしていらっしゃるんですの……？」

　冬とう華かさんの問いに、夏なつ美みさんは答えます。

「……知らないアカウントからＲＩＮＥがきたんだ。昼休みは、お前が時々ここにいるって」

「え？」

「だから、来た。言っておきたいことがあったから」

「言っておきたいこと……？　私に……？　え、と、というか、私が一人で考え事をしたい時はここに来ることはほとんどだれにも言っていないのに。だ、だれが……？」

　……いったいどなたなのでしょうね？

　ですがほんの小さなきっかけとはまさにそのようなことを言うのかもしれません。

　袖振り合うも多た生しようの縁。様々な関係性が交錯するこの世界にあって、そのような少しばかりの百ゆ合り色いろのはからいというものがあってもいいではないかと思うのです、ええ。

「……まあ、いいですわ。それであなたはそんなところで何をしているんですの？　言っておきたいことというのは……？」

「それは……」

「……」

「……」

　最後の一歩を踏み込むように、夏なつ美みさんがぐっと拳を握りこまれます。

　この場で今から行われることを……わたくしたちは刮かつ目もくして見なければなりません、ええ。

「……あ、あのさ……」

「……」




「ごめん、一いち条じよう……！　なんていうか、悪かったって思ってる……！」




　そんな夏なつ美みさんの声が、屋上から中庭一帯に響き渡りました。

　辺りを歩いていた生徒たちが何事かと足を止めて、校舎の窓からも何人かが顔を覗のぞかせます。

「ちょ、ちょっと、こんな衆目の中で何を……！」

「せっかくもらった髪留め……外しちゃったこと。あれは着けてるのがイヤだったとかじゃないんだ……！　もらえたのは、着けてるのは、ほんとに嬉うれしくて……！」

「……っ……」

「ただ、その……あたしらしくないって、似合ってないって言われたのが恥ずかしくて、何だか浮かれてる自分が馬鹿みたいに思えて、それであんな風に外しちゃって……」

「そ、それはわかりましたけれど、そ、そんなところから大声で言うようなことではないでしょう……！　ほ、ほら、人が見てますわよ！　恥ずかしいというのならこっちの方がよほどでしょう……！」

「いいんだ！　もともとはあたしが周りの目を気にして思う通りのことができなかったからこんなことになったんだから。だからこそもうそんなのは気にしないで、ちゃんと人前であたしの気持ちを口にしたいんだ……！　あたし、あたしは……」

「……？」




「あたし……決めたんだ。もうこの髪留めは絶対外さない。アガパンサスの髪留めを……何があっても、一生！　一いち条じようにもらった……大切なものだから！」




「ちょ、ちょ……!?」

　夏なつ美みさんの思いも寄らない告白に、冬とう華かさんのお顔が真っ赤になられます。

「だから本当にごめん……！　こんなこと言える立場じゃないかもしれないけど、許してほしい。それでできればこれからもずっと、お前とどうでもいいようなことを言い合ってたいんだ……！」

　学園中に響くような大きな声。

「ず、ずっとって、な、何を言って……ああ、もう！」

　それを聞いてワタワタと混乱されていた冬とう華かさん。
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　だけどやがて観念したように大きく息を吐いて。

「冬とう華か、ですわ」

「え……？」

「一いち条じようなどと名字で呼ぶのは他人行儀でしょう。わ、私のことはそう呼びなさい。その、近しい人たちは、皆そう呼んでいますから」

「あ……」

　その返答に、夏なつ美みさんの表情がぱあっと明るくなる。

「それと……私も悪かったですわ。あんな態度をとってしまって。そのことについては本当に深く反省しております。その、だから……」

「？」

「そ、その……これからも、今まで通りに接してもらえると嬉うれしいですわ。私だって、そうしたかったんですから……」

　その冬とう華かさんの言葉に。

　夏なつ美みさんは大きくうなずかれると。

「うん、わかったよ、冬とう華か……！」

　学園の端にまで届くほどの大きな声で、そうお返事をされたのでした。




　♪




「はぁあああああああああああああああああああああああああああああ……！　おめでとうございます。そして、ありがとうございます。この学園にまた一つ……素敵な百ゆ合りの花が咲きましたわ！」

　隣の琴こと崎ざきさんが、感極まったかのように歓喜の声を上げた。

「単なる友情を超えた、深い、深い、精神的な繫つながり。お二人はこれから、特別な絆きずなを育まれていくことでしょう。可か憐れんな乙女たちが育む特別な絆きずな。それはまさに理想イデアの想起アナムネシス……！　本当に素晴らしいですわ……！」

　うっとりとした表情を浮かべながら俺の手にすりすりと顔をすり寄せてくる。

　というかそれに飽き足らず、ほとんど抱きつくように全身をすりつけてくる。

「ちょ、こ、琴こと崎ざきさん……？」

「はぁああああああああ……」

　これはあれだ、甘えてくる犬がやるのと同じ全身で喜びを表現した仕草。無意識にやっているためまったく躊ちゆう躇ちよがない。

「……」

　うん、そうだった。琴こと崎ざきさんは昔からこうやってよく全身で嬉うれしさや楽しさを表現していた。

　いいことがあった時は飛び跳ねながら喜んで、興奮した時は今のように全身をすりすりしてきて、悲しいことがあった時はがっくりと肩を落としてと、落ち着いた見た目に反してとにかく感情表現が豊かであり、ある意味オーバーアクションなのだ。

　それゆえにその度にドキドキさせられたのを覚えている。

　今だって手の甲に触れる琴こと崎ざきさんの頰の柔らかさが尋常でなく心地よくて、さらに上品な石けんみたいないい匂いがふわりと辺りを漂っていて、それは何だったらこれだけでお金が取れるんじゃないかってくらいに至福の体験で……

「……っ……」

　ダメだダメだ、これには深い意味はない。

　琴こと崎ざきさんはただ全身で喜びを表現をしているだけで、言ってみればこれはスキンシップみたいなものだ。

　だからそれ以上のことを、彼女に対して邪なことを考えてはならない。

　それが彼女の横に並んで百ゆ合りを観察する者としての、当事者でない観察者としての守るべきルールなのだ。

　と、頭ではそうわかってはいるものの……

「……」

　琴こと崎ざきさんがあまりにも無防備なのと、目の前で百ゆ合りのクライマックスとも言えるシーンが繰り広げられていることもあいまって、どうしたって意識してしまう。心臓が口から飛び出してしまいそうなほど激しくドクンドクンドクン！　と脈打っているのが聞こえるというか……

「瑛えい人とさん、本当に百ゆ合りの花っていいものですね……（すりすりすりすり）」

「……」

　結局そのまま五分ほど、その状態（全身すりすり）で過ごしたのだった。
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「ふぅん、そんなことがあったんだ」

　机に座って頰ほお杖づえをついたまま、マナがそう口にした。

「一いち条じようと佐伯さえきがなんか仲直りしたっていうのは聞いてたけど、そういう事情だったとはねー。ていうか屋上から大声で告白って、青春じゃね？」

『結びのプロセニアム・アーチ』での一件から三日後。

　先日の二人のやり取りは、その場に居合わせた多くの生徒たちに聞かれていたということもあり、瞬またたく間まに学園内で話題となった。

　いわくあれは尊さの極みだった、いわくまるでロミオとジュリエットのようだった、いわく昔やっていたテレビ番組を思い出した、などなど。

　そしてめでたく、二人は仲直りをしたわけなのだけれど……

「だからさっきの創作ダンス、あたしの方が上う手まかったって言ってるだろ！」

「はあ？　何を言っているのですか。あんなチンパンジーの雨乞いのような珍妙な動きは見るに堪えませんでしたわ。私の方が優れていたに決まっています」

「チ、チンパンジーの雨乞い……？　お前のダンスの方が発情したお座ざ敷しき犬けんみたいだったろ！」

「は、発情……！　い、言いましたわね、夏美……！」

「ああ、言ったさ。冬華のダンスよりもあたしのダンスの方がぜんぜんよかったってな！」

「いいでしょう。ならばどちらが上か証明してさしあげましょう。今ここで勝負ですわ」

「いいよ、やってやろうじゃん！」

　目の前に広がっていたのは、いつもの光景だった。

　体育の授業から戻ってくるなり教室の入り口で、どっちの創作ダンスが上だったかとハデに角を突き合わせている。

「まーたケンカしてるし。前までとあんま変わんなくない？」

　マナが呆あきれたようにそう言う。

　確かに傍はたから見た様子は以前までと変わらないかもしれない。

　だけど確実に変化している点もあって──

「心と心のつながり……理想イデアの想起アナムネシスですわ」

「琴こと崎ざきさん」

　と、またいつの間にやって来ていたのか、隣に姿勢よく立つ琴こと崎ざきさんがそう口にした。

「イデアの……なに？」

「要するに、お二人の関係が次のステージへと進んだということなのです。開いた二つのつぼみは出会い、重なり合い、深い心の契ちぎり交わして、そして絆きずなという名の花を新たな咲かせます。ああ、それこそまさに光り輝くムーンストーンのように尊き結晶……」

「そういうもんなんだ？　へー、あたしにはぜんぜんわかんないかも」

　マナが興味のなさそうな表情をする。

「ふふ、いずれわかる時がやってきますわ。それはだれしもが心の内に持っている至高の宝石なのですから。──あら、もうこんな時間ですわ。それではそろそろ次の授業が始まりますのでわたくしはおいとまいたしますね。またお昼休みに」

　そう言って、琴こと崎ざきさんは自分の教室へと戻っていった。

　その背中に視線を追わせながら、マナが小さく息を吐く。

「はー、あいかわらず妖精さんは妖精さんだよね。ふわふわしてるっていうか何ていうか……」

「……」

「ところでさ、関係といえばやっぱ気になるんだけど……」

「？」

「エイトと妖精さんって、結局どういう関係なわけ？　なんか昔からの知り合いみたいだけど、ヤッてはないんだよね？」

「や、やっ……!?」

「セックスしてないんだよね？」

「い、言い直さなくていい！」

「あはは、エイト、童貞だからストレートに言わないとわかんないかと思って」

「……っ、ったく……」

　ホントにこのギャルは……

「で、どうなん？　ま、そういう関係じゃないってのは見ればだいたいわかるけど」

「それは……」

　少し考えて、俺は顔を上げる。

「やっぱり、よくわからないかも」

「え、何それ？」

　マナが首をかしげる。

　その反応は当然かもしれない。

　だけど俺自身うまく説明することができないのだから仕方がない。

　マナが言うような、そんなある意味でわかりやすい関係で定義することができればむしろ簡単だったんだけどな。

　とはいえハッキリしていることはある。

　俺は琴こと崎ざきさんのことを好ましく思っているし、百ゆ合りを観察するのも好きだ。

　俺は琴こと崎ざきさんとの今の関係を何よりも大事に思っているし、二人で過ごす時間は、百ゆ合り観察もそうでないものも含めて、かけがえのないものだと思っている。

　だから。

「同志、かな」

「え？」

「琴こと崎ざきさんとの関係。今はそれが一番しっくりくる気がする」

　ただの友だちでも、幼なじみでもない、同志。

　その言葉が今の俺たちの関係を何よりも言い表しているような気がした。

「同志……？　えー、なんか謎なんだけど……」

　マナは何だか釈然としない顔をしていたけれど。

「ま、よくわかんないけど、まだヤッてないならぜんぜんワンチャンあるってことか。ふふ、燃えてきたし」

　ペロリと舌を出しながら、そんなことを言ったのだった。
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　夢を見た。

　それは俺が初めて琴こと崎ざきさんと出会った時の夢。

　ちょっとした教室のような広さの応接間で、父親の陰に隠れるようにフランス人形のような女の子がじっとこっちを見ていた。

　やがてその子はちょこんと前に出てくると、よく通る声でこう口にした。

「わたくしの名前は琴こと崎ざきいりあですわ。六歳で、趣味は百ゆ合りの花々をじっくりと観察して愛めでることです。よろしくおねがいいたしますね」

　その時は彼女が何を言っているのかよくわからなかった。

　ただ漠然と、花を見たり世話をしたりするのが好きなのかなと思ったことは記憶に残っている。

「新しん堂どう瑛えい人と……です。今日からこの家に母といっしょに住み込みで働くことになりました。よろしくお願いします」

「瑛えい人とさんですわね。ふふ、いいお名前ですわ。わたくしのことは親しみをこめて気軽にイリアとお呼びください」

「え、でも、僕はそういう立場じゃないから……」

　そう言いかけた俺に。

「そんな気遣いは無用です。同じ屋根の下に暮らすということは家族と同じようなものなのですから、そこに立場の上下などありませんわ。そうですわよね、おとうさま？」

　彼女の父親も笑顔でうなずく。

　少し迷ったけれど、俺はこう口にした。

「イ、イリア、さん……？」

「うーん、まだ少しかたいですわ。ええ、そうですわね、イリアちゃん、でけっこうです」

「え、さ、さすがにそれは……」

「お願いいたしますわ」

「……」

　かなり迷った挙げ句に……俺は意を決して、こう口にした。




「イリア……ちゃん……？」




「そうですわ。ふふ、よくできました」

　満足そうに大きくうなずいて百ゆ合りの花のように微ほほ笑えむ。

　それが──今からちょうど十年前の春の出来事だった。
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　四月下旬。

　早いもので俺がこの猫ねこ丘おか学園に入学してから、琴こと崎ざきさんと再会を果たしてから、もうまもなく一ヶ月が経たとうとしていた。

　期待と不安に満ちあふれていた新生活。最初のうちはクラスに男子が自分一人しかいないというこれまでに経験したことのなかった環境に戸惑いはしたものの、ようやく少しずつではあるがそんな新しいシチュエーションにも慣れ始めてきていた。

　周りが全て洗練された上品な花々に埋め尽くされた至上の花園。

　目を閉じれば琴こと崎ざきさんの言うところの百ゆ合り色いろの波動が少なからず肌に伝わってくる。

「落ち着く……」

　もちろん観察をするのは琴こと崎ざきさんといっしょにいる時だけと決めているし、周りに女子しかいないというのは日常生活において多少の不便はあるものの、百ゆ合りをたしなむ身としてはおおむね幸せなことこの上ない状況だと言えた。

　ただ全てが順風満帆というわけではなかった。

　そこはかとなく対処に困るというか、悩みのタネとなっていることもあって……

「おっはよ、エイト。ねえねえ、どう？　そろそろあたしと付き合う気になった？　てかホテル行く気になった？」

「……」

「あたしはいつだってオッケーだし、何なら今からでもぜんぜんありっていうか。あ、なんか言ってたらほんとにそんな気分になってきた。授業なんかさぼってエロいことしにいかない？」

「……」

　……これだった。

　毎日のように降りかかってくる、隣の席からのあまりにもストレートすぎる誘惑。

　ため息を吐つきながら答える。

「行くわけないだろ……」

「えー、なんで？　よくない？　エイト、今そういう相手がいないっていうんだから別にいいじゃん。あ、じゃあとりあえずセフレから始めるってのどう？　やっぱこういうのはお友だちからだよね。あはは、我ながらいいアイデアじゃん」

「……」

　マナはあいかわらず毎日の天気を訊きくように、付き合わないかと誘ってくる。

　というか……その、エロいことをしようだとか、ホテル（それも絶対にネオンがどぎつく光るお城みたいなやつ）に行かないかだとか何食わぬ顔で誘ってくる。

　さらに授業中にこっちを見て笑いながらチラチラと胸元を見せてきたり、スカートの裾をヒラヒラさせて足を組み貸せる様を見せつけてくるなんていうのもしょっちゅうだ。

　そこにあるのは俺が思い描く心が結びついたキラキラとした〝お付き合い〟という概念とは完全に真逆の、肉欲にまみれたギラギラとした〝カラダだけの関係〟であって……

「……」

　とりあえずこの一ヶ月の間にわかったことがあった。

　この隣の席のゴリゴリのギャルは……マナは、ビッチだ。

　ああ、もうあえてそう言わせてもらおう。

　口を開けばヤるだとかカラダの相性がどうだとかそんなことばかり言ってくるし、何かあればことあるごとに身体からだを触らせようとしてくるし、そのハデな外見に違わず遊びまくっているらしい。聞いた話によると──というか本人が訊きいてもいないのに言っていたことによると、これまで生きてきて彼氏が途切れたことは一瞬たりともないのだとか。何もかもが非の打ち所のないビッチムーブだ。

　この学校に来たのも、あまりに男遊びが激しいのを心配した両親が半ば強引に入学させたからなのだとか。

　それはまあ、控えめに言ってもマナは顔がかなりいいので（実際読者モデルとかをやっているらしい）、寄ってくる男が絶えないだろうことはうなずけるのだけれど……

「にしてもエイト、マジで草食っていうか草そのものだよね。そんな枯れ木みたいな生活じゃすっごいたまってるんじゃね？」

「……」

「ほら、そういう時は一発抜いてスッキリすればいいって言うじゃん。エイトもストレス発散できてあたしもがっつり満足なんだから、いいことしかないよね。なんだっけ、酒池肉林？」

「…………」

　ただ……価値観がまったくもって俺とは合わない。

　一から十まで全てが逆で、絶望的に理解できない。

　ほとんど未知のエイリアンみたいなものだ。

　こんな風に積極的に絡からんで（物理）くるのも、たまたま俺がクラスで唯一の男子だったから狙っているだけなんだろうし……

　俺が黙っていると飽きたのか、マナは短いスカートを揺らして立ち上がった。

「ま、とりあえずいいや。肉食動物は獲物が弱って死にかけるまでじっくり待ってから狩りをするのが常じよう套とう手段だっていうし。今は待ちの時間ってやつだよね。じゃ、あたし一限はブッチするから。じゃねー」

「……」

　そう言ってマナは教室から出て行ってしまった。

　……何だかドッと疲れた気がする。

　そのまったく隠す気のない欲望を周りにたくさんいる女子たちに向けてくれればマナも俺も琴こと崎ざきさんも幸せになってウィンウィンウィンの全員優勝なのに……などとそこはかとなく考えてしまう。

　……まあいい。とりあえず今はマナのことは忘れよう。

　あんまり考えすぎると心が肉欲にまみれてドドメ色に汚れてきてしまうような気がする。

　そんなことよりも、朝のこの時間には俺が心待ちにしていることがあって……




「──おはようございます、瑛えい人とさん♪」




　ふいにかけられた耳心地のよい声。

　聞いているだけで心が洗われるというか、マナによって汚けがされた百ゆ合りゲージがみるみる内に浄化されていくような心地がしてくる。

「おはよう、琴こと崎ざきさん」

「うふふ、今日もいい百ゆ合り日び和よりですね」

　そう、心待ちにしているのはこれだった。

　再会して以来、琴こと崎ざきさんはこんな風にだいたい朝、昼、放課後の三回、一年一組にやって来るようになった。

　穏やかな日だまりみたいな微ほほ笑えみを浮かべながら、特に何をするでもなく他愛たわいのない百ゆ合りの話題を交えた世間話をしたり、いっしょに百ゆ合りしりとりをしながらお弁当を食べたり、時には他の生徒たちとお喋しやべりをしたりもする。

　それは俺にとって最上の癒いやしの時間と言ってもいい。

　クラスメイトたちも初めの頃は休み時間毎ごとにやって来る二年生の先輩（しかも有名人）のことを遠巻きに眺めるだけだったけれど、今ではもう琴こと崎ざきさんの存在を完全に認知していて、彼女が一年一組にいるのはすっかり当たり前の風景となってしまっていた。

　そして琴こと崎ざきさんがやってくる最大の目的。

　それはもちろん……

「──ところで瑛えい人とさん、今日の放課後はお暇ひまですか？」

「今日？　うん、たぶん大丈夫だと思う」

「それはよかったですわ！　実は、いっしょに行っていただきたいところがありまして……」

「あ、それって……」

「ええ──ぜひ瑛えい人とさんと二人で、新たにその密ひそやかな花か弁べんを開かせつつある百ゆ合りの花々の様子を、じっくりたっぷりごっそりと観察したいと考えているのですわ！」

　そう──観察だった。

　琴こと崎ざきさんと二人でいっしょに行う、めくるめく癒いやしの時間の極みたる百ゆ合り観察は、この一ヶ月の間も安定して継続されていた。

　つい先日一いち条じようさんと佐伯さえきさんの観察が一段落したことから、今日から新しい観察対象に移行するのだという。

　もちろん俺としては大歓迎だ。

　琴こと崎ざきさんといっしょに過ごすことができて、さらに心ゆくまで百ゆ合りを観察することができるなんて、盆と正月が一緒に来るに等しい。

　期待を込めてうなずき返す俺の顔を見ながら、ぎゅっと手を握り締めて琴こと崎ざきさんは言った。

「──さすが瑛えい人とさんですわ、そうこなくては。うふふ、さあ、それでは今日も観察を……わたくしたちの時間を始めましょう。至高の花々たちが織り成す綾あやのように美しい輝き……しかとこの目に焼きつけてみせますから！」







[image: イリアの時間２－１]

　わたくしたちが生きるこの社会では、非常に多種多様な個性を持つ方たちが生活をしていらっしゃいます。

　活動的な方、少し引っ込み思案な方、大らかな方、繊細な方、そのどれにも該当されない方。

　数え上げればキリがありません。

　世の中には、かくも多くのパーソナリティが存在しているのです。

　それはこの学校という閉じられた空間の中でも例外ではありません。

　今回ご紹介するお二人はそんな中でも両極端に位置する方々……本来だったらきっと交わることのなかったであろう、ある意味で真逆の性質をお持ちになった二人のお話なのです。

　舞台となるのは運動部棟のすぐ近くにあるテニスコート。

　中等部と高等部のテニス部員の方々が練習を終えて、帰宅されるところから始まります。

「ん、あれって……確か、大おお路じアキラさん？」

　瑛えい人とさんがテニスコートに視線を送りながらそう口にされます。

「ええ、その通りですわ」

　たくさんのテニス部員たちに囲まれてさわやかな笑みを浮かべているのは大おお路じアキラさん……テニス部の二年生にして、全国大会常連のエース。その端正で凜りんとした容姿から『王子様』と呼ばれて、学園内のみならず他校の間でも慕われているお方です。

「今回の観察対象は、あの大おお路じさんってこと？　あ、確かに何となく百ゆ合り色いろの波動が出てそう」

　さすがは瑛えい人とさん、いいアンテナを持っていらっしゃいます。

　そう、今回の一人目は大おお路じアキラさん。

　我らが猫ねこ丘おか学園の誇る有名人の一人が、観察対象なのです。

　そしてそのお相手。

　それは同じテニス部員の一人……というわけではありません。

　視点を『王子様』たちから少し横にスライドしてみましょう。

　アキラさんたちから少し離れた場所にある、大きな木の陰。

　そこで一人の女子生徒が、半分だけ顔を出しながらアキラさんたちへと視線を送っています。

　伏し目がちな表情、背中まで伸びた少し重めの黒髪、どこか落ち着かない挙動。

　女子生徒は少しの間もじもじと様子をうかがうようにしていましたが、やがて何かを諦めたかのようにその場を立ち去ろうとします。

　その時でした。

「やっ、シズカちゃん」

「!?」

「そんなところで何やってるの？　いたなら声かけてくれればいいのに」

「あ──う、うん……」

　アキラさんに声をかけられて、女子生徒がおずおずと木の陰から出てこられます。

　そうです、このお方が今回の二人目。

　彼女の名前は小こ室むろシズカさん。

　アキラさんと同じ二年生で、部活は帰宅部、趣味はマンガを描くことで、その時にお使いになられているペンネームは『闇の女』でいらっしゃいます。

「今日はいっしょに帰る約束をしてたよね？　あのままじゃもう少しですれ違うところだったよ」

　アキラさんが明るく笑いかけます。

「で、でも……『王子様』、引くほどたくさんの人に囲まれてたから……」

「？」

「あ、あんなのに声かけるの、無理というか……図ずう々ずうしいというか、違う世界線の出来事というか……」

　シズカさんのその言葉に。

「え？　ぜんぜんそんなことないって。あたしがシズカちゃんといっしょに帰りたいんだから」

「……っ……!?」

「だからそういう時は遠慮せずに声をかけてよ。ほら、あたしたちは『友だちじゃないけど特別な関係』でしょ？」

「そ、それは、そうだけど……」

　今アキラさんが口にされたように、このお二人の間柄は『友だちじゃないけど特別な関係』。

　ただの同級生でもなく、友だちでもなく、その言葉がぴったりと当てはまる不思議な関係なのです。

　そうなった由来は半年ほど前のとある出来事が起因しているのですが……

「だ、だけど、私、陰キャだし、『闇の女』だし、そんなのが『王子様』を独占したら、世間様に悪いっていうか、分不相応かと……」

　シズカさんがそう言いかけたその時でした。

「『王子様』、そんなところでなにやってるんですかー？」

「ん？」

　アキラさんを見つけたテニス部の生徒たちが一斉に集まってきます。

「いっしょに帰りましょうよー」

「モールにおいしいレモネードのお店ができたみたいですよ」

「寮に戻る前に行ってみません？」

　文字通り引っ張りだこの勢いで誘われるものの。

「ごめんね、魅力的な誘いだけど、今日はシズカちゃんといっしょに帰ることに決めてるんだ。だからまた今度」

「えー、昨日もそう言ってたじゃないですかー」

「わたしたちの番はいつくるんですかぁ？」

「レモネードのお店、楽しみにしてたのにー」

　そんな声を上げながら、テニス部の生徒たちは解散していきます。

「ふぅ、誘ってくれるのは嬉うれしいけど、ちょっとタイミングが悪かったかな。さ、帰ろっか、シズカちゃん」

「……」

「シズカちゃん？」

「……う、うん……」

　並んで歩き始めるお二人。

　だけどシズカさんのお顔は、どこか曇っていらっしゃって……




　♪




「──他にはない『友だちじゃないけど特別な関係』を育んでいたはずのアキラさんとシズカさん。だけどお二人の間には、どこかまだ煮え切らない何かがあるようなのです。もちろんお互いが信頼し合っていることには間違いはありません。ですがそこには微妙な温度差が存在すると言いましょうか。それが何に起因しているのかは……きっとこれから先の観察で明らかになってくるのではないでしょうか」

　胸の前で両手をグッと握り締めながら、琴こと崎ざきさんがそう締めくくって。

「ふぅ、お疲れさまでした、瑛えい人とさん。今日の観察はこれでおしまいです」

　にっこりと微ほほ笑えみながらそう言った。

「いい解説だったよ。琴こと崎ざきさんこそ、お疲れさま」

「ありがとうございます。ですがわたくしはぜんぜん疲れていませんわ。むしろお二人の百ゆ合り色いろの波動にエネルギーをいただいて元気もりもりです。森の熊さんです」

「……（森の熊さん……？）あの二人が今回の観察対象なんだよね？」

「ええ、そうですわ。大おお路じアキラさんと小こ室むろシズカさん。お二人とも高等部の二年三組で、半年ほど前から『友だちじゃないけど特別な関係』として交流を持つようになっていらっしゃいます」

　テニス部のエースで明らかに陽キャの空気をまとっていた大おお路じさんと、どちらかといえば地味でおとなしそうな雰囲気だった小こ室むろさん。

　そんな二人がどういう経緯で『友だちじゃないけど特別な関係』になったのか、大いに興味を引かれる。

　きっとそこには一言では語り尽くせないほどのドラマティックな百ゆ合り色いろのエピソードがあったはずだ。

　それにもう一つ、気になることがあった。

　それは……

「何だか小こ室むろさんの表情が少し暗いように見えたんだけど……」

「そこですわ……！」

　琴こと崎ざきさんがぴしりと人差し指を突きつけた。

「わたくしもそれが気にかかっていたんです……！　もともとあのお二人はアキラさんの方が率先してグイグイときてシズカさんが押され気味だったのですが、ここ最近ではシズカさんは押されているだけではなく、何か胸に秘めているものがあるようなのです。だからこそ観察をできればと思ったのですが。順調に関係を育んでいるはずのお二人の間にある違和感……それがいったい何であるのか……」

「やっぱり気になるよね？」

「ええ、幾重にも折りたたまれた花か弁べんの奥に隠された秘密の色……それはきっと、新しい気付きと感激にあふれた前人未踏の百ゆ合り色いろの景色をわたくしたちに見せてくれるでしょうから」

　琴こと崎ざきさんが興奮気味に言う。

「とはいえ今のところシズカさんの秘め事の詳細についてはわかっておりません。ですがそれはきっとこれから先の観察で解明されていくに違いありませんわ。乞うご期待、です！」

　とりあえず、二人の観察はこれからも続けていくということで合意はされた。

　その日はもう時間も遅いということで、琴こと崎ざきさんとは校門のところで別れた。







　翌日から、大おお路じアキラと小こ室むろシズカの本格的な観察が始まった。

　とはいえ二人とも教室にいる時はほとんど絡からみがないうえに、部活もテニス部と帰宅部ということで生活サイクルも大きく異なる。主な接点は昼休みと放課後の僅かな時間に絞られるみたいだった。

「あ、見つけた。シズカちゃん、またこんなところで一人で食べてる」

「お、『王子様』……」

「校舎裏、ちょっと寒くない？　シズカちゃんは静かに食べるのが好きかもしれないけど、ご飯はやっぱりだれかと食べた方がおいしいよ？」

　そう言ってナチュラルに小こ室むろさんの隣に座る大おお路じさん。

　大おお路じさんはパーソナルスペースがほぼゼロに等しく、その距離感の近さはマナとも似たものがある。やはりリア充陽キャの空気を感じさせた。

「？　何見てるの、シズカちゃん」

「え？　あ、うん、今日pixivのページを更新したから、その反応を……」

「へー、どれどれ？　あたしにも見せてよ」

「!!　ち、ちかっ……ちょ、ちょっと、『王子様』、顔が近い……！」

「？　そうかな。あたしはシズカちゃんを近くに感じられて嬉うれしいよ？」

「……っ……!?　ま、またそういう、『王子様』くらい顔がよすぎないとセクハラになるようなことを……。そ、それはいいですよね。『王子様』はイケメンだし人望もあるし性格もいいし、何をしたってだいたい世間的に許容されるというか……。!!　だ、だから、そんなに近づかれると心臓に悪い……！」

　一方の小こ室むろさんは、見た目通りの、どちらかと言えば俺寄りの……地味めの陰キャのようだった。

　話している時にもあまり目を合わせないし、受け答えも嚙かみ嚙かみで早口で声も小さい。根本的に対人関係が苦手なタイプだ。琴こと崎ざきさんいわく友だちはいらないと公言しているらしく、それをこじらせて「クラス全員が参加しているグループチャットを一人だけ参加拒否している」らしい。気持ちがわかりすぎて痛い……

「身をよじらせるシズカさんにアキラさんはさらにそのお顔を近づけていきます。それはさながら夏の夜空で邂かい逅こうされるホタルの光のよう……ああっ、お二人の距離はいまやほとんど頰が触れあうに等しいところまで接近しています。まさに百ゆ合り色いろの第三種接近遭遇でありまして……！」

「……」

　ちなみに熱い口調でそう語る琴こと崎ざきさんの顔も、激近だった。

　いや観察の都合上二人で近くにある茂みに隠れて観察をしているのだから仕方がないのだけれど、それでも琴こと崎ざきさんの整った顔が間近にあると緊張してしまう。うん、まつ毛長いな。俺の三倍くらいある気がするし、綿毛みたいにふわふわしてる……

「……」

　と……ゴホン、それはともかくとして。

　話を大おお路じさんと小こ室むろさんに戻すと、この二人は性格はどう見ても正反対だけど、不思議とうまくバランスが取れているように見えた。

　お互いの足りない部分をいい感じに補い合っているというか、基本的にグイグイきすぎるきらいのある大おお路じさんに対して、人に対しての壁を作りすぎる傾向のある小こ室むろさんは、プラスマイナスでちょうどいい関係性になっているような気がする。

　琴こと崎ざきさんも。

「お二人のこの絶妙な距離感……アキラさんが押した分だけシズカさんは引くのですが、それがどちらも過剰になっていないのです。ええ、これこそが百ゆ合りの天てん秤びん的に均衡が保たれた状態ですわ。百ゆ合りの女神様は右手に乙女が二人乗った天てん秤びんを、左手に鮮やかな百ゆ合りの花束を持っていらっしゃるのです」

　そう力説しながら俺の手をすりすりしていたから間違いない。

　その後も何日か観察してみたが、だいたいはそんな感じだった。

　少し気になっていた小こ室むろさんの暗い表情もこの数日ではそこまで表に出てくるわけではなくて、何だかかんだで安定して続いていきそうなカップルという印象を受ける。

　なので一いち条じようさん佐伯さえきさんたちの時のような、大きなトラブルというか波乱はなく観察は遂行されるんじゃないかと、その時は思った。……まあ、思っただけだったんだけど。







　その夜、自室に戻ってスマホを見ると琴こと崎ざきさんからＲＩＮＥが届いていた。

　何だろう……と思いながら見てみると、そこに書かれていたのは短いメッセージだった。

『次の日曜日は……デートですわ！』







　２




　日曜日のモールは控えめに言って混雑していた。

　老ろう若にやく男なん女によたくさんの人たちで通路は埋め尽くされていて、喧けん噪そうが耳に痛い。

　猫ねこ丘おか学園のあるこの街は学園都市に近い形で栄えていて、この大型ショッピングモールを中心に賑にぎわいをみせている。さらには複数路線が乗り入れる大型駅でもあることから、休日になると人で混み合うのは必然だと言えた。

「人、たくさんいるな……」

　百ゆ合りの花をモチーフとしたモニュメントがあるこの場所は、どうやら待ち合わせスポットとしてよく使われているようで、周りには同じようにだれかを待っているだろうたくさんの人たちの姿が見て取れた。

　場所柄、やはりというかカップルが多いようだ。

　とはいえそんな中でやはり目がいってしまうのは百ゆ合りカップルであって……

「ごめーん、待った？」

「ううん、今来たところ。ていうか貴女あなたを待つのはぜんぜん苦にならないから。待ってる時間もデートの一環だよ」

「やーん、嬉うれしい♪　大好き♪」

「私も大好きだよ」

「……」

　隣で繰り広げられるそんな甘いやり取り（百ゆ合り）。

　完全に自分たちの世界に入ってしまっている幸せそうな百ゆ合りカップルたちの姿に満足した心地になっていると。

「すみません、お待たせしてしまいましたでしょうか……！」

　待ち合わせ時間の十分前に、琴こと崎ざきさんがやって来た。

　俺の姿を目に留めると、驚いたような顔をしてぱたぱたと走って近づいてくる。

「大丈夫。俺も今さっき来たところだから」

「え、でもまだ待ち合わせ時間までありますのに……」

「実は十五分前に来てたんだ。何だか早く目が覚めて……」

「そうなんですか？　ふふ、実はわたくしもなんです。今日という日が楽しみで待ちきれなくて……」

　そう言って少しだけ照れくさそうに微ほほ笑えむ。

　これだけを見れば俺たちも例に漏れずデートを楽しみにしていたカップル二人なのだけれど……あいにくそういうわけではなくて。

　このカップル御ご用よう達たしのスイートスポットで俺たちが今日これから何をするのかというと。

「それにしても今日はいい天気ですわ。アキラさんとシズカさんはまだ来ていないみたいですが、絶好の観察日和と言えるのではないでしょうか。うふふ」

　そう、当然のごとく──観察だった。

　先日届いた琴こと崎ざきさんからのＲＩＮＥ。




『次の日曜日は……デートですわ！』

『え、ど、どういうこと？』

『実は今度の日曜日、アキラさんとシズカさんがショッピングモールでデートをされるようなのです！　二人だけのだれにも邪魔をされない休日の逢おう瀬せ……これを観察することなくしてはたしてわたくしたちは花々を愛めでる者を名乗ることができましょうか？　いいえ、できませんわ』

『ああ、そういう……』

『ということで瑛えい人とさん、日曜日は決戦ですわ……！』

『……了解。日曜日はモールで待ち合わせってことでいいんだよね？』




　ということがあって、本日のデート（を二人で観察）に至ったのだった。

　ＲＩＮＥをもらった時には、その、琴こと崎ざきさんからのリアルなデートの誘いじゃないかって少しだけ期待したのは秘密だ。

「情報によればもう間もなくお二人はやって来るようです。わたくしたちの顔は知られてはいないとは思うのですが、念のため隠れて待つことにいたしましょう」

　琴こと崎ざきさんに手を引かれて、デジタルサイネージがある柱の陰へと移動する。

　ちなみに今日の琴こと崎ざきさんは、当然のごとく私服姿だった。

　春を思わせる淡い色合いのワンピース、上品なベージュのカーディガン、いつもと少し違う髪型に、ちょこんと乗せられたベレー帽。

　当然その装よそおいも、四年前とは異なっている。

　だけど淡めの色合いを好む傾向というか、根本的な雰囲気は変わっていなくて、それが少しだけ昔を思い出させてホッとしたような心地にさせてくれた。

「あの……わたくし、どこかおかしいですか？」

　と、琴こと崎ざきさんが少し戸惑ったような声こわ音ねでそう言った。

「え？」
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「その、気のせいかもしれませんけれど、瑛えい人とさんがさっきからこちらをちらちらと見ていたように思えて……」

「あ、や、違う！」

　単純に見とれていただけだ。

　私服姿の琴こと崎ざきさんも、制服姿の彼女に負けず劣らず可か憐れんで、有あり体ていに言えばかわいい。あっちが妖精ならこっちは女神と言っていいかもしれない。というかまぶしすぎて正視するのに少しばかり躊ちゆう躇ちよする。強すぎる光は時に陰キャを焼き尽くす凶器となるのだ。

「……？」

　きょとんとした表情でこっちを見上げてくる琴こと崎ざきさん。

　そんな琴こと崎ざきさんに、意を決して俺は言った。

「その──に、似合ってる」

「え？」

「えっと、今日の服装。琴こと崎ざきさんの私服姿を見るのはだいぶ久しぶりだったけど、すごくいいというか、かわいい……と思って」

　最後の方の声が小鳥ちゃんのように裏返っていたのはもうどうしようもない。

「まあ……本当ですか！」

「う、うん」

「まあまあ……嬉うれしいですわ。今回は場所がこのモールということで、それにふさわしいナウでヤングな装よそおいをしてこなければと気を入れて選んだのですけれど……ふふ、他ならぬ瑛えい人とさんにそう言っていただけるとまるで胸の奥に幸せの花が咲いたような心地がいたします。しぇあはぴ、ですわ♪」

　両手を胸の前で合わせて琴こと崎ざきさんが本当に嬉うれしそうに声を上げる。

　その笑顔はまさに花が咲いたというのにふさわしいキラキラと輝くようなもので。見ているこっちが幸せになってくるようなもので……うん、恥ずかしかったけど伝えてよかったと心から思った。

　と、その時だった。

「──あ、来ましたわ！」

　琴こと崎ざきさんが声を上げた。

　見るとその視線の先には、並んで歩いてくる私服姿の大おお路じさんと小こ室むろさんの姿があった。

「定刻通りですわね。ええ、お二人ともこのままモールへ向かわれるみたいですわ。わたくしたちも追いかけましょう」

「あ、う、うん」

　早足で歩き出した琴こと崎ざきさんに手を引かれて、俺たちもモールへと向かったのだった。
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　猫ねこ丘おか市の中心に位置するショッピングモールは、文字通り生活の基盤とも言える場所です。

　近隣でも最大と言われるその規模に見合うだけの店舗ラインナップの充実っぷりで、数え切れないほどのたくさんのお店が入っておられます。

　セレクトショップ、大型書店、アミューズメント施設、有名スイーツ店。

　シネマコンプレックス、ペットショップ、雑貨店、などなど。

　ここに来ればほぼ全ての物がそろうことから、猫ねこ丘おか学園では宝物殿などと呼ばれてもいます。

　またここは多くの恋人たちが訪れることから、デートの定番スポットとも言われている場所でもあります。

　そのような華やかな場での観察ということで、実はどのような服装が似つかわしいのか少しばかり悩んだりもしたのですが……ふふ、瑛えい人とさんが似合っていると仰おつしやってくださいました。

　どうしてでしょう。それだけで胸の奥がほんのりと温かくなってくるといいますか、自然と口角が上がってきてしまうようなそんな不思議な心地になってしまうのです。今までこのような気持ちになったことはなかったですのに……

「ふふ……♪」

　おっと、失礼いたしました。少しばかりお話が横道に逸それてしまったようです。

　お話をアキラさんとシズカさんのお二人に戻しましょう。

　さて、お二人が訪れているのはそんな魅惑のデートスポット。

　はたしてこの場所でアキラさんとシズカさんは何をされるのでしょうか？

　デートといえばショッピングや美お味いしいスイーツの食べ歩き、二人仲良く暗闇の中で手を繫つないでの映画鑑賞なども定じよう石せきです。うふふ、想像するだけでわたくしの中のセントヘレナが大噴火してしまいそうですわ。

「それじゃあシズカちゃん、どこに行こうか？」

「えっ、と……」

「ん？」

「だ、だったらカラーペンがなくなってたから、画材屋に行きたい、かも……」

「うん、いいね」

　アキラさんが明るくうなずかれて、歩き出されます。

　マンガを描かれるのが趣味のシズカさん。まずはその道具を見て回られるようですわね。

　さて……今さらなのですがお二人は、というかアキラさんは、とても目立ちます。

　すらりとした長身、整ったお顔、凜りんとした雰囲気。

　まさに『王子様』と呼ばれるに相応ふさわしいたたずまいを全身で体現しておられると言ってもいいでしょう。

　その自然と人を惹ひきつける素養も手伝って、ただ歩いているだけでも、すれ違う人たちの二人に一人は確実に振り返って二度見をしていかれます。

「……」

「ん、どうしたの、シズカちゃん？」

「……何でも、ない」

「？」

　一瞬ですがシズカさんが見せられた表情。

　それは先日から垣かい間ま見みられる曇りのある面持ちと同じものでした。

　ですがすぐに小さく首を振って、元の表情に戻られます。

　シズカさん、今のは……

　それから間もなく、お二人は画材屋に到着いたしました。

「へー、画材屋ってこんな感じなんだ。こういうところ、初めて来た」

「『王子様』、無縁そうだものね」

「そうだね。モールに来る時はだいたいスポーツショップかフードコートしか行かないから。でもこの雰囲気、けっこう好きかも。シズカちゃんはよく来るの？」

「あ、うん。アナログの画材はだいたいここで買ってるから……」

「そっか、Twitterとかpixivとかに素敵なマンガをたくさん上げてるもんね。いつかあたしのことも描いてほしいな」

「……っ……！」

　アキラさんの何気ないその言葉に、シズカさんがびくん！　と反応されます。

「ダメ？」

「え？　あ、う、ダ、ダメ、ではない……というか……」

　そのまま下を向くと、絞り出すようにこう一言。

「……もう……てる……」

「ん？」

「……そ、そんなこと言われなくても、も、もう描いてる……っていうか描きまくってる……。何なら知り合う前から描いてたというか……。……っ……って、わ、私、何を言って……！　な、何でもない……っ……！」

「？」

　ぷるぷると身体からだを震わせながら顔をうつむかせてしまわれるシズカさん。

　ふふふ、シズカさんのパソコンの中の何重にも隠蔽された隠しフォルダの奥に、『王子様×闇』と呼ばれるファイルがあることは……わたくしの胸の奥に仕舞っておくことにいたしますわね。

　続いてお二人が向かったのは、カフェのようです。

　カラフルな色使いが印象的な店舗で、現在シズカさんの視聴しているアニメとのコラボレーションが行われているようです。

「『王子様』、た、退屈だよね、こんなところ……」

　注文されたキャラのイラストが描かれたパンケーキを召し上がりながら、シズカさんがおずおずとそう口にされます。

「ん？　そんなことないよ。あたしはシズカちゃんとこうして向かい合ってお茶してるだけで十分楽しい」

「そ、そう、なの……？」

「うん、シズカちゃんはいつもあたしの知らない世界を見せてくれるから。──あ、ちょっと動かないで」

「……？」

　身を乗り出したアキラさん。そのしなやかな右手を伸ばすと、シズカさんの左頰についていた生クリームをそっと指で拭って差し上げました。

「ふふ、こういうところも、退屈しない一因かもね」

　そのまま指についたクリームをペロリと舐なめられます。

「……っ……!?」

　ああ、もう、シズカさんったら、お顔を茹ゆであげられたオマール海え老びのように真っ赤にされて……！

　ですがお気持ちはわかります。アキラさんの紳士的でありながらさりげない振る舞い……ええ、まるでかぐわしく漂う薔ば薇らの香りのように胸の奥にじんわりと染しみこんできます。それはまさに甘美な毒。ええ、シズカさんにとっては、今のアキラさんの気遣いが何よりも甘い甘い極上のスイーツなのかもしれませんね……！　はぁあああああああ……尊いですわ……！

「こ、琴こと崎ざきさん、そんなに強く握り締めたらクレープの中身が飛び出るから……」

「え？」

「というかもうハデに飛び出て頰についてる……」

　……はっ。

　わたくしとしたことが、ついつい興奮してしまったようです。

　いけません、せっかくの初恋ストロベリー味のクレープが……

「ほら、落ち着いて。飛び出たクリームは拭いておくから……」

「うう、すみません……」

　図らずもシズカさんと同じようにクリームを優しく拭き取られているうちに、アキラさんたちはお茶を飲み終えて、カフェを出ようとしておられました。

「パンケーキ、おいしかったね。さ、次はどこ行きたい？」

「……」

「シズカちゃん？」

「あ、あの、そう言ってくれるのは嬉うれしいんだけど、でもさっきから私の行きたいところばっかり行ってるっていうか……。『王子様』は行きたいところとかないの？」

「今日はシズカちゃんの行きたいところに行くって決めてたんだ。だから遠慮しないで好きなところを言って。ね？」

「……」

　しばらくの間、シズカさんは迷われていたようでした。

　だけどやがて何かに思い至ったかのように顔を上げられて。

「……そ、それじゃあ、いい、かな……？」

「うん、どこ？」

「あ、あのさ……」




　♪




　大おお路じさんと小こ室むろさんのデートは、今のところだいたい順調に進んでいるように見えた。

　画材屋で顔を寄せ合って仲よさげに話し合っていたり、カフェでクリームを拭きとりながら二人だけの世界を作り上げていたりと、なかなかいいものを見せてもらっている気がする。ごちそうさまです。

「お二人とも、良い雰囲気ですわね。まさにこれぞデートのお手本とも言うべき理想的な塩あん梅ばいですわ」

「うん、尊い流れだと思う」

「このままいけば良質な百ゆ合り成分に自律神経がたっぷり満たされて、今日はぐっすりと眠れそうです、ふふ」

　そう声を弾ませながら琴こと崎ざきさんは花がこぼれるような満面の笑みを向けてくる。

「……」

　何というか……そうじゃないのはわかってはいるんだけれど、大おお路じさんと小こ室むろさんの百合あふれるやり取りにくわえ、琴こと崎ざきさんともデートをしているような気分を味わえているのは俺にとって二倍のご褒ほう美びだった。

　琴こと崎ざきさんと二人でモールを回って、心ゆくまで百ゆ合りを観察して、その感想を語り合う。

　その合間に、店の雑貨を見て他愛もないことを話し合ったり、モール内のゆるキャラといっしょに写真を撮ったり、何なら頰についたクリームを拭き取ったりもする。

　それはある意味楽しさと癒いやししかないキラキラとした時間と言えるもので……むしろ俺の方が今日はいい夢が見られそうです。

　とはいえ、一つだけ気になることがあった。

　それはさっき、一瞬だけ小こ室むろさんが見せた表情。

　画材屋へと向かう道すがらに浮かべたあれは……以前に見た時に引っかかった表情と同じものだ。

　どうしてあのタイミングで小こ室むろさんはあの表情を浮かべたのか。

　俺が気づいているということは、当然琴こと崎ざきさんもそのことは察しているだろう。

　その予想通り。

「ところで瑛えい人とさん……気づかれましたか？」

　そこはかとなく神妙な顔で、琴こと崎ざきさんがそう尋ねてきた。

「うん。小こ室むろさんの表情、だよね」

「ええ。デート自体はうまくいっていると思うのですが、やはりそれだけが気がかりなのです。半年かけて育んできた密ひそやかなつぼみを今まさに満を持して咲かせんとする一いつ対ついの百ゆ合りの花々には、一点の陰りなくその時を迎えていただきたいと願うのはわたくしの傲慢でしょうか……」

「うーん……」

　その気持ちはわからないでもない。

　とはいえイエス観察ノー接触が信条で、あくまで観察者の立場である俺たちにできることは少ない。せいぜいその内容を想像して何とか解決へ至ってくれるように願うことくらいだろう。

　ただ何となく、小こ室むろさんのあの表情には覚えがあるような……

　と、そこで、視界の隅に大おお路じさんたちがエスカレーターを昇っていくのが見えた。

「あ、いけません。見失ってしまいます。追いかけましょう」

「あ、うん」

　小こ室むろさんの問題はひとまず置いておいて、慌てて二人の後を追ったのだった。
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　お二人が向かわれた先は、モールの三階にあるアミューズメント施設でした。

　アーケードゲームやＶＲゲーム、メダルゲームやクレーンゲーム、アトラクションなどの様々な魅力的なコンテンツで賑にぎわうスペース。

　どうやらその中のとある一角に、シズカさんはご興味があるようなのです。

「あ、え、えっと、こっち、かな……たぶん」

「？」

　きょろきょろと辺りを見回すシズカさんが慣れない足取りで向かった先。

　そこにあったのは……『美肌俱く楽ら部ぶ』と書かれたカーテンに囲まれたブースでした。

「プリクラ？　シズカちゃん、プリクラが撮りたいの？」

「あ、う、うん……。た、たまにはこういうのを、お、『王子様』といっしょにやってみるのも、いいかなと……あ、ダ、ダメなら別にいいけど」

「ダメなんてあるわけないよ。いいね。撮ろうか？」

「あ……」

　乗り気なアキラさんに背中を押されて、お二人はブースへと入られます。

「いらっしゃいませー！」の音声とともに迎えてくれる筐きよう体たい。

「え、えっと、確かネットで見た情報だと、最初はお金を入れて……ん、あ、あれ？　投入口はどこ……？」

　だけどシズカさんは、操作に手間取っておられるみたいです。

「？　お金は外にある外にある投入口に入れるんだよ。ほら、そうするとモード選択の画面が出てくるから、好きなのを選べばいいよ」

「あ、し、知ってたし……」

「シズカちゃん、もしかしてプリクラ撮るの初めて？」

「……！」

　アキラさんのその言葉に、シズカさんが激しく反応されます。

「い、いや、これは違くて！　そ、それは確かに初めてだけどこれは何ていうか、別に今までは必要性がなかったから撮ろうと思うことがなかっただけで……！　プ、プリクラ経験のあるなしで人間の価値が決まるわけじゃないし……」

　しどろもどろにそう弁解されるシズカさんに。

「あはは、わかったよ。シズカちゃんの初めてをごいっしょできるなんて嬉うれしいな」

「……っ……」

　男前な笑みを浮かべるアキラさんに、シズカさんはもうメロメロです。

「そ、それじゃあ……撮るから」

「うん」

　二人並んで画面に向かい撮影ボタンを押そうとして。

「あ、でも待って、どうせだったらさ」

「え？」

「よっ、と」

　カメラが起動する直前。

　アキラさんが動かれました。

　カシャッ……

　響くシャッター音。

　その直後、そこには目をシロクロとさせたシズカさんのことを横抱きで抱きかかえるアキラさんの姿が映し出されていました。

「～～～～!!」
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「あはは、いい感じに撮れた」

「お、おおおおおおお『王子様』、こ、こここここれって……！」

「せっかくだから記念になるようにって思ったんだ。イヤだった？」

「い、いいいいいいいいやなんて、そんなことはこれっぽっちもないけど……！」

「そっか、じゃあよかった。いい記念になったね、お姫さま」

　そう言って、アキラさんは満足そうに笑顔になられたのでした。







　３




「はぁあああああああああああああああああああああああああああああああ……！」

　アミューズメント施設の喧けん噪そうよりも遥はるかに大きな琴こと崎ざきさんの幸せそうな声が、辺り一面に響き渡った。

「何ということでしょう……！　アキラさん、まさかここで伝家の宝刀、お姫さま抱っこを抜かれるとは……！　小柄とはいえシズカさんを軽々と抱き上げるその様はまさに『王子様』の本領発揮であり真骨頂であります。これこそ現代によみがえったファンタジーの中の『王子様』そのものであるのではないでしょうか……！　ええ、その圧倒的とも言うべき王子力の波は濤とうに、今わたくしたちはなすすべもなくさらされているのですわ……！（すりすりすりすりすり）」

「こ、琴こと崎ざきさん……！　気持ちはわかるけど、ここで大声を出すとまずいから……！」

　ただでさえ琴こと崎ざきさんはその容姿からものすごく目立つのに、そんな美少女がうっとりとした表情で目の前の男（俺です）の手を頰ですりすりしながら大はしゃぎをしていたら、それはちょっとした露出狂よりも注目を集めてしまうのも必然だ。

　いや琴こと崎ざきさんの気持ちはわかる。

　大おお路じさんによる小こ室むろさんのお姫さま抱っこ。

　眼前であんなエモいこと極まりないワンショットを見せられてしまったら、興奮するなというのが無理というものだ。

　事実、俺もけっこうドキドキしてる。

　だがしかし、ここは公の場であり周囲の目というものがある。

　二人そろって尊さの海に溺れてしまっては話にならない。琴こと崎ざきさんが解き放たれた内なる獣を抑えきれないのなら、俺はそれを抑制するストッパーにならなければならない。それもまた、昔からの俺の役割だ。

「とにかく今は少し落ち着いて、琴こと崎ざきさん……」

　瞳の中にハートマークを浮かべながら興奮する琴こと崎ざきさんを何とかなだめようとして。

　その時だった。

「ん、あれ、あそこにいるのって……？」

　プリントされた写真を手にプリクラブースから出てきた大おお路じさんが、ふいに後ろを振り返った。

　その視線の先には、もちろん俺（と狂喜乱舞する琴こと崎ざきさん）の姿がある。

「……っ……！」

「はぁあああああああああああ……尊すぎます。これは本格的に『王子様×闇』を見てみたい衝動に駆られてしまいます……。きっとそこにはまだ見ぬ光り輝く金鉱がたっぷりと眠っていて……って、瑛えい人とさん？　きゃっ……」

　実況中の琴こと崎ざきさんの腕を引っ張って。

　慌てて目の前にあった他のプリクラブースに飛びこむ。

　振り返りきる前だったことから、間一髪、見つかるのは避けられたようだった。

　まあ大おお路じさんたちは俺たちのことを知っているわけじゃないからそこまで過敏になることじゃないのかもしれないけど……

「あれ、今、一組の琴こと崎ざきさんがいたような気がしたんだけど……」

「琴こと崎ざきさん……？　そ、それって、あの有名な……？」

「うん。でも気のせいだったかな？」

　……いや、我ながらナイス判断だったみたいだ。

　そういえば琴こと崎ざきさん、入学初日にうちのクラスにやって来た時もクラスメイトたちに顔を知られていたし、本人が思っている以上に学園での知名度は高いのかもしれない。

　その琴こと崎ざきさんだけれど。

「あうぅ、すみません、またやらかしてしまいましたわ……」

　ようやく我に返ったのかしゅんと肩を落としていた。

「ううん、大丈夫。見つからなかったみたいだから。だけどもうしばらくはここにいた方がいいかもしれない」

　カーテンの隙間からチラリと外を覗のぞいてみると、大おお路じさんと小こ室むろさんはすぐ近くにあるクレーンゲームをやっているようだった。

　当分の間はそこから動きそうにない。

「うう、そうですわね。それが正解だと思います……」

　しょんぼりとそう返事をする琴こと崎ざきさん。

　普段は無邪気でやんちゃな仔こ犬いぬが𠮟られた時みたいに、声に元気がない。

　思った以上に気にしてしまっているようだ。そこまで落ちこむようなことじゃないのに。真面目な性格が影響しているのかもしれない。しゃがみこんで床に「の」の字を書く琴こと崎ざきさんをフォローしようと、俺は言った。

「そうだ、琴こと崎ざきさん。よかったら俺たちもプリクラをやってみない？」

「え……？」

「ほら、どうせ大おお路じさんたちが動くまで時間はあるし、せっかくこんなところにいるんだから、それもいいかもって思って」

「わたくしたちが、〝ぷりくら〟を……？」

　琴こと崎ざきさんが狐きつねにつままれたような顔になる。

「うん、琴こと崎ざきさんがよかったらだけど……」

「それは、その、わたくしは……はい。シズカさんではないのですが〝ぷりくら〟はやったことがありませんので、興味はありますが……」

「だったらやってみよう。俺もやりたいし」

　その言葉に琴こと崎ざきさんは小さくうなずいて。

「わかりましたわ。でしたらよろしくお願いいたします」

　こうして二人でプリクラを撮ることにした。

「ええと、まずはお金を入れて……」

　とはいえ俺もプリクラに慣れているわけではない。中学の時にクラスメイトたちと一、二回撮ったことがあるくらいで、ほぼ初心者のようなものだ。なので画面の案内を見ながら慣れない手付きで操作をしていく。

　すると琴こと崎ざきさんが神妙な顔で、俺の横に立った。

「琴こと崎ざきさん？」

「ええ、知っておりますわ、この〝ぷりくら〟？　を撮る時にはポーズを取るのが必須なのでしょう？」

「え、いやそんなことは」

「みなまで言わずとも大丈夫です。それは決して破ることのできない厳格なルール……ロンドン舞踏会におけるシャペロンのようなものだと聞き及んでおりますわ」

　どこで仕入れてきたお嬢様知識なのか、そんなことを言いながら琴こと崎ざきさんは真剣な表情で手を伸ばす。

　おまけにポーズの意味を少し勘違いしているようだった。

「ええと、アン・ドゥ・トロワ……？　シャル・ウイ・ダンス……？」

「……」

　たぶん、社交ダンスやバレエで言うところのポーズをしようとしたんだと思う。

　だけどお世辞にも広いとは言えないブース内ではそのエレガントな動きは明らかにキャパオーバーで……

「あっ……」

　バランスを崩したのか、琴こと崎ざきさんがよろめく。

「危ない……！」

　ふらふらと倒れかけてきた彼女を支えようとして……

　ドサリ……

　気づいたら、ほとんどゼロに近い距離に琴こと崎ざきさんがいた。

　琴こと崎ざきさんの小さくて温かい身体からだが、抱き枕のようにすっぽりと俺の腕の中に収まっている。

「あ、あうう……ご、ごめんなさい。今日は失敗ばかりですわ……」

　腕の中の琴こと崎ざきさんが眉をハの字にする。

「あ、う、うん、大丈夫だから」

　そうは言うものの、心臓の動どう悸きが止まらない。

　見た目よりもずっと華きや奢しやなのに柔らかな身体からだ、鼻元にわずかに触れるサラサラの髪の毛、間近で俺の顔を映し出す水晶玉みたいに大きな瞳。琴こと崎ざきさん、何でこんないい匂いがするんだろう……

「……」

　……って、何を言っているんだ俺は！

　琴こと崎ざきさんにそういう意図は、恋愛感情はないってことはわかっている。

　いくら物理的な距離が近づいたといっても、琴こと崎ざきさんと俺はあくまでも観察者であって、こんなラブコメのデートイベントみたいな当事者にはなってはならないと何度も──

「……」

「琴こと崎ざきさん……？」

「……どうしてしまったのでしょう……？」

　琴こと崎ざきさんが、放心したようにぽつりと言った。

「え？」

「何だか胸の奥がドキドキとして止まらないんです……まるで珠玉の百ゆ合りの花々の交歓を間近で見た時の胸の高鳴りのようといいますか……でも、それとも何かが違うような……これは何なのでしょうか……？」

「……っ……」

　どこかぽーっとした表情で目を瞬まばたかせる琴こと崎ざきさん。

　その頰は光の加減のせいかもしれないけれど、少しだけ熱を持って赤く染まっているように見えた。

「……」

　もう──ワケが分からない。

　これはあれだ、きっと琴こと崎ざきさんは大おお路じさんと小こ室むろさんから発せられる百ゆ合り色いろの波動に当てられて、ドキがムネムネしてしまったのだ。そうに違いない、うん。

　こういう時は素数を数えよう。そうすると心が落ち着いて無の境地になれると、何かの本に載っていたような気がする。一、三、五、七……

　九十七まで数えたところで、俺は咳せき払ばらいをして言った。

「そ、それじゃあそろそろ撮ろうか？」

「あ、はい。ええと、ブラックスワンのポーズは……」

「そ、それはもう大丈夫だから！」

　結局、プリクラを撮ることには成功した。

　琴こと崎ざきさんと俺の手元には、初めての経験に上機嫌の微ほほ笑えみを浮かべる高たか嶺ねの花のお嬢様と、それとは対照的にどこか引きつった笑みを浮かべたキモい陰キャが写ったプリクラ。

「瑛えい人とさんと初めての〝ぷりくら〟記念ですね。大事にします……♪」

　撮ったばかりのプリクラを胸に抱いて嬉うれしそうに笑う琴こと崎ざきさん。

　とりあえずこのプリクラは宝物にしよう……そう決めたのだった。
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〝ぷりくら〟……これまでもお話ではうかがっていたのですが、実際にやってみるとそれはそれはとても良いものでした。

　何だか胸の奥がじんわりと温かくなって、でもそれと反比例するかのようにどうしてか心臓がドキドキとして、こんな風になるのは初めてで……ええ、ですがそれは不思議と息苦しいとかそういったものではありません。むしろこれまでに感じたことのない幸せな体験でありました。

　大切な人との思い出を写真に収める。その瞬間の何気ない光景を小さな額縁にそっと閉じこめるというのは……自分たちの手で密ひそやかな思い出を紡つむぎ上あげる行為に他ならないのかもしれません。相手が瑛えい人とさんであったことも、きっと大きく影響しているのだと思われます。

　とはいえ張り切りすぎて瑛えい人とさんには少しばかり恥ずかしいところをお見せしてしまった点は反省すべきところです。うう、瑛えい人とさんの前だとついつい浮かれて調子に乗ってしまうのは昔からの悪いクセです。いつかきちんと瑛えい人とさんには感謝の気持ちをお伝えしませんと……

　閑話休題。

　さて、兜かぶとの緒を締め直して観察を再開することといたしましょう。

　いよいよデートも観察も佳境に入ってきたように思われます。

　今わたくしたちの視線の先には、クレーンゲームに興じられるアキラさんとシズカさんの姿があります。

　どうやらアキラさんがショーケースの中にあるぬいぐるみが気になっていらっしゃるようで……

「あれってユリエモンだよね？　ゆるキャラの」

「『王子様』、あれが欲しいの？」

「うん、かわいくない？　あたし、ユリエモンのグッズ、集めてるんだ」

「そう、なんだ。わかった。じゃあ……」

「え？」

　首を傾かしげるアキラさんの目の前で、シズカさんはコインを投入すると、慣れた手付きでクレーンを操っていきます。

　そして一分後。

「──取れた。これでいい、の？」

「す──すごい！　すごいよシズカちゃん。何でこんな簡単に取れるの？」

「コ、コツがあるから。こういうのには一定の攻略法があるからそれに従えばいい。それだけで別にすごくも何ともないというか……」

「そんなことないって！　ありがとう、シズカちゃんだと思って大事にするから！」

「っつつつつ……!?」

　満面の笑みのアキラさんに抱きつかれて、シズカさんは目をシロクロとさせております。

　ですがその顔には照れと戸惑いとともに、確かな喜びの色も浮かんでいて……あらあらシズカさんのそのようなお顔、久しぶりに拝見したような気がしますわ。ふふ、やっぱりシズカさんは笑っておられた方が素敵ですわね。

　と、それを見たアキラさんがほっとしたようにこう口にされました。

「──よかった、やっと笑ってくれた」

「え？」

「シズカちゃん、ここのところずっと様子がおかしかったから気になってたんだ。何だか時々沈んだ顔をするっていうか、心から笑ってないっていうか……。だから少しでも気晴らしになってくれればと思って、今日は誘ったんだ」

「あ……」

　アキラさんのその言葉に、シズカさんがハッとしたように顔を上げられます。

　アキラさんもシズカさんの異変に気がつかれていたのですね。

「ね、よかったら話してくれないかな？　シズカちゃんが思ってること」

「そ、それ、は……」

「どんな内容でもいいんだ。それが愚痴とか、文句とかでも。あたしたち、『友だちじゃないけど特別な関係』だよね？　それくらい話せる仲だってあたしは思ってたんだけど……」

「『王子様』……」

「違う、かな……？」

「……」

　しばらくの間、シズカさんは何かに迷われるようにして沈黙されていました。

　だけどやがて思い切ったように、何かを口にしようとして。

「あ、あの……『王子様』、わ、私……」

　その時でした。




「──ねえねえ、あそこにいるのって猫ねこ丘おか学園の『王子様』じゃない？」




「……っ……」

　そんな黄色い声が、飛びこんでまいりました。

「あ、ホントだ！　うわぁ、実物はやっぱりかっこいいなあ……」

「ね、プリクラのブースが埋まってたからこっちに来てみたら見れてラッキー！　そうだ、写真撮らせてもらおうよ！」

「隣にいるのってだれだろ？　もしかして友だちかな？」

「え、さすがに違うでしょ。だって二人ともタイプが違いすぎるし……」

「だよね？　通行人か、『王子様』のファンかなにかかな？」

「……っ……」

　聞こえてきたその声に、シズカさんがビクッと身を震わせます。

　どこか居心地が悪そうなその表情は、これまでに何度か見たあの表情でありまして……

「シズカちゃん？」

「……こ、こういうの、だよ……」

「え？」

　ぽつりと、シズカさんがつぶやかれました。

「お、『王子様』といると……こういう自分のダメさを感じさせられることが、いっぱいあって……や、私がダメなのは違ってないんだけど、でもそれが時々すっごくしんどいというか、闇に吞のまれそうになる……。じ、自分でもわかってはいるんだ……お、『王子様』と私じゃ生きる世界が違いすぎるというか、もはや生き物として違うレベルというか、『王子様』が草原を疾走するチーターとかなら私は沼の中を漂うミジンコみたいなもので……」

　堰せきを切ったかのようにシズカさんが話し出されます。

「も、もちろん、『王子様』が何も悪くないのもわかってる……『王子様』はただイケメンで、スペックが高くて、リア充じゆう陽キャなだけ……そこにいるだけで輝く太陽みたいなもの。それはわかってるんだけど心がついていかないというか……ブドウは酸すっぱいって思いたくなるというか……」

「シズカ、ちゃん……」

「う、うう……こんなこと、言うつもりじゃなかったのに。や、やっぱり人は一人でいた方がよくて、ネットの中だけでコソコソ蠢うごめきながら孤独な『闇の女』として生きるべきなのかな、あ、あはは……」

　自虐気味にそう乾いた笑みを浮かべられます。

　シズカさん……そのように考えていらっしゃったのですね。

　それを見たアキラさんが、力ない声で口にされました。

「……ごめんね」

「え……？」

「……あたし……知らないところでシズカちゃんのことを傷つけちゃってたんだね。シズカちゃんにそんな思いをさせちゃってるなんてぜんぜん気がつかなかった。落ちこんでるのも、何かぜんぜん違う理由だと思ってて……ははっ、ダメだな、あたし」

「そ、そんな、『王子様』が悪いんじゃなくて……！」

　シズカさんがそう口にしかけて。

「──でもさ」

「……？」

「あたしの中で、一つだけハッキリしてることがあるんだ」

　アキラさんはそう言われると、真剣な表情になって顔を上げられました。

　怪け訝げんな表情を浮かべられる他校の女子生徒たちのもとへ近づいていき、そして。

「──ねえ、きみたち」

「え、あ、は、はいっ！」

「あのさ、たぶんだけどきみたちは勘違いしてると思うんだ。シズカちゃんのことだけど……」




「──シズカちゃんといっしょにいたいのは、あたしの方なんだ」




「え……？」

「シズカちゃんは確かに今まで会ったことのないタイプだけど、あたしの知らない世界をいっぱい知っていて、いっしょにいるとすごく楽しい。それに頭もいいし、物知りだし、すごく優しい子なんだ。そんなシズカちゃんをあたしにとってかけがえのない相手だと、『友だちじゃないけど特別な関係』だと思ってる。だから」

　そこでアキラさんは一度言葉を切られると。

　迷いのない声こわ音ねで──こう言われました。

「あたしは……シズカちゃんのことが大好きなんだ。必要なんだ。この『友だちじゃないけど特別な関係』をこれからもずっと続けたいって思ってる。だからごめんね、冗談かもしれないけど……シズカちゃんのことをそういう風に言わないでもらえると嬉うれしいな。ね？」

　そのアキラさんの言葉に。

「あ、そ、そんな……わたしたちの方こそすみませんでした……！」

「あの、その人のことを悪く言いたいわけじゃなくて……」

「ご、ごめんなさい！　誤解を招くような言い方でした……！」

　女子生徒たちはそろって頭を下げられます。

　ええ、あの方たちも決して悪意があってあのように口にしていたわけではないのですよね。

　その後も何度も何度も謝罪の言葉を口にして、女子生徒たちは去って行かれました。

「……」

「……」

「……あ、あの、え、ええと……」

「その、今のが、あたしの気持ち」

　フリーズされているシズカさんに、アキラさんが少し恥ずかしそうにそう言われました。

「もしかしたらまた迷惑をかけちゃうこともあるかもしれないし、気持ちがわからなくて困らせちゃうこともあるかもしれないけど……でも、あたしはシズカちゃんが好きだ。もっといっしょにいたいと思ってる。『友だちじゃないけど特別な関係』でいたいと思ってる」

「え、えええええと、あ、う……」

「ダメ、かな……？」

「だ、だから、ダメなんてことは宇宙がひっくり返ってもあり得ないというか、そんなことしたら七代先まで後悔するというか、む、むしろ私の方からお願いしたいくらいというか……」

　シズカさんはわたわたと手を振りながら慌てたご様子を見せていましたが。

　最後には観念したようにぎゅっと手を握り締めて。




「その……わ、私なんかでよければ……っ……」




　そう、顔を真っ赤にされながら答えられたのでした。
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「はぁああああああああああああ……！　おめでとうございます。そして、ありがとうございます。この学園にまた一つ……素敵な百ゆ合りの花が咲きましたわ」

　琴こと崎ざきさんが全身をふるふると震わせながら声を上げた。

「単なる友情を超えた、深い、深い、精神的な繫つながり。お二人はこれから、特別な絆きずなを育まれていくことでしょう。可か憐れんな乙女たちが育む特別な絆きずな。それはまさに理想イデアの想起アナムネシス……！　本当に素晴らしいですわ……！」

　目立たないように配慮しているのか声こそ小さく抑えられているものの、全身で喜びと興奮を表現する琴こと崎ざきさんムーブは健在だった。

「一見すると想おもいの深さはシズカさんの方が大きいように思われるのですが、しかしフタを開けてみたところいっしょにいたいという気持ちはむしろ『王子様』の方が強いというリバースな結果に……これぞまさしく百ゆ合り色いろのパンドラの箱は開けてみるまで中の仔こ猫ねこちゃんの状態がわからないという量子百ゆ合り学ですわ……！　（すりすりすりすり）」

「……」

　何だか全体的に色々と混ざっているような気がするのと、琴こと崎ざきさんのすりすり度合いが確実に上がってきているような気がするのだけど……ゴホン、さりげなく距離を取りつつそれは今はともかくとするとして。

　何はともあれ、無事に解決してよかった。

　少し照れくさそうでありながらも仲なか睦むつまじそうに笑い合う大おお路じさんと小こ室むろさんの姿を見ていると、頭の奥から百ゆ合り百ゆ合りしいピンク色の脳内物質があふれて、幸せな心地になってくる。うん、これこそまさに百ゆ合り観察の醍だい醐ご味みというか……

　しばし大おお路じさんと小こ室むろさんから発せられる幸せな百ゆ合り色の波動に身を委ねる。

「……」

　それに……俺には何となく小こ室むろさんの気持ちがわかるような気がした。

　片や学園の有名人でありだれからも慕われる『王子様』。

　片や特に目立ったところはなく、地味で目立たない『闇の女』。

　言ってみれば唯一無二のヒロインとその他大勢のモブ。

　その本来ならば交わることのないはずの二人が並んで歩くことに、何となく据わりの悪さを感じるのは、釣り合いが取れていないと感じるからだ。

「釣り合い、か……」

　だけどそれを解消するのは案外簡単だったりする。

　ほんの些さ細さいな一言で、驚くくらい簡単に救われるものだったりする。

　それを言ってもらいたいただ一人の相手が、自分のことを必要だと言ってくれれば、それだけでウソのように落ちこんだ心など吹き飛んでいってしまうものなのだ。

　そのことを……俺はたぶんだれよりもよく知っている。

『瑛えい人とさんは……唯一の人です。わたくしにとって最も大事で、最も必要で、この世界に二人といない特別な存在。立場だとか、そんなものはどうでもいい……大事なのは、瑛えい人とさんとわたくしの間に確かな関係性が、絆きずながあるということです。そのことはだれにも否定させませんわ』

　いつだったか言われた言葉を思い出す。

　それはいまだに温かい雪のように、俺の心に残っている。

　隣でいまだ夢見るような瞳で大おお路じさんと小こ室むろさんの実況を続ける琴こと崎ざきさん（俺の肩にあごを乗せながらすりすりも継続中）を見ながら、そんな昔のことを少しばかり思い出したのだった。
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「それじゃあ、帰ろうか、シズカちゃん」

「……う、うん……」

「何だか今日は色々あったような気がするけど、シズカちゃんときちんと話せてよかった」

「……う、な、なんか、情けないところばっかり見せちゃった気もするし、というかそれはいつもだけど……うん、でも、私もよかったと思う。そ、その、『王子様』がどう思ってくれてるかもわかったし、あいかわらずイケメンだったし……」

　そう言って見つめ合う二人。

　小こ室むろさんのその顔からは、ついさっきまでの不安そうな表情はすっかり消え去っていた。

「そういえば今日は、シズカちゃんと初めて話した時のことを思い出したかも」

「お、『王子様』……？」

「ふふ、あの時も大変だったよね。シズカちゃんが動転して早口でまくしたててきて。顔も真っ赤だったし、倒れちゃうかと思った」

「そ、それは、その……っ……」

　焦あせったように忙しく瞬まばたきをしながら、小こ室むろさんが手をぱたぱたとさせる。

　それを見て、ふと思った。

「そういえばあの二人が知り合うことになったきっかけって、結局何だったの？」

　半年前に初めて話したという大おお路じさんと小こ室むろさん。

　それがきっかけとなり仲良くなって、今の『友だちじゃないけど特別な関係』になったのだという。

　と、その言葉に琴こと崎ざきさんがぱふんと胸の前で手を合わせた。

「そうでしたわね。瑛えい人とさんにはまだお話ししていませんでしたわね」

「え、うん」

「アキラさんとシズカさんの馴なれ初そめ……ええ。せっかくですからその時のことを少しばかり語りたいと思います。ふふ、とっても素敵な出会いだったんですよ」
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　さて、最後になりますが、お二人が出会った時のエピソードを少しばかりご紹介させていただければと思います。

　アキラさんとシズカさんの出会い。

　それは半年前の、昼休みの校舎裏のことでした。

「あれ、そこにいるのってシズカちゃんだよね？」

「え、あ、お、『王子様』……？」

「やっほー、こんなところで何してたの？」

「え……えっと、その……べ、別に、何も……」

「ふーん、そう？」

「!!　ち、近っ……と、というか、『王子様』こそこんなところで何を……？」

「うん、昼休みが終わるまで練習しようかと思って」

「あ……そ、そう。じゃあ、テニスコートは、あっちですよ？」

「まだいいよ、時間あるし。ていうか、今はシズカちゃんと話したい」

「!?　な、な、なんで、私と!?」

「ほら、シズカちゃんと話したことないからさ。シズカちゃんだけなんだよ。うちのクラスで、まだ話したことない人」

「あ……」

「ん？」

「そういうこと、か……はは、いかにも……陽キャの発想……。えっと……あれ、だよね……『王子様』はクラス全員と友達になりたい……うん、そうだよね。わかる。いや、私には全然理解できないけど。でもそういう価値観があることは知ってるし、ソシャゲのキャラとかも、あと一人でコンプだったらピックアップガチャ回してみたくなるし。だから……否定はしない。しないけど……」

「？」

「でも……ごめん、無理」




「──私、友達は作らない主義だから」




「じゃあ、そういう訳で……」

「待ってよ」

「ひゃっ、きゅ、急に摑つかまないで……」

「その言い方。やっぱり本当だったんだ」

「な……何が？」

「シズカちゃん──『闇の女』って名前でマンガ描いてるでしょ」

「!?」

「友達は作らない主義──『闇の女』さん、Twitterで毎日それ言ってるもんね」

「な、な、な、な、なんで、なんでなんでそれを……!?」

「なんていうか、衝撃的だったんだ。世の中にはこんな人がいるんだって、自分の全然知らない世界があるんだって」

「あ、あうあうあうあうあうあう……」

「だから、もっと知りたくなったんだよ。シズカちゃんが、毎日、どんなこと考えてるのか」

「いや、あの、というかなんで、私のペンネームを……!?」

「うん、不思議な話なんだけどさ、靴箱に差出人不明の手紙が入ってて、そこにpixivのアカウントが書いてあったんだよ」

「ええええぇっ……!?　い、いったい誰が……!?」

「それはわからないけど……でもごめん。きっとシズカちゃん、あんまり知られたくなかったよね？」

「あ、いや……その、確かに、積極的に開示してはいなかったけど……で、でも、だからといって謝られるのもそれはそれで違う気がするというか、むしろ『王子様』こそ知りたくもない世界だったのではというか……」

「そんなことないよ」

「え……？」

「ネットに掲載されてたマンガはすごく面白かったし、それにシズカちゃんのことは元からずっと気になってた。ううん、むしろ今は前よりもっと気になってる」

「!?」

「シズカちゃん、友だちは作らない主義……だったよね？」

「え？　あ、う、うん」

「じゃあ……」




「『友だちじゃないけど特別な関係』……っていうのは、どう？」




「と、『友だちじゃないけど特別な関係』……」

「うん、そう。シズカちゃんは友だちは作らないんでしょ？　だったら無理して友だちになってとは言わない。でもシズカちゃんとは仲良くなりたいから、特別な関係にはなりたい。ダメかな？」

「い、いや、あの、その、えっと……それは何というか詭き弁べんというか言葉遊びというか、『王子様』くらい顔が良くなきゃ使っちゃいけないヤツというか……ただ、えっと、えっと…………」

「ん？」

「あ…………う………………」




「わ……私なんかで、よければ！」




　そう真っ赤になりながら叫ぶシズカさんの顔は、今にも倒れてしまいそうではありましたけれど、それ以上に嬉うれしさに満ちあふれていたのでした。

　ええ、それは先ほど……アキラさんの気持ちを聞いた時と同じように。

　これがお二人の、とても素敵でとても甘あま酸ずっぱい出会いなのでした。
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　その日から、歳としも近いということもあって、彼女──琴こと崎ざきさんの相手は俺がすることが多くなった。

　話し相手になったり、いっしょに小学校に登校したり、放課後に二人で遊んだり。

　屋や敷しきから抜け出して隣の街まで探検に行って、二人してこっぴどく怒られたこともあったと思う。

　そんな風に同じ時間を過ごしている内に、俺たちが仲良くなるのにさして時間はかからなかった。

　知り合って一ヶ月ほどで、俺たちはすっかり昔からの友だちのような気安い間柄になっていた。

　百ゆ合りの何たるかを教えてもらったのもこれくらいの時だ。

「瑛えい人とさん、こちらをご存じですか？」

「？　なに、これ？」

「ふっふっふっ、こちらは唯一無二にして燦さん然ぜんと綺き羅ら星ほしのように輝く世界の真理ですわ。これを知る者は常識という思い込みの壁の向こう側に隠された花々の真の尊き声に触れることができる……瑛えい人とさんだけに特別に教えてさしあげます」

「はあ……」

　すぐにハマった。

　その清く尊い世界に、虜とりこになった。

　どうして彼女がこんな素晴らしい世界を知っていたのか尋ねたところ、何でもたまたま屋や敷しきにあった書庫でそういった雑誌を見つけて、感銘を受けたのだという。

「ああ、いまだかたく閉じた未成熟な花々がそのつぼみを開かんと美しい葉脈を天に向かって伸ばすさまは何て素敵なのでしょう……見ているだけでわたくしの胸の奥はドキドキと高鳴り、百ゆ合り色いろの想像の翼がイカロスのように羽ばたき始めるのですわ……！」

　百ゆ合りのマンガなどを二人で並んで読んでは、今とほぼ変わらないうっとりとした表情で琴こと崎ざきさんは俺の手をすりすりとしていた。

　とはいえこの頃は今ほど本格的な観察をやっていたわけではなくて、その活動も街を歩いている女子二人を眺めながらその関係性を推察したり、百ゆ合りマンガやライトノベルなどをいっしょに読んで感想を言い合ったり、ネットで百ゆ合りマンガ動画を見たりするくらいだった。

　だけど今思えば、この頃が一番幸せだったと思う。

　純粋で、無邪気で、世界に自分たちを傷つけるものなんて何もないと信じていて。

　そして琴崎さんとの距離を気にする必要もなくて。

「瑛えい人とさん、わたくしたち、大人になってもずっとずっといっしょにいて、心ゆくまで百ゆ合り色いろの世界を観察しましょうね」

　俺の頭を包みこむようにして抱きしめながら琴こと崎ざきさんが言う。

「うん、わかったよ、イリアちゃん。僕はずっとイリアちゃんのそばにいる。そばにいて、いつだっていっしょに観察をする」

「瑛えい人とさん……ありがとうございます。ええ、百ゆ合り色いろの〝約束〟ですわよ」

　そんな幼いけれど穏やかな毎日が、これから先もずっと続いていくと疑わなかった。
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　思えば猫ねこ丘おか学園に通うようになって、大概のものは見慣れてきたと思う。

　毎朝リムジンに乗って登校してくる本物の社長令嬢や雑誌の表紙を飾るような有名な読者モデル、学生でありながらすでにプロとして活躍しているピアニストや、全国に名の知られているスポーツの選手。そういった他よ所そでは見かけないような特殊な人たちを学園内では普通に見ることができる。

　さらに出会って三秒で付き合わないかと誘ってくる隣の席のギャルや、百ゆ合り好きが昂こうじて百ゆ合りの観察をライフワークにしている限界お嬢様なんていうのも、ごく身近に存在していたりもする。

　それはここが県内でも屈指のマンモス校であり、加えて全国でもトップ３に入るだろうお嬢様学校であった過去を持つことから、普段は見かけないような様々なタイプの生徒が在籍しているからなのだと思う。

　なので大抵のことには驚かないつもりだった。

　だけど今日、そのどれにも当てはまらないものを目にすることになった。

　朝の校門。

　そこに──メイドさんが立っていた。

「本物……？」

　おそらく二十代くらいの女の人。

　上品な物腰で身体からだの前で手を合わせながら、何かを探すようにきょろきょろと辺りを見回している。

　テレビやマンガやアニメ、はたまた巷ちまたで流行のメイド喫茶などのように、一目でそれだとわかるような派手なメイド服を着ているわけじゃない。

　服装自体は、特徴的なブリムこそあれ、ともすれば普段着と見み紛まがうような地味で落ち着いたワンピースに似たものだ。

　だけどその雰囲気やたたずまいから、その女の人がどこかの家に仕える使用人──メイドさんであるということがわかった。

　それはここに来るまでに辿たどってきた俺の経験が生きていたのかもしれない。

「……」

　と、そこで視線を感じた。

　気がつくと校門の前のメイドさん（推定）が、じーっとこっちを見ていた。

　ああ、これは陰キャあるあるだ。

　街を歩いていると、特に何をするわけでもないのによく道を訊きかれることが多い。

　周囲に他にたくさんの人がいるのにもかかわらず、なぜか狙い澄ましたかのように一直線に俺のもとへと向かってくるのだ。

　これは残念ながら別に俺に人を引き寄せる人徳があるとかではまったくなくて、単に声をかけても危険がなさそうな人畜無害な観葉植物みたいな対象だろうと思われているだけってことは、悲しいけれどよくわかっている。

　そして今回もそのパターンのはずだ。

　案の定、他の生徒には目もくれずにメイドさんは話しかけてきた。

「あ、あの……お忙しいところを呼び止めてしまってすみません。少々お伺いしたいことがあるのですが……」

「はあ」

「実は私、人を探していて……。ヒナ様をご存じないでしょうか？」

「ヒナ様？」

「はい。宮みや川かわ雛ひなといいます。高等部の一年生なのですが……」

　知っていた。

　というかクラスメイトだった。

　話したことはないけれど、確か小柄でちょこちょことよく動き回る雰囲気の小動物系女子だったはずだ。

　そのことを伝えると、メイドさんはほっと表情を崩した。

「ああ、よかった……実はヒナ様が忘れ物をしたので届けに来たのですが、敷しき地ちがあまりにも広くてどちらに行っていいかわからずに途方に暮れていたところでした……」

「それは……ですよね」

　確かに何の前情報もなしにやって来たら、この学園の広さには初見対応は難しいだろう。

「あの、よかったら教室まで案内しましょうか？」

「え、い、いいんですか？」

「はい。何ていうか、放っておけないですし……」

「あ──ありがとうございます！　ああ、申し遅れました。私、宮みや川かわ家にお仕えさせていただいている芳よし野の弥生やよいと申します。以後お見知りおきをお願いできましたらと……」

「新しん堂どう瑛えい人とです。よろしくお願いします」
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「……ということがあって、ここまでいっしょに来たんだけど」

　メイドさん──ヤヨイさんを連れて教室までやって来たところ、件くだんの宮みや川かわさんの姿は見当たらなかった。

　なので隣の席から物珍しげにこっちを、というかヤヨイさんのことを凝視していたマナに仕方なく話しかけてみたところ。

「へー、メイドさんじゃん。本物は初めて見た。すごくね？　エイトがナンパしてきたん？」

「メイドといいますか、使用人なのですが……」

「どっちでも同じっしょ。ふーん、エイトはこういうのが好みなんだ。てことはあたしもこれを着て『お帰りなさい、ご主人様♪』とかやれば、エイトもムラムラして襲いかかってきたり……」

「……しない。そもそもナンパじゃないし」

「えー、そうなん」

「……そうなんだ。それより、宮みや川かわさんがどこにいるか知らないか？」

「宮みや川かわっち？　んー、わかんない。あの子って確か家庭科部だよね？　あそこ、朝練っていうかなんか料理の仕込みみたいなのを朝やってるって聞いたことあったから、だったら待ってれば戻ってくるんじゃん？」

「あ、それはそうかも」

　そのマナの言葉通り、しばらくすると宮みや川かわさんは戻ってきた。

「ヒナ様！」

「？　え、ちょ、ちょっと、どうしてヤヨイがここにいるの？」

　教室に入るなりヤヨイさんの姿を見つけて目を丸くする。

「英語の宿題をお届けに参ったんです。ヒナ様、プリントをリビングに忘れていかれてしまわれて……」

「英語のプリント？　……あ、ほんとだ、入ってない」

　カバンを開けて中を確認する宮みや川かわさんに、ヤヨイさんがクリアファイルに入ったプリントを手渡す。

「はい、どうぞ、ヒナ様」

「あ、うん、ありがとう、ヤヨイ」

「いいえ、これが私の仕事ですから。──あ、ヒナ様、胸元のリボンが曲がっております」

「え？」

「ここをこうしてっと……はい、これで大丈夫です」

　手早くリボンを直した後ににっこりと微ほほ笑えむヤヨイさんに、宮みや川かわさんは少しだけバツの悪そうな顔をする。

「も、もういいよね？　それじゃあホームルームが始まるからヤヨイはもう帰ってだいじょうぶ──」

「あ、ヒナ様、御お髪ぐしが乱れています」

「え？」

「せっかくのきれいな髪がハネてしまって……ふふ、今直しますね」

「い、いいよ、これくらい自分でやれるから」

「だめですよ、ヒナ様の髪の毛は細くて絡からまりやすいんですから。ほら、動かないでください」

「う、うー……」

　少しだけ外側にハネた宮みや川かわさんの髪の毛を、懐ふところから取り出した櫛くしでヤヨイさんが丁寧にとかしていく。

　宮みや川かわさんは気恥ずかしそうだったもののなされるがままで、その様子はどこか姉妹同士がじゃれ合っているような親密さを感じさせる微ほほ笑えましい雰囲気だった。

　というかこれは──




「これは……匂い立つような百ゆ合り色いろの波動を感じますわね」




　と、後ろから声がした。

　振り返ってみると、そこには瞳の奥にハートマークを浮かべながら宮みや川かわさんたちを見つめる琴こと崎ざきさんの姿があった。

「琴こと崎ざきさん!?」

「ふふ、一見すると普通のご主人様と使用人さんとの何気ない日常の一幕に見えるかもしれませんが……わたくしの持つ全ての花々の尊き営みを見通す鷹たかの目からは隠すことができませんわ。ええ、あのお二人からは確かに黄金の萌ほう芽がが感じられます」
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　若干興奮気味にふんふんしながらそう言ってくる。

　あいかわらず音も気配もなしにいつの間にか背後に立っていたのはともかくとして。

「確かにそれはわかるかも。あの二人には何となくただのお嬢様と使用人じゃない空気があるような気がするというか……」

「そうでしょうそうでしょう？　ご主人様と使用人さんとの密ひそやかでありクローズドな関係……立場の差を感じながらもお互いに対するナイアガラ大だい瀑ばく布ふのごとき想おもいがそれを上回る様は、きっと七色のロマンスに満ちあふれていて、わたくしたちの心の防潮堤を揺さぶるほどの奔流ですわ！」

　琴こと崎ざきさんは楽しそうに身体からだをふるふると震わせると、同時にぐっと両手を握り締めた。

　あ、これはくるかな。

「というわけで……これはまぎれもない観察案件です！　うふふ、さあ、それでは今日も観察を……わたくしたちの時間を始めましょう。至高の花々たちが織り成す綾あやのように美しい輝き……しかとこの目に焼きつけてみせますから！」

　その予想通り、琴こと崎ざきさんはいつものにっこりとした笑みを浮かべながら、そう高らかに声を上げたのだった。
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　使用人さんというのは、文字通り使われることを生なり業わいとされるお仕事です。

　契約による主従関係を構築して、仕えるべき主あるじのために働く関係。

　ですが果たしてそれだけなのでしょうか？

　使用人さんは……いつだって主あるじの傍そばにいて、だれよりも深く寄り添って、どんなことが起ころうとも一番の味方であってくださいます。

　いわば主あるじにとってだれよりも近しい存在。

　そこにはただの契約による主従関係という一言では表せない、特別な繫つながりというものが存在しているはずなのです。……ええ、そのことは、他ならないわたくしがだれよりもよく知っております。

　さてヒナさんとヤヨイさん。

　宮みや川かわヒナさん──十五歳。猫ねこ丘おか学園一年一組所属。血液型はＯ型で身長は百五十六センチ。誕生日は八月一日。座右の銘は有言実行で、好きな食べ物はハンバーグとプリン。趣味はお菓子作り。

　芳よし野のヤヨイさん──二十五歳。宮みや川かわ家に仕える使用人。血液型はＡ型で身長は百六十八センチ。誕生日は五月十五日。座右の銘は恋と戦争は手段を選ばずで、好きな食べ物はトマホークステーキとローストビーフ。趣味はヒナさんのお世話をすること。

　このお二人の間には、どのような百ゆ合り色いろの繫つながりが結ばれているのでしょうか？

　そしてその繫つながりはどのようなまばゆいきらめきを見せてくれるのでしょうか。

　え、どうしてそんな事細やかにお二人のプロフィールを把握しているか……ですか？

　うふふ、それは秘密です♪　きっと百ゆ合り色いろの女神様がその尊い目と耳を少しばかりわたくしたちにも貸してくださったのでしょう、ええ。

　さあ、お二人の日常を少しばかり見ていくことといたしましょう。




　とある日の朝（校門）。

「いってらっしゃいませ、ヒナ様」

「ちょ、ちょっとヤヨイ、わざわざ校門まで見送りに来なくてもだいじょうぶだってば。一人で行けるし……」

「ですがいつも通る道によく吠ほえる犬がいるようになってしまって怖いと仰おつしやっていたではないですか」

「！」

「だからお願いだから途中までいっしょに行ってほしいと……」

「そ、それは言ったけど！　ヤヨイが後ろについてくれてれば安心だけど！　でも校門までついて来てとは……」

「ここまで来たのならついでです。それに……」

「？」

「ヒナ様のかわいらしい制服姿を少しでも長く見られるのですから、私としても役得です。ふふ♪」

「……っ……」




　とある日の昼休み（学食）。

「ヒナ様、ヒナ様！　お忘れ物ですよ！」

「ヤ、ヤヨイ!?　どうしてここに……」

「お弁当をお忘れですよ。今日はヒナ様の大好きなチーズ入りハンバーグですのに……」

「そ、それはそうだけど、何もそのためだけに学校まで来なくても……」

「食いしん坊のヒナ様がお腹なかを空かせてはいけませんから」

「い、言い方……。それにないならないで学食のランチセットでも食べればいいんだし……」

「ですがせっかく心を込めて作らせていただいたので、ヒナ様に食べていただきたくて……」

「うっ……そんな捨てられた犬みたいな目で言わないで。た、食べるわよ……」

「ありがとうございます。それでは前掛けをして、と……」

「じ、自分でできるから！　ていうか前掛けとかいらないって……」

「そうですか？　では、どうぞ、あーん」

「ちょ、ちょっとヤヨイ……」

「どうしたのですか？　お屋や敷しきにおられる時はいつもこうしているではありませんか」

「！　お、大きな声でそんなこと言わないで！　い、家は家、学校は学校なんだから……！」

「いいではありませんか。固いことは言いっこなしで。はい、あーん」

「……っっっ……」




　とある日の放課後（教室）。

「お待ちしておりました。それでは帰りましょう、ヒナ様」

「え、ちょ、ちょっと、ここ、教室だよ、ヤヨイ……！」

「帰りにいっしょにモールへ買い物に行くと約束しましたので、お迎えにあがりました」

「そ、そうだけど現地で待ち合わせすればよくない……？　ていうか教室まで来なくても校門でいいじゃん!?」

「ヒナ様とのお出かけが楽しみで、気が急せいてつい来てしまいました。いてもたってもいられないというやつでしょうか」

「そ、それは私もヤヨイと出かけるのを楽しみにしてたけど……」

「ふふ、気が合いますね」

「……っつつつつつ……」




　ええ、だいたいこのような感じです。

　ふふ、お二人ともとても仲がよろしいですね。善きですわ。

　ヤヨイさんはヒナさんのことが目に入れても痛くないくらい大好きなようですし、ヒナさんもまんざらではないご様子です。

　ヒナさんが少しばかりつっけんどんな物言いなのも周りの目を気にしているだけで、お家うちではきっとだれに憚はばかることなく心ゆくまでヤヨイさんに甘えていらっしゃるだろうことが想像できるやり取りでありました。

　特にお昼ご飯を食べられながら「あーん」をされているシーンなどは甘あま々あまで微ほほ笑えましくて、もう見ているこちら側がとろけそうになってしまいます。何度見ても胸熱ですわ……！

「……琴こと崎ざきさん、何で宮みや川かわさんたちを見ながらそんな勢いよく白ご飯を食べてるの？」

「うふふ、仲なか睦むつまじくされているお二人の姿を見ていたらもうご飯が進んで進んで。おかわりですわ……！」

「う、うーん……それはいまいちよく理解できないけど、でも二人の関係性がエモいっていうのはすごくわかる」

「ですわよね！　胸の奥の百ゆ合り色いろの琴線がプレスティッシモの速さでかき鳴らされているようですわよね！」

「うん。何だろう。ヤヨイさんはフランクに見えてしっかり気を遣うところは遣ってるし、宮みや川かわさんの方も本人は隠してるつもりかもしれないけど、胸の奥ではちゃんとヤヨイさんに心を許してるのが透けて見えるっていうか。立場の違う二人がお互いのことを表面上の態度以上に理解し合っているところが実に百ゆ合りっぽくてたまらない」

「完全同意ですわ！　ええ、そうなのです、百ゆ合り色のツーカーというやつなのですわ……！」

　ああ、もう、汲くみ取とるべきポイントをきちんと押さえていらっしゃいます！　さすがは瑛えい人とさんです。

　みなまで言わずとも、こちらの言いたいことを十全に感じ取ってくださっていて、それを言葉にしてくれる……

　同じ目線で、同じ感性で語り合える相手がいるからこそ、観察はより一段エモーショナルなステージに上がることができるというもの。

　今のこの観察は、一人でそれを行っていた時の何倍も素敵なものになっています。

　一＋一が十にも二十にもなる好例とでもいいましょうか。

　そんな希け有うな体験を共有ができるのは、世界中を探してもきっと瑛えい人とさんだけだと思われて……

　本当に瑛えい人とさんは……運命のお相手と言っても過言ではないのかもしれません。

　そして今回のお二人。

　ヒナさんとヤヨイさんは、序盤から本当にたくさんの胸をときめかせるエピソードを見せてくださいます。

　それはまさに咲き誇る百ゆ合り色いろの宝石箱。

　キラキラと輝く天からの贈り物と言えるでしょう。

　うふふ、これは楽しい観察になりそうです。




　♪




　宮みや川かわさんとヤヨイさんの観察は、琴こと崎ざきさんの反応からもわかる通り、見ていて実に楽しいものだった。

　お嬢様とその使用人という関係の二人。

　立場も違えば歳としも少し離れているのだけれど、見たところ確かな信頼が二人の間には存在しているのがわかった。

　ヤヨイさんのお世話を恥ずかしく思っているのか少しばかり塩対応なところはあるものの、基本的にはヤヨイさんに懐なついていて頼りにしている宮みや川かわさん。

　そんな宮みや川かわさんを優しい視線で見守りながら、あらゆる場面で色々と世話を焼くヤヨイさん。

　その様は実に百ゆ合り百ゆ合りしいものであり、琴こと崎ざきさんの言葉を借りれば。

「はぁああああああ……心震わせる百ゆ合り色のミストシャワーが宝石のごとく降り注いでいるのを全身で受け止めている心境ですわ……」

　とのことだった。

　一部表現が琴こと崎ざきさん語録に寄りすぎているところはいつも通りであるものの、それには百二十パーセント賛成の思いしかない。

　見ているだけでどこか微ほほ笑えましい心地になってくる二人。

　それはまるで百ゆ合り観察の良いところが凝縮されているかのようで、同じ空間にいると日光を浴びて光合成をする観葉植物のようにエネルギーをもらえるような心地がする。

（お嬢様と使用人っていう関係性も、個人的には当たりなのかも……）

　ちなみにヤヨイさんは当たり前のように毎日教室まで来ているけど、保護者と使用人は学内を自由に出入りできるらしい。さすがは元お嬢様学校……

　まあそんな猫ねこ丘おか学園の特殊性はともかくとして。

　とにかくこのままいけばほとばしる百ゆ合り成分をたっぷり充電させてもらって、充電率百八十パーセントのうちに観察は終わるのかとも思われたのだけれど。

　ところがこれまでからもわかる通り、こと百ゆ合り観察の事案においては何の波乱も起こらずに平穏のまま観察を終えることは少ないのであって……
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「はあ……もう、ヤヨイはいつもあんななんだから……」

「人の言うことをあんまり聞かないっていうか、にこにこしつつも強引っていうか……」

「そ、それは、私もヤヨイのことは嫌いじゃないし、ああいう風に世話を焼いてくれるのもちょっとは嬉うれしかったりもするけど……」

「……」

「……あれ、でもちょっと待って。もしかしてもうそろそろ……」

「……やっぱりそうだ。そうね。だったらこのままってわけにもいかないかも。私ももう高校生なんだし……」

「変えていかない、と……」







　３




　状況が変わってきたのは……観察を始めて一週間ほどが経たった時のことだった。

　それまでは前述したように実にエモい関係だった二人。

　その様は本当に観察を捗はかどらせてくれるものだった。

　だけど……

「最近、ヒナさんとヤヨイさん、あまりいっしょにいらっしゃらないですわね……」

　琴こと崎ざきさんがぽつりとそう口にした。

「昨日も別々に帰られていましたし、一昨日もその前もバラバラに行動する時間が多いようでした。お家うちでもあまり会話を交わしていらっしゃらないようでしたし……」

　あいかわらずどうして二人が家でも会話をあまり交わしていないことを知っているのはともかくとして。

　そう、ここのところ状況が少し変わっていた。

　いや正確に言えばヤヨイさんは変わらなかった。

　いつも通り職務兼自らの趣味のために嬉き々きとして宮みや川かわさんの世話を焼こうと、しょっちゅう学園内にまで顔を見せている。

　だけどそれに対する宮みや川かわさんの反応に変化が生じていたのだ。

　どういうことかというと……

「いってらっしゃいませ、ヒナ様。あ、今日もお迎えにあがりますね。十六時頃でよろしいでしょうか？」

「ううん、今日はいいわ」

「え？」

「放課後はちょっとやることがあるの。終わる時間はわからないわ。だから迎えはなくていいから」

「で、ですが……」

「だいじょうぶよ。わたしだってもう子どもじゃないんだから。下校くらい一人でできるわ」

「え、あ、はい……」

　そんな風に迎えの申し出を断ったり。

「ヒナ様、ヒナ様、ヤヨイさんのお弁当デリバリーですよ～。さ、ごいっしょに食べましょう」

「ごめんなさい。今日はちょっと部活の方に顔を出さないといけないから、家庭科室で他の部員たちと食べるわ」

「あ、そう、ですか……」

「ええ。お弁当、ありがとう」

「……」

　琴こと崎ざきさん待望の「あーん」の機会が失われたり。

「あ、ヒナ様、お帰りなさいませ。今日はどういたしますか？　またいつものように二人でいっしょにＤＶＤ鑑賞会でもやりますか？」

「素敵な誘いだけど、今日は宿題が多いから遠慮しておくわ」

「え、で、ですが、ヒナ様の好きなサメ映画もご用意したのですが……」

「え……っ……！」

「今回は三つ頭のあるサメが無双するお話だそうですよ？」

「そ、それは……っ……。……ううん、でもやっぱりやめとく。それはまた今度の楽しみにしておくわ」

「あ……」

　お家うちでカップルご用よう達たしのサメ映画鑑賞会を避けられたりと。

　そんな感じに、めっきり二人でいるところを見る機会が少なくなってしまっていた。

「ヒナさん……どうされてしまったのでしょう？　口ではそっけなくありつつも、間違いなくヤヨイさんのことを好ましく思われていたはずですのに……」

　バラバラにいることが多くなってしまった宮みや川かわさんとヤヨイさんの様子を見ながら、琴こと崎ざきさんが切なげにため息を吐つく。

「うーん……」

　どうにも不可解だった。

　俺の目から見ても、二人の間に親密な百ゆ合り色いろの波動が漂っていたのは間違いない。

　その波動はちょっとやそっとでどうにかなってしまうような軽いものではなかったはずだ。

　それがどうして急にこんなことになったのだろうか。

　ヤヨイさんが冷蔵庫に入っていた宮みや川かわさんのプリンを食べてしまったとか？　はたまた反抗期……？

　とはいえ俺たちにはただ推移を見守ることしかできない。

　観察者のジレンマというか、子どもの初めてのお使いを家で待つ家族のようにやきもきとする気持ちはあるものの、直接的にはどうすることもできないのだった。

「……とにかく、今は静観するしかありませんわね。残念ですが現状に改善傾向が見られるまで観察頻度も少し落としましょう」

「うん、しょうがないか……」

　観察は当事者たちが積極的な関わりを持つことで初めて成り立つものである以上、そうなるのは仕方がない。

　二人の関係がまた元に戻るタイミングを見計らうことにして、それ以外の観察はしばらく控えることにした。







　そんな日が何日か続いたある日の放課後。

「ふう、やることもないし、今日は家でネットの百ゆ合り動画でも探すかな……」

　校内を下げ駄た箱ばこに向かって歩きながら一人そうつぶやく。

　琴こと崎ざきさんいわく宮みや川かわさんたちの動静に大きな変化はなく、今日も観察は休みとのことだった。なので他にやることもない以上、早く帰ってお気に入りの百ゆ合りマンガ動画ページをチェックでもしようと思っていたところ。

「あ……こんにちは、新しん堂どうさん」

「ヤヨイさん」

　校門のところで、ヤヨイさんと出くわした。

「お疲れさまです……今お帰りですか？」

「あ、はい。ちょうどホームルームが終わったところで……。ヤヨイさんは宮みや川かわさんの迎えに？」

「……」

「ヤヨイさん？」

「あ、いえ。そのつもりだったのですが、ヒナ様は今日も部活があるので一人で帰ると言われてしまいました……」

「そう、なんですか？」

「はい……」

　答える声にはどこか力がない。

　宮みや川かわさんとの触れあいが減っていることがその原因になっているだろうことは、どう見ても明白だった。

　何と言葉を続けようか迷っていると、ヤヨイさんはこう続けた。

「……あの、新しん堂どうさん、今、お時間はおありでしょうか？」

「え？　あ、はい。今日も観察──いえ、特にやることもないのでヒマですけど……」

「そうですか。でしたらあの、実は相談に乗ってほしいことがありまして……」

　切実そうな声でそう言ってくる。

　相談に乗ってほしいこと。

　そんなの、宮みや川かわさんに関することしかないだろう。

　今の二人の状況は個人的にも何とかなってほしいため、自分でいいのなら力になれればと思うものの……

「……」

　だがそこではたと思い至る。

　今のこの状況は、観察をする身としてはアリなのだろうか。

　そう、観察の基本理念は、イエス観察ノー接触だ。

　傍観者になることはあれども当事者になることはあたわず。尊く清らかな百ゆ合りの営みは、外部から余計な思惑が介入することで邪魔をされるようなことは決してあってはならない。『百ゆ合りに挟まる男』になってしまうことは、観察する者にとって絶対に避けるべき事態の一つなのだ。

　そこから考えると、こうして今回の当事者の一人であるヤヨイさんから宮みや川かわさんについての相談を受けることはその理念に反することになってしまうような気もする。

　正直グレーゾーンだ。

　安全策を考えれば、断っておくのが無難なところなのだけれど……

「ダメ……でしょうか。他にもう頼れる方もいなくて……」

「……」

「ヒナ様がいない毎日など私には考えられません……このままではヒナ様ロスでどうにかなってしまいそうで……」

　縋すがるような目で訴えかけてくるヤヨイさん。

　こんな神妙な顔をされたら放っておくのも寝覚めが悪すぎる。

　それによく考えてみたらヤヨイさんと知り合ったのは厳密には観察を始める前だ。

　そう考えれば、彼女の相談に乗るのは観察者としてもギリギリセーフなのではないだろうか。

　そして何より決定的だったのは、次のヤヨイさんの一言だった。

「それに、あの……もしも違っていたら申し訳ないのですが……」

「え？」




「もしかしたら新しん堂どうさんは……私と同じではありませんか？」




「え、同じって……」

「その、使用人経験といいますか、どなたかにお仕えをしていた経験があるのではと……」

「！」

　驚いた。

　まさかだれかにそのことを指摘されるとは思っていなかった。

　今までも一度もそれらしいことを言われた経験はなかったし、これからもそうだと思っていたのに。

　だけど初めて見かけた時に俺もヤヨイさんがメイドさんであることを何となく推察できたことから、もしかしたら同類だけに通ずる何かがあるのかもしれない。

　少し戸惑いながらも、俺はこう答えた。

「……はい。正確に言えば、俺じゃなくて親がそういう仕事だったんですが……」

　とはいえ母親は住み込みで働いていたので、ほとんど同じようなものだ。

　実質ちょっとした掃除や食事の支度などの雑事は俺もやっていたわけだし。

「やはりそうでしたか。何となくですが、立ち振る舞いにそういった匂いを感じましたので……。そんなところに親しみを感じてしまったから、このような不ぶ躾しつけなことを頼んでしまったのかもしれませんね……」

　それは普段の何気ないムーブに自然と従属属性がにじみ出ていたのではないと思いたい。

　ともあれ……今の状況を整理してみる。

　現状を改善してほしいという観察側（俺たち）の希望。

　相談に乗ってほしいという当事者側（ヤヨイさん）からの切実な訴え。

　そして同じ使用人という共感できる立場。

　その三拍子がそろってしまったら、もはや断るという選択肢は俺の中にはなかった。

「……わかりました」

「え……？」

「俺でよければ相談に乗らせてください」

「！　本当ですか……！」

「はい。俺も気になってましたし……」

「あ、ありがとうございます！　感謝いたします……！」

　そう言って、ヤヨイさんが深々と頭を下げたのだった。







　４




　ヤヨイさんの相談内容は、おおむね予想していた通りだった。

　ここ最近宮みや川かわさんの様子がおかしいのだけれど何か事情は知らないか、もしも知っていたらそれが何か教えてほしいというものだ。

「本当にどうされてしまったのでしょう……今までこんなことはなかったのに……うう、私、干渉をしすぎてヒナ様に愛あい想そを尽かされてしまったのでしょうか……」

「そんなことは……」

「ですがヒナ様があのようにそっけないのは初めてのことで……。いつもでしたら朝は寝起きの悪いヒナ様におはようのなでなでをしながら優しく揺り起こしてさしあげて、朝食と昼食は真心をこめた珠玉の「あーん」を提供させていただいて、帰宅されたあかつきには愛情をこめたお帰りなさいのハグをさせていただいております。さらに夕食後にはいっしょにお風ふ呂ろに入り御お髪ぐしを洗わせていただいて、その後には寝付かれるまでお隣でぴったりと添い寝をさせていただいていましたのに……」

「……」

　……それは少し、いやかなり過干渉と言われても仕方ないかもしれない。

　というか重いな。タングステン並の重さだ。や……観察する立場からすれば美お味いしい百ゆ合りポイントではあるのだけれど。

　と、ヤヨイさんの少々過剰な宮みや川かわさん愛はともあれ。

　こうして改めて相談されたものの、実のところクラスこそ同じとはいえ、俺は特に宮みや川かわさんと親しいわけじゃない。

　部活や委員会などで接点があるわけでもないし、喋しやべったのもこの前ヤヨイさんを教室まで案内してきた時が初めてだ。

　なのであいにくのところ、何か有益な情報があるわけではなかった。

　そのことを伝えるとヤヨイさんはがっくりとうなだれた。

「そう、ですか……」

「すみません、力になれなくて……」

「いいえ、とんでもございません。聞いていただけただけで身に余る僥ぎよう倖こうです。ありがとうございました」

　結局何かわかったら教えることを約束して、その日は別れることくらいしかできなかった。

「宮みや川かわさん、本当にどうしたんだろうな……」

　翌日、教室で改めて見てみるものの、宮みや川かわさんに特に変わった様子はない。

　今も他のクラスメイトたちと他愛もないことを話しながら、楽しそうに笑っている。

　ただ放課後になると少し様子が異なるようだった。

　ホームルームが終わるなりいそいそと教室を出てどこかに向かっているようなのである。

　おそらくは部活に行っているのだと思うのだけれど、今まではこんなに毎日は参加していなかった。せいぜい週二、三くらいで、その他はヤヨイさんといっしょに帰っていたと思う。それがどうしてまた急にこんな頻繁に通うようになったのだろうか。そもそも家庭科部はあまり部員数が多くないことから毎日は活動していなかったような気もするのだけれど……

　宮みや川かわさんの方に目をやりながらそんなことを色々と考えていると。

　と。

「？　どうしたの、エイト。宮みや川かわっちが何か気になるん？」

　隣のマナがそう尋ねてきた。

「あ、いや、宮みや川かわさんがというか、宮みや川かわさんとヤヨイさんのことなんだけど……」

「あー、あのメイドさん？　そういえば最近あんまり宮みや川かわっちといっしょにいるとこ見ないね。ケンカでもしたん？」

「……それがわからないんだ。原因不明で」

「原因不明？」

「うん、気がついたらこんな風になってたというか……」

　ヤヨイさんの言葉じゃないけれど、本当にまるで理由がわからない。

「ふーん、なるほど。で、エイトはその理由が気になってるんだ？」

「え？　あ、うん」

　気になるというか、それが解明されないと観察を再開できないしヤヨイさんが落ちこんだままなため困っているというか……

　するとマナはこう言った。

「だったらさ、調べてみればいいんじゃね？」

「調べる？」

「うん、そ」

　そこでマナは大きくうなずいて。

「気になることがあるんだった気にならないようにするのが一番よくない？　わかんないことを放っておくのって気持ち悪いじゃん。もやもやしてる時は気分のおもむくままにサクッと抜いて、身体からだも心もすっきりしたいってね」

　にやりと不敵に笑いながらそう言ったのだった。







　その日の放課後。

　俺は早足で進むマナと二人でとある場所へと向かうべく廊下を歩いていた。

　向かっている先は……家庭科室。

「……本当に行くつもりなのか？」

「うん、そうだよ。だってエイト、宮みや川かわっちがどうしてメイドさんとよそよそしくなってるのか気になるんっしょ？　だったら宮みや川かわっちが放課後に何をやってるのか調べればいいだけじゃん」

「それはそうだけど……」

　とはいえまさかマナとこんな調査のようなことをすることになるとは思わなかった。

　ここまでやるのは観察者としての範はん疇ちゆうを超えているような気がしなくもないのだけれど……

「ほらほら、細かいことはいいっしょ。着いたし。入るよ」

「あっ……」

「こんちはー」

　まだ踏ん切りがつかない俺を横目にマナが家庭科室のドアを勢いよく開く。

　だけどそこには……

「って、あれ、だれもいなくね？」

　遠慮なしに家庭科室に足を踏み入れたマナが辺りを見回しながらそう言う。

　その言葉通り、家庭科室には宮みや川かわさんや他の生徒の姿は見当たらなかった。

「本当だ。宮みや川かわさん、ここに来てるんだと思ったんだけど……」

　違ったのだろうか。

　だけど流し台付きのテーブルの上を見てみると、準備中の調理器具や小麦粉などの料理の材料らしきものが乗っていて、何らかの作業途中であることがうかがえた。

「用事があって席を外してるとか……？」

「んー、それってだれかと逢あい引びきでもしてるんじゃん？　それか文春砲かフライデーか密会？」

「それ全部同じだから……」

「ん、そう？　ま、いいじゃん何でも」

　そう言ってケタケタと笑う。

　本当にマナはどんな時でもぜんぜんブレないな……と呆あきれながら何となくテーブルに目を戻す。

　フライパンや粉ふるい器などの調理器具で雑多に埋め尽くされたテーブル。

　するとその中に紛れて、あるものが視界に入った。

「ん、これ……」

　ページが開かれたままの状態のお菓子作りの本。

　ここにある何かを作ろうとしていたのだろうか。

　目を落としてみると、そこに書かれていたある言葉に注意を引かれた。

「これって……」

　普段だったら特に気にもならなかった言葉かもしれない。

　だけどそのフレーズと、少し前に琴こと崎ざきさんが言っていたとあることが結びついた。

　ああ、そうだ、琴こと崎ざきさんが観察をしていた時に口にしていた宮みや川かわさんとヤヨイさん二人のプロフィール。

　これはもしかしたらあれと関連して……？

「？　ん、エイト、どうしたん？」

「じゃあ宮みや川かわさんがヤヨイさんによそよそしくしてたのって……」

　その時だった。

「──そうそう、それでこれから試しに作ってみようと思ってるんだけどさ」

「！」

　廊下の方からそんな声が聞こえてきた。

　聞き覚えのある少しソプラノがかった声。

　どうやら宮みや川かわさんが戻ってきたようだった。

「まずい、隠れないと……！」

「え？」

「どこか隠れられる場所は……」

　家庭科室内をグルリと見回す。

　だけどパッと見たところ適切な場所はない。

　足音が迫る中、俺が仕方なしに選んだ先は……

　ガラリ。

　直後に入り口のドアが開く音がして、同時に複数の人の気配が入ってくるのを感じた。

「ごめんね、サチコたちにも来てもらって。準備はできてるんだけど一人だとちょっとレシピに不安なところがあったから、手伝ってくれて助かったかも」

「いいよいいよ。ヒナちゃん、今回の件は気合いが入ってたもんね」

「うん、だったらあたしたちも全力でヘルプしなきゃ」

　おそらく宮みや川かわさんと家庭科部員たちだろう。

　調理道具が置かれていたテーブルへと移動しながら談笑している様子がうかがえる。

（ふう、何とか隠れられてよかった……）

（……）

（教卓の下はちょっと狭いけど、宮みや川かわさんたちの用事が終わるまでここでやり過ごして……）

（あのさ、エイト）

（ん？）

（思うんだけどさ、別に隠れる必要はなかったんじゃね？）

（え……？）

（だってうちら、別にこっそりヤってたわけでもないんだし、家庭科室にいたっておかしくないっしょ。適当に誤魔化しとけばよかったんじゃない？）

（…………）

　その通りだった。

　見つかったところで、別に見学に来ただとか宮みや川かわさんに用事があっただとか、何とでも言い訳はできたはずだ。観察する立場からすればできることなら俺たちがここにいたことは宮みや川かわさんに知られないに越したことはないものの、それでもリスクを冒してまで隠れる必要なんてこれっぽっちもない。……これはあれだ、観察の時に基本的に茂みとかに隠れていることが多いため、隠こもれグセがついてしまっていたのかもしれない。

「でもヒナちゃん、学校に来てまで準備なんて、大変だね」

「うーん、ていうかさすがに家だとバレちゃうかもしれなかったから」

「そっか。三日後だっけ？　あたしたちも応援してるから、がんばってね」

　とはいえ今となっては出るに出られない。

　宮みや川かわさんたちが和やかな雰囲気でいるところに教卓の下から突然マナ（服装がエロく乱れている）と二人で出てきたりしたら、それこそ何かやましいことでもしていたんじゃないかと勘ぐられるのは間違いない。

　こうなったらもう宮みや川かわさんたちがいなくなるまで隠れているしかないわけであって……

（……悪い、こんなことにマナを付き合わせて……）

（ん？　別にいいって。こういう狭いところに男子と二人で入るのは初めてじゃないし。それにさー）

（？）

　そこでマナが肉食獣みたいににやりと笑う。

（考えてみればこれってもしかしてチャンスなんじゃね？　こんだけ近くであたしのカラダを堪たん能のうすれば、いくらミミズみたいに不感症なエイトでも少しは勃つっしょ）

（!!）

　言われて気がついた。

　そうだ、今の状態は……色々まずい。

　狭い教卓の中に無理矢理二人で入っていることからほとんど密着に近い状態。

　少し顔を動かせば頭突きをしてしまいそうな距離に、マナのメイクがばっちりきまった整った顔があるわけであって……

（い、いや、そういうつもりはまったくないというか……！）

（えー、エイトにはなくてもあたしにはあるし。ていうか男子の匂いでちょっとスイッチ入っちゃったかも）

（！）

（ほらほら、もっとくっついていい的な？　なんなら触ったりめくったりハグしたりしてくれてもぜんぜんオッケーっていうか、むしろウェルカム？）

　どこか蠱こ惑わく的な表情でそんなことを言いながら、マナはさらにじりじりと距離を詰めてくる。

　大きく開かれた胸元からは豊かすぎる谷間が自己主張していて、短く詰められたスカートの下からは健康的な太ももがチラリと覗のぞいているのが見えた。

　マズい……これは肉欲の暴力だ。

（そ、そんなことしない！）

（えー、なんで？　あたしがいいって言ってるのに）

（それにほら、今日は体育があったから、あんまり近づくと汗くさいかもしれないし……）

（んーん、ぜんぜんだいじょぶだって。ていうかエイトいい匂いだし。知ってる？　相手の匂いをいい匂いだって感じるのって、本能でその相手のことを求めてるかららしいよ？）

　目を細めながらペロリと舌を出すマナ。

（その気持ち、ちょっとわかるかも。エイトを見てると何だか食べちゃいたくなるっていうか、どうにかしちゃいたくなる）

（た、食べ……っ……!?）

　こっちを見ながら笑みを浮かべるマナが本物の肉食動物のように見えて思わず喉の奥から声が出そうになって。

（あー、声おっきいって。エイトってそういう性癖？）

（せ、性癖とかそういうことじゃない……！）

（ていうかあんま大きな声出すと宮みや川かわっちたちに気づかれるかもよ？　あたしは別にそれでもいいけど、エイトはバレたくないっしょ？）

（う、それは……）

　全力で避けたい事態だ。

（そうそう、だったらここは静かにしときなって。それで無言であたしの身体からだを堪たん能のうしとけばいいし。だいじょうぶ、初めては優しくしてあげっから）

（だ、だからそういうことじゃ……!?）

（それにさー）

（……？）




（──あたしなら、好きなだけ触れるよ？）




（え……？）

（なんかよくわかんないけど、エイトってあの妖精さんにそういうエロいことできないんっしょ？　おまけになんか遠慮してるっていうか、踏み越えちゃいけないラインを守ってる感じ？）

（な、何でそれを……）

（えー、そんなのちょっと見てればわかるじゃん。エイトの動きって完全に童貞ムーブそのまんまだし。でもそれってエイトがどうのってより、妖精さんに気を遣ってる感じっていうか？）

（……）

　失礼極まりない童貞ムーブ呼ばわりはともあれ……その言葉はこれ以上なく的を射ていた。

　確かに俺は琴こと崎ざきさんに対して、自制している。

　必要以上に異性として意識しないように、彼女にそう思わせないように、全力で配慮している。

　それは琴こと崎ざきさんの世界を守るために必要なものであって……

（ま、なんでそうなのかとはぜんぜんわかんないしどうでもいいけど。けどそれってしんどいんじゃね？　精子たまるだけっしょ。その点あたしだったら好きなだけ触っていいし、好きな時にヤラせたげる。みてるだけじゃなくてほんとにヤラせたげる。もちろん妖精さんには言わない。お、これってあたし、女神じゃね？）

　そう言ってにんまりと笑う。

　その笑顔はまるで小悪魔のよう、いやほとんどサキュバスのようであって……

「……」

　頭の中がグルグルと混乱状態だった。

　マナの言った言葉が弾丸のように脳裏を駆け巡り、心をかき乱す。

　それだけじゃなくて、目の前には少し汗ばんだ制服をはだけさせながらこっちを見上げる蠱こ惑わく的なマナがいて、教卓の中にはむせ返るような女子の匂いが立ちこめていて……

　まさに肉欲の坩堝るつぼ。

　普通の男子だったら、迷うことなく本能に流されるところかもしれない。

　だけど……

（……通りだ……）

（んん？）

（マナの言ったことはその通りだ……俺は琴こと崎ざきさんに対して自制してるし、そういう空気にならないように気を遣ってる。……それがしんどいと思う時も、なくはない）

（お、だったらいいじゃん。そのたまったヤル気をあたしに──）

（だ、だけど！）

　目を輝かせながら迫ろうとするマナを遮って、俺は言った。

（それも含めて俺は琴こと崎ざきさんの隣にいたいんだ！　琴こと崎ざきさんといっしょに歩いていきたいんだ……！）

（おお？）

（うまく言えないけどそれも含めての琴こと崎ざきさんっていうか、全部ひっくるめて俺は琴こと崎ざきさんを好ましく思ってる。だからこの場の勢いには流されない──）

　ありったけの気持ちを込めて大声でそう口にしようとして。

（あー、もう、だから声がでかいって）

（え？　──っっつ!?）

　ムギュ……！

　マナの声とともに、何か柔らかいものが俺の顔に押し当てられた。

　な、何だこれ、息が……！

（んー、んんん……！）

（はいはい、黙って、エイト。マジで見つかっちゃうし）

（ん、んんんんん……）

　息が……できない……

（んんん……）

　マナに頭を押さえつけられて、声も息も出すことができずにジタバタとしていると。

「ねえ、何かあっちで声みたいなのがしなかった？」

「ん、そう？」

「うん、断末魔のネズミみたいな……」

「私は聞こえなかったけどなあ。ヒナの気のせいじゃない」

「そうかなあ？　そう言われてみればそんな気がしてきた。あ、それより早く続きをやんないと」

（……）

（……）

（……んー、バレなかったみたいだね。ま、見られながらってのもそれはそれでありだし、あたしはどっちでもよかったんだけど。それじゃあこっちも続きをヤろっか、エイト）

（……）

（エイト？）

（……）

（ん、ちょっと、なんか顔色がゾンビ映画に出てくる一ヶ月くらい発酵したゾンビみたいになってるんだけど……生きてる？）

　よくわからないけどたぶん大丈夫じゃない……

　薄れゆく意識の中で、そんなマナの焦あせったような声を聞いたような気がしたのだった。







「はあ……死ぬかと思った……」

　宮みや川かわさんたちが用事を終えて去っていって。

　マナと俺だけになった家庭科室で、その場にしゃがみこみながら大きく息を吐いた。

「あー、ごめんごめん。でもエイトが野獣みたいな声を出しそうだったから、つい勢いで止めちゃったっていうか。ま、でもあたしの胸を好きなだけ貪むさぼれたし、宮みや川かわっちたちにもバレなかったし、結果オーライっしょ？」

「……」

　確かに結果的には助かったんだが、どうにも納得がいかないところがあるというか……

「ん？　あたしの胸、物足りなかった？　お気に召さなかった？」

「そ、そういうことじゃなくて……」

「Ｅはあると思うからけっこう男からは評判いいんだけど。エイト、見るからに巨乳好きそうな顔してるのになー」

「っつつつつつ……」

　相変わらず人の話を聞いてくれない……

　そうじゃなくて、その、マナは欠片かけらも気にもしていないというかむしろドヤ顔なんだけど、別に押し当てる場所はわざわざ胸じゃなくてよかったんじゃないかと言いたかっただけで……

　どこまでもマイペースなマナに心の中でため息を吐ついていると。

「ま、いいや。とりあえずエイトもあたしのカラダにぜんぜん反応しないわけじゃないってことはわかったし」

「あ、あれは……！」

「あー、はいはい、そういうことにしとくから。あはは、やっぱたまってたんじゃん。んじゃあたしもう行くし。また精子がたまったらいつでも呼んでくれればいいよ。じゃねー」

「あ……」

　そう言いたいことだけ言って、マナはあっという間に立ち去っていった。

　何だかすごく疲れた……







　宮みや川かわさんの件は、その後すぐに琴こと崎ざきさんに伝えた。

　宮みや川かわさんの様子がおかしかった理由がおそらくだけどわかったこと。

　このまま待っていれば明明後日しあさつてには問題が解決するだろうこと。

　家庭科室での詳細は何となく省きつつそれらの事情を説明したところ、琴こと崎ざきさんは目を瞬まばたかせながらこう答えた。

「三日後……そうなのですか？」

「うん。だからその日、いっしょに観察しよう」

「わかりましたわ！　瑛えい人とさんがそう仰おつしやられるのでしたら是非もありません。あらゆる万難を排しまして、明明後日しあさつては観察をすることにいたしましょう」

　ぐっと手を握り締めてそう口にする。

　うん、琴こと崎ざきさんも元気になってよかった。

　観察している百ゆ合りの動静はそのまま琴こと崎ざきさんの感情の波にダイレクトに直結する。

　家庭科室であんな苦労をしてまで調査をしてきた甲か斐いがあったってものだ。

「……」

　と……そこで少し前の家庭科室での記憶がよみがえる。

　マナとの、極めて直接的な接触。

　どうしてあんなことになったのかは何度考えても甚だ疑問なのだが、それは目を閉じれば今もリアルな感覚をもってまざまざと脳内に再生されるのであって……

「……」

　……って、ダメだダメだ！　男女の間柄はそれがどのようなものであれ心と心の繫つながりが、キラキラとした木漏れ日のような関係性が大事なのであって、あ、ああいう肉体的で本能に根ざしたギラギラとした接触は論外で……

「……」

　というか本当に、マナは何なんだ……

　あらゆる価値観が俺たちとは真逆の方向に振り切っていて全ての行動は本能そのままで、何がしたいのかさっぱりわからない。ビッチ怖い……

　頭を振りながら一人悶もだえていると、琴こと崎ざきさんがこっちをじいっと見ながら首を傾けているのに気がついた。

「？　ど、どうかした？」

「いえ、その、何というか……」

「？」

「この感覚が何なのか、自分でもよくわからないのですが……」

「??」




「何だか、肉欲の匂いがしたような気がして……」




「！　な、何の話？　焼き肉？」

「ううん、いえ……おそらく気のせいですわね、すみません」

「……」

　小さく首を振って、琴こと崎ざきさんはそう言った。

「それよりも……ええ、またあのお二人の仲なか睦むつまじい姿が見られるなんて、胸がワルツのように躍りますわ。明明後日しあさつてが楽しみです」

「あ、う、うん、そうだね」

　若干動揺しながらそううなずき返す。

　そうだ、今はマナのことなんかを考えている場合じゃない。マナの理解不能な肉欲にまみれた行動に頭を悩ませるよりも、すぐ先にある清くて尊い百ゆ合り観察の方が百倍重要な案件だ。

　肉欲に翻弄されて本当の輝きを見失うなんていうのは愚の骨頂。それは琴こと崎ざきさんが求めている世界の対極にあるものなんだから。

　そう自分に言い聞かせるようにして、邪よこしまな考えを振り払ったのだった。
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　五月十五日。

　瑛えい人とさんから解決の兆きざしが見えたと伝えられてからちょうど三日後。

　休止中であったヒナさんとヤヨイさんの観察が再開されました。

　瑛えい人とさんと二人で、お二人の決定的な動向を見逃さないように、その様子をつぶさに目で追っていきます。

　その日も、ヒナさんをお迎えするためにヤヨイさんは一年一組の教室にまで来ておられました。

　とはいえ……その表情はどこか浮かないものであります。

　まるでしぼみかけの向日葵ひまわりの花のようとでも言いましょうか。

　この数日の間ヒナさんから断りの言葉を聞くことがほとんどであったため、きっと今日も同じだと考えていらっしゃるのでしょうか。

「……ヒナ様、お迎えに参りました。ですが今日も何かご用事が……？」

　沈んだ声でそう口にされるヤヨイさんに。

「あ、ヤヨイ。ううん、今日はそうじゃないの」

「え？」

「ヤヨイに見せたいものがあるの。ちょっといっしょに来て」

「私に、ですか……？」

「うん、こっち」

「あっ……」

　歩き出したヒナさんに手を引かれて、ヤヨイさんが目をぱちぱちとさせながらもその後を追われます。

　教室を出たお二人が向かわれた先。

　そこは……

「ここは……家庭科室、ですか？」

「うん、そう」

「それで、私に見せたいものとは……？」

「見ればわかるわ。とにかく入って」

「はあ……？」

　怪け訝げんな表情のヤヨイさんが家庭科室のドアを開けて中に足を踏み入れます。

　次の瞬間。




「ハッピーバースデー、ヤヨイ！」




　そんな声とともに、勢いよくヒナさんの手からクラッカーが打ち鳴らされました。

　よく見てみると、家庭科室は一面にきれいな飾りつけがされて、普段とは違う華やかな雰囲気になっています。

　ああ、もしかしてこれは……

「こ、これは一体……？」

　ぽかんとするヤヨイさんに。

「一体も何もないわよ。ほら、ヤヨイ、今日が誕生日でしょ？」

「え……？」

「だからお祝いがしたくって。去年までは市販のケーキだったけど、今年からは私も高校生になったわけだし、ちょっと色々変えてみたいって思ったの。ほら、ケーキも手作りしてみたり……」
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　やはりそうでしたわ！

　ヒナさんがちらりと目をやられたテーブルの上には、『誕生日おめでとう！　大好きなヤヨイへ！』と書かれたチョコレートプレートが乗った、バースデーケーキがありました。

　ええ、わたくしとしたことがすっかり失念しておりました。

　そう。今日五月十五日はヤヨイさんのお誕生日。

　そこから推察しますに、これはつまり……

「こ、これを私に……？」

「うん。ていってもこんな本格的なのを作るのは初めてだったから、あんまりうまくできなかったんだけど……」

「そ、そんなことありません！　わ、私なんかのためにこんな……」

「ううん、ヤヨイにはいっぱいお世話になってるもの。これくらい当然。それに……今年は特別だから」

「……？」

「だって……今年から私、高校生になったんだよ。もうすぐ十六歳、もう立派な大人よ。……け、結婚だってできるし。昔、ヤヨイと約束したじゃない。私がちゃんとした大人になったら、私だけの手で全部お膳立てして、ヤヨイのことを思いっきりお祝いしてあげるって。そういう記念的な意味もあったから、ヤヨイにバレないようにサプライズでやりたかったの。この材料とかだって、ちゃんとアルバイトをして自分で買ったんだから」

「あ……」

　その言葉に、弾はじかれたようにヤヨイさんは口元に手を当てられます。

　そして……

「う……」

「鵜う？」

「う、ううう……よ、よかったですぅ……嬉うれしいです……」

「ちょ、ちょっと、泣いてるの、ヤヨイ!?」

「だって……てっきりヒナ様に愛あい想そを尽かされたと思っていたので……それどころか大人になられたヒナ様にこんな素敵なお祝いをしていただいて……」

「ば、バカね、そんなことあるわけないじゃない」

「え……？」

「わ、私がヤヨイのことを嫌いになるなんて、そんなことは天地がひっくり返ってもあり得ないって言ったの。だってヤヨイは、私の……」

「……」

「……だ、大好きな、人、なんだから……」

　真っ赤になりながらも、ヤヨイさんの服の裾をちょこんとつまんでヒナさんがそう口にされました。

「ヒ、ヒナ様……」

「……あ、あー、もう、恥ずかしいこと言わせないでよね！　と、とにかく、おめでとう、ヤヨイ。それから……いつもありがとう。これからもずっとよろしくね」

　そのヒナさんの言葉に。

　ヤヨイさんは涙まじりの顔で大きくうなずくと、こう答えられたのでした。




「──はいっ！　もちろんです！　末永くお世話させてくださいませ……！」







　５




「はぁああああああああああああ……！　おめでとうございます。そして、ありがとうございます。この学園にまた一つ……素敵な百ゆ合りの花が咲きましたわ」

　琴こと崎ざきさんの定番の台詞せりふが、歓喜の響きとともに辺りに響き渡った。

「単なる友情を超えた、深い、深い、精神的な繫つながり。お二人はこれから、特別な絆きずなを育まれていくことでしょう。可か憐れんな乙女たちが育む特別な絆きずな。それはまさに理想イデアの想起アナムネシス……！　本当に素晴らしいですわ……！」

　すりすりすりすりすりすり……！　と俺の手をかつおぶしのごとく頰にすりつけながら、興奮した様子で続ける。

「ええ、ええ、ヒナさんの様子がおかしかったのはこういうことだったのですね……！　ああ、もう、全てがストンと腑ふに落ちました。ヤヨイさんを想おもうからこそ秘密裏に事を進めるためのよそよそしさであって……まさに気遣いという名の百ゆ合り色のパッケージに隠された尊みの極致です……！」

　そう、あの日、家庭科室で開かれたままにされていた本。

　そこには『大切な人の誕生日をお祝いするために。心に残るバースデーケーキの作り方』と書かれたページがあったのだ。

　それまでの家庭科室での宮みや川かわさんと友だちの会話と、そのページから、今回のサプライズを推測したのだけれど、どうやら予測は当たってくれたみたいだ。

「瑛えい人とさんの言っていた通りでしたわ。お二人の間の問題は本日には無事に解決するという百ゆ合り観察予報は見事に的中されました。さすがです！」

「や、そんな大層なものじゃなくて……」

「そういえば瑛えい人とさん、ご存じでしたか？」

　と、家庭科室を見渡しながら琴こと崎ざきさんが言った。

「？　何が？」

「この家庭科室なのですが……『百ゆ合りのゆりかご』の一つなのですわ。『永とこ久しえのアフタヌーンティー』と呼ばれている場所で、大切な人に感謝と思慕の気持ちを伝えて相手がそれを受け入れると、その想おもいは決して消えることなく永遠に続くとの逸話があるのです」

「え、そうなんだ」

「はい。だからヒナさんがこの場所でヤヨイさんにお祝いと感謝の気持ちを伝えられたのも、きっと百ゆ合りの女神様に導かれてのことだったのかもしれませんね。ふふ、お二人とも本当に幸せそうで、うれしくなってきてしまいますわ」

　ここはそんな場所だったのか。

　図らずも、大切な人に感謝の想おもいを伝えるのに最適な場所。

「……」

　だったらここで今から俺がやろうとしていることも……ある意味での縁のようなものというか、そういった巡り合わせに導かれたものなのかもしれない。

「──あの、琴こと崎ざきさん」

「はい！　何でしょう」

　あふれんばかりの百ゆ合りシャワーにさらされてツヤツヤとした顔で返事をする琴こと崎ざきさん。

　その琴こと崎ざきさんの目を真まっ直すぐに見て。

　俺は包装されたあるものを差し出した。

「？　こちらは……？」

「ええと、とりあえず開けてみてもらえると……」

「あ、はい。──わあ、これって……」

　中身を見て、琴こと崎ざきさんが花が咲くようにぱあっと表情を輝かせる。

「素敵な百ゆ合りの花のネックレスですわ！　かわいらしくて、すごくきれい……」

　よかった、気に入ってくれたみたいだ。

「ですがこれは……？　ヤヨイさんとは違って、わたくしは今日が誕生日ではないですが……」

　目をぱちぱちとさせる琴こと崎ざきさんに。

　俺は……告げた。

「ん、それはわかってる。そうじゃなくて今年は……」

「……？」




「──今年は琴こと崎ざきさんと出会ってから、ちょうど十年目だからさ」




「あ……」

　琴こと崎ざきさんが小さく声を上げて口元に手を当てる。

　そう、宮みや川かわさんの意図に記念日的な要素が含まれていると気づいた時に、俺は同時にとあることにも思い至った。

　今年は十年目。

　俺の母親が琴崎家で住み込みの使用人をすることになってから、そして琴こと崎ざきさんと初めて出会ってから、ちょうど十度目の春なのだ。

「だからその記念っていうか、これまでのありがとうとこれからもよろしくの挨拶代わりというか……」

「瑛えい人とさん……」

　口元に手を当てたまま、琴こと崎ざきさんが目を瞬まばたかせる。

　初めて会った時も、小学生の琴こと崎ざきさんは、そんな風に仔こ犬いぬみたいに目をパチパチとさせながら父親の陰から顔を出していた。

「ありがとうございます……とても、とてもうれしいです。ありがとうとよろしくお願いしますを言わなければならないのはわたくしの方ですのに……」

「琴こと崎ざきさん……」

「ですがもう十年も経たっていたのですね。瑛えい人とさんと出会ってからは毎日が楽しくて、驚くくらいに色鮮やかで、晴れた日の水みな面ものようにキラキラとしていて……時間が飛ぶように過ぎてしまっていましたわ」

　嚙かみしめるようにそうつぶやく。

　この十年間、色々なことがあった。

　楽しいこと、嬉うれしいこと、幸せなこと。

　それだけじゃなくて……辛つらくしんどいこともあった。

　四年前の出来事はその最たるものだったけれど、だけどそれがあったおかげで琴こと崎ざきさんとの間の繫つながりはより強くなったようにも思える。そう考えれば、琴こと崎ざきさんと過ごしたこの十年は俺にとって全て宝物のような時間だ。

　琴こと崎ざきさんも、同じように思ってくれていたらいいなと思う。

「改めてわたくしからも言わせてもらいますわ。これまでは……本当にありがとうございました。瑛えい人とさんがいてくれたおかげでこの十年は夢物語のように素晴らしいものとなりました。瑛えい人とさんはわたくしにとって人生で最も価値のある出会いの相手であり、何にも替えられないただ一人の存在であると思います。ええ、それこそ比ひ翼よく連れん理りの片割れのように。だから……」

　そこで琴こと崎ざきさんは真まっ直すぐにこっちを見上げると。

　スカートの端を指でつまみながら深々と頭を下げて。

「これまでの篤あつい友ゆう誼ぎにマリアナ海溝よりも深い感謝を。そしてこれからも……決して道をわかつことなく、いつまでも共に歩んでいくことを誓いますわ。よろしくお願いいたしますね、瑛えい人とさん」

「琴こと崎ざきさん……うん、こちらこそ」

　そうお互いに改めて未来への誓いの言葉を口にして。

　手を握り締めながら笑い合ったのだった。
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　さて、ここから先はその後の顚てん末まつを少し語ることにいたしましょう。

　あれから数日。

　ヒナさんによるサプライズバースデーを経て、お二人の関係はすっかり元のものに戻られました。

　ふと目をやればいつもいっしょにいて、二人でいるのが当たり前の間柄。

　今日もヤヨイさんは教室にまでやって来て、ヒナさんのお世話を焼かれています。

「次は体育の時間ですね、ヒナ様。体操服へのお着替えのお手伝いをしてさしあげたいと思うのですが～」

「し、しなくていいから！　一人で着替えられるから……！」

「ですがお屋や敷しきではいつもお着替えを手伝っているではありませんか」

「！　い、家は家、学校は学校でしょ！　ていうかそんなことを大声で言わないで！　は、恥ずかしいじゃない……！」

「？　そこはヒナ様のかわいらしいポイントであり恥ずかしくはないと思いますが……？」

「……っつつつ……と、とにかく一人で着替えられるから！　あともう授業が始まるからヤヨイは帰って──」

「そうだ、私もヒナ様といっしょに体育の授業を受けるのはどうでしょう？」

「は、はあ……？」

「きっと楽しいと思うのです。ほら、体育なら一人くらい増えていても気づかれないと思いますし。いかがですか？」

「い、いかがですかじゃないでしょ！　気づかれるに決まってるじゃない……！」

「そうでしょうか～？」

「そうだって！」

「わかりました。では授業に参加するのは諦めて、ヒナ様を応援をすることにいたします。それならいいですよね？」

「そ、それは応援なら……」

「決まりですね。それではお手製の垂れ幕で全力で応援させていただきます」

「そ、そんなのいつの間に作ったの!?」

「昨日の夜ですが～？」

「……っつつつつつ……」

　ヒナさんはやっぱり少しばかり照れくさそうではあるものの、お二人の距離は明らかに以前よりも近くなっておりまして……

　うふふ、雨降って地固まるとはこういうことを言うのでしょうか。ええ、もともとコンクリートのようだった地面ではありましたが、それがさらに大理石のような盤石なものになったかのようですわ。

　胸に手を当ててその奥にじんわりと湧き上がってくる幸せな気持ちを感じながら、観察を続けます。

　と、そこで掌てのひらに触れたものに気づきました。

　そこにあったのは、先日瑛えい人とさんからプレゼントされた百ゆ合りの花のネックレス。

「……」

　思わず笑みがこぼれます。

　瑛えい人とさんからいただいたこの百ゆ合りの花のネックレス……これを首元につけているだけで、胸の奥がじんわりと温かい気持ちに満たされていくような気がするのです。ええ、まるで瑛えい人とさんの優しい気持ちがいつだってそこにあるかのように。

「？　どうしたの、琴こと崎ざきさん。嬉うれしそうに笑って」

「ふふ、何でもありませんわ」

「？」

　不思議そうな顔になる瑛えい人とさんに。




「ねえ、瑛えい人とさん。百ゆ合りの花は……やっぱり最高ですわね」




「??」

　さらに首を傾かしげられる瑛えい人とさんに。

　心の中でさらなる感謝の念を送りながら、そっと微ほほ笑えみを返したのでした。
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　俺たちの関係に転機が訪れたのは……今から四年前のことだった。

　琴こと崎ざきさんが十二歳で俺が十一歳だった、夏のことだ。

　あの日のことは、今でもハッキリと覚えている。

　その日……俺は屋や敷しきの掃除をしていた。

　朝から応接間や客間などの各部屋を回って、掃除機をかけたりゴミ箱の中身を回収したりする。

「ふう、腰が痛い……」

　屋や敷しきは何せ広いものだから、部屋を全て回るだけでもひと苦労だ。

　だけど午後からは琴こと崎ざきさんと二人で新作百ゆ合りライトノベルを読みながら百ゆ合り談義をする約束をしていたので、作業は早めに終わらせておきたいところだった。

「……これで屋や敷しきの中はだいたい終わりかな」

　集めたゴミをまとめる。

　これをゴミ捨て場まで持っていってしまえば室内での作業は終了のはずだ。

　一段落して、休憩しようとしていたその時だった。




「いやぁああああ……っ……！」




「！」

　声が聞こえた。

　それは悲鳴とも叫び声ともつかない、だけど確かに助けを求める声。

　すぐに、彼女のものだと気づいた。

「イリアちゃん……！」

　ただごとじゃないと思った。

　彼女の身に何かが起こったのだと思った。

　手にしていたゴミ袋を放り出して、全速力で走り出す。

　この向かった先で……琴こと崎ざきさんの、俺の、その後の関係性を大きく変える出来事が待ち受けていることなど、この時は知る由よしもなかった。
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　青せい天てんの霹へき靂れきという言葉がある。

　晴れ渡った空に突然起こる雷のように、世の中には予想だにしない事件が突然起こることがあるという意味だ。

　教科書にも載っているような有名な故事であることから、大抵の高校生なら一度は聞いたことがあるんじゃないかと思う。俺も聞いたことだけはあった。ただ言葉としては知っていても、それが具体的にどんなシチュエーションを示すのかは想像したことがあるやつは少ないんじゃないかとも思う。

　だけどそれが今日わかった。

　身に染しみてわかった。

　晴れ空の雷というものが現実に起こった時の衝撃といったら、それはまさに今の俺に起こっている状況と同じようなものなのではないだろうか。

「んん……っ……」

　息ができなかった。

　小柄でふわふわとした女子生徒が、背伸びをしながら正面から俺に抱きついて……その顔を重ねてきていた。
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「ん、んんんん……っ……!?」

　動けない。

　そこまで力は強くないものの、絶妙なポジションでぎゅっと押さえこまれてしまっていて、完全に身動きを封じられてしまっている。

　何が何だかわからずに混乱する視界の端には、ぽかんと立ち尽くす琴こと崎ざきさんと、その隣で驚きの表情を浮かべているマナの姿がかすかに見える。

「…………」

　琴こと崎ざきさんは完全にフリーズしていて。

「あー、なにこのシチュ？　まったくぜんぜん意味不明なんだけど。何でエイトがキスされてんの？　は？　フラッシュモブとか？」

　マナはそんなことを口走っている。

　この状況が何かなんて、そんなことは俺の方が訊ききたい。

　何をどうすれば見知らぬ女子生徒にいきなりこんなことをされなければいけないのか、神様がいたら小一時間くらい問いつめてみたい案件だ。

　クラクラとする頭を必死に動かしながら、記憶を掘り起こす。

　この状況に至るまでに何があったか。

　話は一時間ほど前に遡る──







　その日も、特に変わったことはない普通の一日だった。

　朝起きて眠たい目をこすりながら登校して。

　教室でマナと朝の挨拶と恒例の付き合わないかのやり取りを交わし、その後にやって来た琴こと崎ざきさんと雑談混じりにいつものように百ゆ合り談義をして（関係ないがこの日の議題は姉妹の百ゆ合りについてだった）。

　俺の頭では少しレベル高めな授業を苦労して受けながら、休み時間や昼休みにはようやく少しだけ馴な染じんできた周りのクラスメイトたちともちょっとした会話を交わしたりしつつ、再び午後は頭を捻ひねらせながら授業に集中する。

　この猫ねこ丘おか学園に入学してからもう何日と繰り返されてきた、極めて日常的な一日の風景。

　そして授業も終わった放課後、俺は琴こと崎ざきさんと次の観察をどうするかについて話しながら、生徒が行き交う学園の敷しき地ち内を歩いていた。

「それでですね、次の観察対象といたしましては、三年生の方々などはどうかと考えているんですわ」

「三年生か。うん、いいと思う。今までの観察相手に三年生はいなかったから、どんな百ゆ合りカップルがいるのか気になるし」

「ですわよね！　ええ、瑛えい人とさんならそう言ってくださると思っていましたわ！　でしたらこれから三年生の教室へ様子を見にいってみませんか？　気になっている方々がおりまして……」

　ちなみにそう微ほほ笑えみながら提案してくる琴こと崎ざきさんの首元には、先日プレゼントした百ゆ合りのネックレスが陽ひの光を受けて純白に光っていた。

　どうやらあの日から毎日着けてくれているみたいだ。

　そのことを確認できて、少し嬉うれしくなってしまう。

　油断するとニヤついてしまいそうな顔を何とか隠しながら歩いていて。

「あ、おーい、エイトじゃん。妖精さんも」

「？」

　ふと声をかけられた。

　見てみると、そこにはこっちに向かって勢いよく手を振るマナの姿があった。

「……げ、マナ」

「ちーっす。放課後に会うなんて珍しいね。初エンカってやつ？」

「……あー、まあ」

　マナとは教室で文字通り毎日顔を合わせているわけだが、それ以外の場所で遭遇することはあまりなかった。というかマナの言う通り初めてだ。それはこの猫ねこ丘おか学園の敷しき地ちの常識外の広さが影響しているのかもしれない。

「やー、でもここんとこエイトとは縁があるんじゃね？　この前の家庭科室のアレも楽しかったし、やっぱエイトとはカラダが引かれ合ってるのかな」

「い、言い方……！」

「ん？　じゃあカラダの相性がいいとか？」

「それ変わらないだろ！」

　どこまでいってもあいかわらずビッチなマナのペースに呆あきれていると。

「この前……？」

　琴こと崎ざきさんが不思議そうに首をちょこんと傾ける。

「あ、いや、それは何でもなくて……」

　家庭科室での出来事は、その、できれば琴こと崎ざきさんには言わないでおきたかった。

　意図して起きた状況ではないとはいえ何となく後ろめたいというか、傍観者としての立場からも微妙な行動であったわけだし……

　というか正直なところそもそもあんまりマナには琴こと崎ざきさんに関わってほしくない。大前提として生きている世界が正反対だし、それこそ満月とミシシッピアカミミガメくらいに価値観が違いすぎる。

　だけどマナはそんな俺の懸け念ねんなどどこ吹く風でこう言った。

「で、二人で何してたん？　デート？」

「デっ……違うって。観察の相談をしてただけで……」

「観察？」

「ええ、そうですわ。それは繰り返される決まり切った日々の中で燦さん然ぜんと輝く甘やかな桃源郷……瑛えい人とさんと二人で深い深い尊みの境地へと没入する珠玉の虹色時間でありまして……」

　琴こと崎ざきさんがキラキラした目でそう語り出そうとしかけた時だった。

「ん？」

　辺りを歩いているたくさんの女子生徒。

　その中でたまたま近くを通りがかっていた二人連れの内の一人が……なぜかじいっとこっちを見てきていた。

「……？」

　小柄でどこかふわふわとした雰囲気の女子生徒と、眼鏡をかけた真面目そうな女子生徒。

　何だろう、知り合い……ではない、たぶん。

　クラスメイトではないしどこかで見た覚えもないし、また陰キャ属性が発揮されて道でも訊きかれるのだろうか……？

「どうしたの、リオ？　あの男の人、知り合い？」

「……」

「知り合いじゃないんならあんまり見ちゃだめだよ？　失礼だから……」

「……ん～、そうだね～、男の子を試してみるのもいいかも～」

「？　リオ？」

　隣の眼鏡をかけた女子と何か会話を交わした後、小柄な女子生徒はとてとてと無防備に近づいてきた。

　そのまま大きな瞳でじいっと俺を見上げる。

「？　ええと、俺に何か用？」

「……」

「知らない人、だよね？　クラスも違うと思うし、どこかで会ったっけ──」

　そう言いかけた次の瞬間。

「……ん、んんっ……！」

　ふいに顔の辺りを、吐息とともに何かが覆った。

　温かくて柔らかな、初めての感触。

　それが女子生徒が背伸びをして顔を近づけてきたのだということに気づくのに……十秒ほどかかった。







　──こうして、今の状況に至るのである。

　突然現れた見知らぬ女子生徒に抱きつかれて迫られるという意味のわからない体験。

　いまだに目の前にはその女子生徒の顔がある。

　顔自体は完全に密着しているため、傍はたから見たら完全にキスをしている状態だろう。

　ただかろうじて唇への直撃だけは避けることに成功していて、頰への接触に留とどまっていたのは、不幸中の幸い（？）だった。

　そのままさらに十秒ほどその状態を続けて。

「……ぷはあっ」

　女子生徒はペットボトルの炭酸飲料を飲み干した時みたいな声とともに、ようやく解放してくれた。

「……っつつつ……」

　困惑しながら女子生徒と距離を取る。

　改めて顔を見てみても、やはり見覚えはない。

　ただリボンの色から、どうやら三年生であるだろうことだけはわかった。それがわかったところでどうしようもないのだけれど。

「ん～、なんか違うかな。これじゃない感じ～？　メロンかと思って食べてみたらハチミツをかけたキュウリだったみたいな～」

「……？」

　女子生徒が何かつぶやいていたのだけど何のことなのかさっぱりわからない。

　対応に困ったまま女子生徒の顔を見ていると、マナが首を捻ひねりながら口にした。

「あー、えーと、だれこの人。エイトの知り合い？」

「や、俺は知らない……」

「ん～？　エイトっていうの、この人～？」

「は、マジで？　名前も知らないん？　あはは、それホント完全に他人じゃん。てかそれでいきなりエイトにちゅーしたんだ。ウケる」

「いやそれについてはマナも同じようなものだったと思うけど……」

　名前を知って三十秒で付き合わないかというかカラダの関係にならないかと提案してきたギャルが言っても説得力はまったくない。

「それはそれ、これはこれっていうか。別腹みたいな？　ていうかあたし、いきなりキスまではしてないし」

　一般の尺度から見ればほぼ同じだと思うのは俺だけだろうか。

　ともあれ……現状が混乱の渦か中ちゆうにあることには変わりはない。

　どう収拾をつけようか頭を悩ませていると、もう一人の眼鏡の女子生徒が慌てたような顔で飛び出してきた。

　女子生徒はわたわたと俺たちと小柄な女子生徒を見比べると、がばっと頭を下げた。

「す、すみませんでした……！　この子がとんでもないことをして……！」

「あ、い、いや……」

「ま、まさか、男子相手にまでいきなりあんなことをするとは思わなくて……ほら、リオも謝って。何であんなことしたの……！」

「え～、何だろ、何となく？　そこに山があったから～？」

「ど、どうして疑問系なの！　じ、自分のやったことなんだから、ちゃんと反省して謝らないと……」

「ん～、ほら～、だって『運命の相手』はもしかしたら男の子かもしれないと思って～。今までは周りにいなかったから諦めてたけど、せっかく今年からいるようになったんだからとりあえず試してみようかみたいな～？」

「だ、だからって……」

「でもミサキがそう言うなら謝る～。ごめんなさ～い。もうしないから許して～。それじゃあ～」

　そんな謝罪なのかどうなのかよくわからないことを口にすると、リオと呼ばれた女子生徒はふらふらと歩いていってしまった。

「あ、ちょ、ちょっと待って！　も、もう、本当にあの子は……。ご、ごめんなさい……二度とあんなことはさせませんから……！」

　再度頭を下げると、その後を追うようにして眼鏡の女子生徒も走り去っていってしまった。

「……」

「……」

「……」

　後には呆ぼう然ぜんとする俺と、いまだ完全にフリーズ中の琴こと崎ざきさん、長い睫まつ毛げを瞬まばたかせるマナが残される。

「あはは、やっぱこの学校、面白い人がたくさんいるねー」

　しばらくして、マナが楽しそうにそう口にした。

「歩いてたらいきなり抱きついてチューしてくるとかマジでロックだし。てか通り魔？　あー、でもエイトの初めてはあたしがもらおうって思ってたのに。ちぇ、それだけは残念ー」

「……」

　どうして初めてだと決めつけるのか。……いや、その通りなんだけど。

　あとマナは勘違いしているようだが。

「まあ、初めてはギリギリ避けられたというか……」

「え？」

「だから、その、そういうこと、はしてない。ニアミスだった」

「え、そうなん？　へー、そっかそっか。じゃあまだエイトはキス童貞ってことか。うんうん、そうだよね。エイトにはそれが似合ってるし」

　マナが笑顔で失礼極まりないことを口にする。

「てことで、エイト、まだ清い身体からだのままだって。よかったね、妖精さん」

「……」

「ちょっと、妖精さん？　おーい」

「…………」

「え、これマジでだいじょうぶ？　電池切れた？　寝てる？」

　琴こと崎ざきさんの顔の前で手を上下に振る。

「…………え？　あ、はい。何でしょう？」

　そこでようやく琴こと崎ざきさんは我に返ったように返事をした。

「だから、さっきのあれは何だったんだろって話なんだけど……」

「さっきのあれ……？　あ、ええと、あそこの木の上でスズメさんがダンスをしていたことですか？　ええ、何だったのでしょうね……」

「あー、だめだこれ。ぜんぜん機能してない」

　マナが呆あきれたように息を吐く。

　顔を見合わせる俺たちに、琴こと崎ざきさんが焦あせったように胸の前で手を振った。

「あ、え、ええと……おかしいですね、な、何だか調子が狂ってしまったみたいで……すみません、今日のところはわたくし、これで失礼させていただきますね」

「あ、琴こと崎ざきさん──」

「ま、また明日。ごきげんよう」

　そうぺこりと頭を下げて、ロボットみたいな動きで琴こと崎ざきさんは去っていってしまった。

「あちゃー、妖精さん、完全に壊れてた感じだし……」

　マナが腰に手を当てながらため息を吐つく。

　百ゆ合りの尊さに興奮して別の意味で壊れたようになった琴こと崎ざきさんは何度も見たことはあったけれど、あんな風に魂が抜けたような感じになる彼女は初めてだった。

「どうして琴こと崎ざきさん、あんな……」

「そりゃあそれだけショックだったってことっしょ。エイトがキスしたのが。まあ未遂だったみたいだけど」

「そう、なのかな……」

　あの動揺の仕方はそれだけじゃないような気がするというか……

　どこか引っかかるものを感じながらも、その場ではそううなずき返すことしかできなかった。







　２




　翌日。

　少しばかり不安を抱えた心地で、俺は教室へと向かっていた。

　胸の奥に引っかかっていたのは……言うまでもなく琴こと崎ざきさんについてだ。

　前日の、彼女らしくない動揺した様子。

　あの後いちおうＲＩＮＥで「大丈夫？」と送ってみたものの、結局返信はないままだった。

　既読にはなっていたから読んではいるみたいだったけれど、いつものようにユリエモンのスタンプで『問題なっしんぐユリ！』と返ってくることはなかった。

「大丈夫かな、琴こと崎ざきさん……」

　歩きながらも不安は募る。

　とはいえどうしてああなったのか……まったく心当たりがないわけでもなかった。

　あくまで推測でしかないけれど、あれは俺がどうのというよりも、もしかしたらキスという（未遂だったけれど）男女の間での性的な営みに関わる行為自体に反応してしまったのかもしれない。

　そうなる下地を琴こと崎ざきさんが持っていることを、俺は知っている。

　いずれにせよ話してみないことには何もわからない。

　ただ昨日の様子から考えると、そもそもいつものように一年一組の教室にまで来てくれない可能性もあったのだけれど……




「──昨日は失礼いたしました。おかしなところをお見せしてしまって……」




　普通に来ていた。

　いつも通り背景に百ゆ合りの花を浮かべながら、マナと俺に向かって深々と頭を下げる。

「琴こと崎ざきさん……」

「マジでだいじょうぶなん、妖精さん。昨日だいぶポンコツだったんだけど……」

「心配をおかけして本当に申し訳ありませんでした。それに次の観察のお話も途中でしたのに、逃げるようにして帰ってしまって……」

「あ、いや、それはいいんだけど……」

　それより心配なのは琴こと崎ざきさんの状態であって……

「ええ、それはもう問題ありません。一晩経って、だいぶ頭も冷えましたから」

　そう言ってにっこりと笑顔を見せる。

　そのほがらかで落ち着いた様子は、彼女の言う通り、一見するといつも通りの琴こと崎ざきさんに戻っているように思えた。

「本当に大丈夫なの？」

「はい、元気ハツラツユリナミンＣです」

「……」

「ま、妖精さんもたまには慌てることがあるってことかな。なんにせよまともになったんならよかったし」

　マナが軽い調子で笑う。

　気になるというか突っこみたいところは多々あったけれど、本人が大丈夫だと言う以上、ひとまずそれについては置いておくしかない。

「それにしても昨日のあの二人は何だったんだろうな……」

　とすれば残る問題はそっちだ。

　特に小柄で気まぐれなネコみたいだった方。

　何だか全体的にふらふらした感じだったし、そもそもその辺を歩いていただけの見知らぬ相手（俺）にキスをしようとしてくるなんて普通じゃない。

　すると琴こと崎ざきさんがおもむろに口を開いた。

「それなのですが……実はあのお二人のことが気になってしまって、あの後少し調べてみたんです」

「え、そうなの？」

「はい。お名前は早さ乙おと女めリオさんと葛西かさいミサキさん。三年生です。そうしたら……気づいてしまったのです」

「気づいた？　何に？」

「ええ、それは……」

　そこで琴こと崎ざきさんは一度言葉を止めた。

　そして話していた声のトーンを一段上げると。




「──あのお二人の間にある、不安定でありながらも美しく、なおかつ未知の可能性に満ちた輝きを見せる、まるで最も上がみ川がわのように脈々とほとばしる百ゆ合り色の波動に！」




　両手を胸のところでぎゅっと握り締めて、そう言った。

「……え？」

　それって……

「そうですわ。お二人を知る周囲の人たちにお話をうかがってみたり、仕掛けていた情報源を確認──こほん、女神様の託宣をうかがってみたところ、あのお二人はどうもお互いに深く想おもい合う関係のようなのです」

「え、でも昨日……」

　あの小柄な方──早さ乙おと女めさんは、俺に、その、キスしようとしてきたような……？

「そこなのですが……」

「？」

「どうにもあのお二方の一方……リオさんは、その、少々奔放すぎるということで有名みたいなのですわ」

「奔放……？」

「ええ、具体的にはふらふらと落ち着かない挙動が各所で見られるようなのです。だれかに誘われたら二つ返事でついていってしまわれたり、他の方とデートをされてみたり、さらにああして突発的に不特定多数のお相手に……その、抱きつかれたり、口づけをされたりすることは今回が初めてではないらしく、三年生の間でも有名だったと……」

「……」

　え、そんな辻つじ斬ぎりのプロ（？）みたいな人だったのか。

　だったらあの時に何のためらいもなく俺の唇を獲とりにきた一連の行動にもうなずけるのだけれど……

「どうやらリオさんは『運命の相手』を求めていらっしゃるようなのですが、彼女が何かをされるその度にあの時のもう一人……ミサキさんがフォローされているようなのです。その様は実に甲か斐い甲が斐いしいもので、まるで長年連れ添った夫婦のようであるのだとか……。ただリオさんの行動が個性的すぎるばかりに、関係性としては不安定であるとのことなのです。──なのでここはやはり」

　そこまで口にすると、琴こと崎ざきさんはキラキラした目でこっちを見上げてきた。

　ああ、うん、それはそういう流れになるか……

　そのまま予想通りグイっと身を乗り出してきて。

「世にある数多あまたの花々を観察する身としては、その複雑な花びらと花か弁べんとに包み隠された花心をつまびらかにしたいと願うのは必然ですわ。ええ、それはもはや宿命とも言えるべきこと……。──さあ、それでは今日も観察を……わたくしたちの時間を始めましょう。至高の花々たちが織り成す綾あやのように美しい輝き……しかとこの目に焼きつけてみせますから！」

　そう大きくうなずきながら言い放ったのだった。







[image: イリアの時間４－１]

　リオさんとミサキさんは、大抵はいつもお二人で行動されていらっしゃいます。

　もともと小さい頃からいっしょにいらした幼なじみである上に、同じ学年でクラスも同じ、くわえて席も隣同士ということもあり、一日のほとんどの時間を共に過ごされていると言ってもいいほどです。

「ということは、観察するには三年生の教室に行けばいいのか」

「ええ、そうだと思います」

　三年生の教室は学園の敷しき地ちの中でも奥まった場所にあります。

　一年生棟や二年生棟とも少し離れていて、周囲には森や池が点在する閑静な環境。三年生は受験を控えていて集中をする必要があるため、こういった配慮がなされているのだというお話です。

　普段はあまり足を踏み入れることのないその場所の、一年生や二年生のものとはどこか異なる落ち着いた雰囲気に新鮮さを感じながらもお二人の姿を探していると……あ、いらっしゃいました！　早速お二人を見つけることができました。

　教室内で机を並べて、楽しそうにお話しをしていらっしゃいます。

「……あー、確かにあの時の二人だ。見たところ仲は良さそうだけど……」

「お二人は幼なじみであるとのことです。幼稚園からずっと同じクラスでほとんど家族ぐるみのお付き合いであるのだとか」

「そうなんだ……」

　さあ、ここからが観察の始まりです。

　人生の三分の二以上を共に過ごされた長いお付き合いのお二人は、どのようなめくるめく百ゆ合り色いろの波動を見せてくださるのでしょうか。

　そしてその培つちかわれた関係性は、観察という尊い過程を経てどのような絆きずなへと変化を遂げていくのでしょうか。

「……」

　彼女たちの一日の様子を追っていきたいと思います。







　朝のホームルーム前。

「あれ～、古文の教科書、忘れちゃったみたい～」

　カバンの中に目をやりながら、リオさんがそう口にされます。

「え、そうなの？　だったら見せてあげるから、席くっつけようか？」

「ありがとう、ミサキ～」

「いいよ。リオが忘れっぽいのはいつものことなんだから。これが私の役目だし」

「うん～、だからミサキは好き～」

　そうふにゃりと笑みを浮かべながら、リオさんがミサキさんに抱きつかれます。

「ちょ、ちょっと、リオ……」

「えへへ～、ミサキの匂いも、好き～」

「も、もう、すぐそういうことを言うんだから……。あ、それより今日の放課後なんだけど、時間があったら──」

　ミサキさんが何かを口にされかけて。

「あ、ミコトちゃんだ～」

「あっ、リオ……」

　ふいにリオさんが立ち上がって教室の入り口の方へと歩いていかれます。

　その先には、人好きのしそうな柔らかい雰囲気の女子生徒がいらっしゃいました。

「ねえねえミコトちゃ～ん、ヒマだったら今日の放課後、いっしょにモールでお茶しようよ～」

「今日？　うん、いいよ～。あ、だったら私、アップルマンゴースムージーが飲みたいかも」

「わかった～。じゃああとでモール前でね～」

　ハイタッチをしながら女子生徒にそうお答えになられて、リオさんは席に戻ってこられました。

「……放課後、柏木さんと出かけるの？」

「うん～、ミコトちゃんの顔を見たらなんかそんな気分になったから～」

「……そう、なんだ」

「それにもしかしたらミコトちゃんが『運命の相手』かもしれないし～」

「……」

「ん、どうしたの～、ミサキ？　あ、古文の教科書見せて～。私、源氏物語好きなんだ～」

「……もう、リオはしょうがないなあ……」




　お昼休み。

「う～……ご飯食べたら眠くなってきちゃった～」

「だったら少しお昼寝する？　屋上はあんまり人が来ないし、昼休みが終わりそうになったら起こしてあげるから」

「うん、する～」

「あっ……」

　そう口にされたリオさんが、ミサキさんのヒザの上にころんと頭を置かれます。

「えへへ～、落ち着く～。ごろごろ～」

「ちょ、ちょっと、リオ……」

「だってミサキの膝枕、気持ちいいんだもん～。低反発マクラよりも安眠できる～」

「そ、それ、褒めてるの……？」

「え～、そうだよ～？　寝る時はいつもミサキのヒザがあればいいのにな～」

「……っ……」

「やわらか～」

　あらあら、リオさん、本当に気持ちよさそうです。

　まるで日だまりでリラックスするネコちゃんのように、すぐに安心されたお顔で寝息を立てら始められました。

「……もう、人の気も知らないで気持ちよさそうに寝て……」

「く～……く～……」

「……私だって、リオが寝る時はいつだってこうしてあげたいのに……」

「く～……く～……ミサキ～……」

「……ふふ、髪の毛、クルクルしてる」

　そう口にして、ミサキさんはリオさんの髪の毛を優しく撫なでられました。




　放課後。

「それじゃ行ってくるね～」

「……あ、うん。いってらっしゃい。あんまり遅くならないようにね。寮の門限は二十時だから」

「うん～、わかってる～」

「車に気をつけてね。モールの周りは車通りが多いから。あとだれか知らない人に声をかけられても簡単についていかないこと」

「ん～」

「それとこの時期は夕方になると気温が下がるからちゃんと上着を羽織るのも忘れないようにね。何かあったら連絡をくれればすぐに迎えに行くから……」

「だいじょうぶだって～。ミサキは心配性だな～」

「……だって私がいないと、リオは危なっかしいから……」

「泥船に乗った気持ちでいれば平気だって～。あ、お土産買ってくるからね～。ミサキの好きなイチゴ大福～」

「え、い、いいって、そんな」

「遠慮しないでいいよ～。ミサキのためだもん～。……だから帰ってきてから英語の宿題やるの手伝って～」

「そ、そういうこと……も、もう、調子がいいんだから……」

「えへへ～」

　そう口にされながらも、リオさんを見つめるミサキさんの顔はどこか嬉うれしそうでした。







　さて、いかがでしたでしょうか。

　ええ、これがお二人の日常のようです。

　どちらかと言えば気ままで思いつくままに行動されるリオさんが、しっかり者のミサキさんに甘えているという構図。

　話に聞いていたものとほぼ違たがうことのない百ゆ合り色いろの関係性であることが見て取れます。

「やっぱりあの早さ乙おと女めさんは自由すぎるっていうか、葛西かさいさん、大変そうだ……」

　と、瑛えい人とさんが少し複雑そうなお顔でそう口にされます。

「瑛えい人とさんにはそう見えますか？」

「え？　うん。というかそれ以外に見えない……」

「ふふ、そう言われるのもわかります。ですがミサキさんの表情をよく見てみてくださいな」

「葛西かさいさんの表情？　あっ」

　そう、瑛えい人とさんの仰おつしやる通り、傍はたから見るとミサキさんが一方的に苦労されているように思われるかもしれません。

　ですがミサキさんもそんな自由奔放なリオさんに翻弄されつつも、そうしてリオさんに頼られることをやぶさかではなく思っているようなのです。ええ、そうでなければあのようにリオさんに対して慈いつくしむような優しい表情を浮かべるはずがありませんもの。

　というよりも……もしかしたらむしろこの関係性を望んで受け入れているのはミサキさんの方なのかもしれません。

　リオさんに甘えられることによって、その好意を感じることによって、彼女もまた自己の存在意義を再確認しているとでも言いましょうか。

　ある意味では、お互いに甘やかに依存し合っている関係。

　一見複雑で少しばかり歪いびつに思えるかもしれませんが、それは長年培つちかってきた確かな百ゆ合り色いろの信頼関係があるからこそ成立しうるものなのです、ええ。

　そんなお二人の関係性には、まだまだ幾重もの花びらの奥に秘められた未知の彩いろどりを持った百ゆ合りの種子がありそうで、観察者としての好奇心をくすぐられるものがあるのをひしひしと感じます。

　感じるのですけれど……

「……」

　……どうしてでしょう？

　先ほどからリオさんの姿を見ていると……ふいに胸の奥がズキリと痛むような気がするのです。

　同時に頭に浮かぶのは、先日の光景。

　無邪気な笑みを浮かべたリオさんが、瑛えい人とさんに抱きつきながら顔を寄せているあの一幕でありまして……

「……」

　……あの光景が持つ意味合いについては、わかっているつもりです。

　リオさんにとってあれは日常茶飯事と言える出来事であり、ほとんど挨拶のようなものであり、さらにはその行為自体も未遂であったことはきちんと頭では理解しております。

　それなのになぜ、あの光景はわたくしの心をこうにも千ち々ぢに乱すのでしょうか……？

「……さん……琴こと崎ざきさん……？」

「……え？」

「どうしたの、何だかボーッとしてたみたいだけど……」

「あ、い、いえ、何でもありませんわ。きょ、今日はとてもいい天気ですわね。百ゆ合りの観察日和といいますか、見事な五月晴れと言いますか……」

「？　曇ってるけど……」

　瑛えい人とさんが怪け訝げんそうな顔をされています。

　うう、いけません。

　せっかくの大切な観察の時間だというのに、それとは直接関係のないことに気をやってしまっては、瑛えい人とさんにも観察対象であるお二人にも失礼というものです。

　ここは気を取り直して観察に集中しませんと……！

「な、何でもありませんわ。さあ、仕切り直して観察の続きをいたしましょう。今回もきっとまた長期戦になると思いますから」

　半ば自分に言い聞かせるようにそう口にして、観察を再開したのでした。







　３




　やっぱりどこか琴こと崎ざきさんの様子がおかしい気がする。

　この数日間、彼女の隣で早さ乙おと女めさんと葛西かさいさんの観察を続けながら、俺は心の中で密ひそかにそう考えていた。

　いや、見たところ表面上のリアクションはいつも通りだ。

「はあぁ、リオさんの伝家の宝刀である頭撫なでて光線が炸さく裂れつしています。その上目遣いの引力にミサキさんはたじたじのご様子……さあ、ここからミサキさんはどうされるのでしょうか？」

「おや、リオさんがクラスのお友だちに誘われてお出かけをされるようですわ。ああ、ミサキさんが複雑そうな表情になられています……。眼鏡が曇って灰色に……」

「リオさんがミサキさんのヒザの上に座ってゲームをされています……！　これは……ばっくはぐ、というのでしょうか。ミサキさんも少しだけ眼鏡の奥の顔を赤らめながらもそれを受け入れて……はぁ、幸多き視界です……（すりすり）」

「……」

　穏やかな微ほほ笑えみを浮かべながら実況を交えた観察を続け、観察対象の百ゆ合りの動静に一喜一憂して、時には興奮して俺の手をすりすりしながら声を上げる。

　だけどその琴こと崎ざきさんの様子に、俺はどこか違和感を覚えていた。

　そう──いつも通りすぎるのだ。

　先日のあの動揺から考えて、琴こと崎ざきさんが例の一件について何も思うところがないとは思えない。

　だとしたらもう少しは感情的に引きずっていたり、そのことについて触れようとしたりしてもいいはずだ。

　なのにそんな素振りをまったく見せない。

　まるであの時の出来事なんて何もなかったかのように。

「……」

　琴こと崎ざきさんは何か辛つらいことやしんどいことがあればあるほど、それを心の奥底に押しこめたがる。

　何事もなかったかのように表面上は振る舞って、周りに心配をかけることを避けたがる。……それが意識的であれ無意識のものであれ。昔からそうだった。

　だから。

「琴こと崎ざきさん、大丈夫……？」

　ある日の放課後の観察中。

　やっぱりあまりにも普通すぎる様子の琴こと崎ざきさんに、俺は声をかけた。

「ええと、大丈夫とは……？」

「あのさ、何か気になってることとかない？　その、早さ乙おと女めさんのこととかで……」

「……！」

　その言葉に、琴こと崎ざきさんはピクリと身体からだを震わせて反応した。

「そ、そんなことはないですわ。気になることなど何もありません。ええ、微み塵じんも。むしろなさすぎて、わたくしの中のエントロピーが今にも爆発してしまいそうで……！」

「……」

　酔っ払いの台詞せりふじゃないけれど、自分のことを何ともない言う人に限って何ともなかった試しはない。

　というか俺の質問に対するこのオーバーリアクションは、明らかにエラーを起こしたペッパーくんくらいにはおかしい。

　……やっぱりこれはそうなのか。

　少し前から懸け念ねんしていた、とある推測が俺の中に浮かぶ。

　とはいえ……そのことを口にするのは少しはばかられた。

　それは少なからず、琴こと崎ざきさんにとって過去のあまり思い出したくないだろう記憶を呼び起こしてしまうものだろうから。

　だけどそれが今の琴こと崎ざきさんの変調に関わっているというのなら、触れないわけにはいかなかった。

「……ねえ、琴こと崎ざきさん」

「？」

「もしかしてだけど、琴こと崎ざきさん、あの四年前のことで──」

　続く言葉を発しようとして。

「あっ……！」

　琴こと崎ざきさんが何かに気づいたように声を上げた。

「あちらを見てください瑛えい人とさん！　お二人が移動されるようですわ。お昼休みデートでしょうか？」

「え？」

「追いかけませんと……！」

　そう言って早足で歩き始める琴こと崎ざきさん。

　喉のところまで出かかった言葉を吞のみ込んで、慌てて俺もその後を追ったのだった。
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　たとえるならば……人の感情というものは波のようなものなのかもしれません。

　時に津波のように予想を超えた場所にまで大きく打ち寄せてくることもあれば、時に海底の剝むき出だしの岩肌を露出させるほどにどこまでも引いていくこともあります。

　そこには月の引力や地球の遠心力などの、様々な要素が影響していると言われています。

　わたくしたちがそれぞれ胸の中に抱く感情も、それと同じなのではないでしょうか。

　凪なぎのように穏やかな時もあれば、時し化けのように乱れている時もある。

　大小様々な要因によって大きくその状態を変化させるのが、人の心というものではないのかと思うのです。

　そしてそれは時に、自分の意思では制御できなくなってしまうものであり……

「……」

　ええ、わたくし自身……そのことを意識せざるを得なくなるような出来事が起こってしまったのです。




　移動されたリオさんとミサキさんを追って、わたくしたちは中庭へとやって来ました。

　どこか逃げるような、忙せわしない早足。

　ええ、それはある意味……本当に逃げてきたのかもしれません。

　リオさんとミサキさんのお二人は、いつものように楽しげにお喋しやべりをされながら、持参されたイチゴ大福をお茶請けに緑茶を飲まれています。

「むしゃむしゃ……うん、おいしい～。さいこ～」

「ほら、そんなに焦あせって食べなくてもお菓子は逃げたりしないから」

「……こほっ、こほっ、むせた～……」

「も、もう、言ってるそばから……はい、これ飲んで」

「の、飲めない～、飲ませて～……」

「しょうがないわね……はい、これでいい？」

「こくっこくっ……ぷはぁっ、ありがと～……ミサキがいてくれてよかったよ～」

「そ、そんなこと……」

「じゃあ今度は食べさせて～。あ～ん」

「え？」

「あ～ん」

「……もう、ほんと、甘えんぼうなんだから」

　そんな風に甘やかなやり取りをされて、とても仲なか睦むつまじいご様子です。

　それは本来であったら見ているだけで心が浮き立つ微ほほ笑えましい百ゆ合りの花々の光景であるはずなのですが……

「……」

　どうしてかわたくしの心の中は、大雨の日の川のような濁流が渦巻いていました。

　瑛えい人とさんにかけられた言葉。

　リオさんのことで何か気になることがあるのではという疑問の声。

　瑛えい人とさんに指摘された通り……確かにリオさんのことが気になっているのは間違いありません。

　リオさんを見ているとふいに胸が痛むのは事実です。

　だけどどうしてそれが起こるのか、どう向き合ったらいいのか、わたくしには自分の感情の源泉がわからないのです。

　だから瑛えい人とさんのその質問から逃げようとしたかもしれないことも否定できなくて……

「……」

　本当にどうしてこのようなことになってしまっているのでしょう……

　心の中でため息を吐つきながら、リオさんとミサキさんのお二人に目を戻した時でした。

「……？」

　お二人が座っていたベンチの近くを、たまたま男子生徒が通りかかりました。

　一年生の外進生でしょうか。

　瑛えい人とさんを含めて学園内に十人いないと言われている男子生徒。学年が違えば学園の敷しき地ち内で見かけるのは、非常に珍しいことでもあります。

「……」

　その男子生徒を、リオさんはじいっと見つめられていました。

「……リオ？」

「……そういえば男の子とはちょっと前に試したっきりだよね～。もしかしたらあの人が『運命の相手』だったり～？」

「ちょっと、リオ……？」

「案ずるより産むが易し～」

　そう口にされて立ち上がると。

　怪け訝げんな顔をされるミサキさんから離れて男子生徒のもとへと歩いていかれました。

「？」

　怪け訝げんな表情になる男子生徒。

　するとリオさんはそのままつま先を立てて背伸びをすると……男子生徒の顔に、唇を寄せられたのでした。

「……っ……」

　胸の奥に電流が奔はしったような感覚。

　あの時の光景が鮮明に脳裏に浮かび上がります。

　今の眼前にあるシーンと同じように、歩いていた瑛えい人とさんにリオさんがふいに抱きつかれて、そしてそのまま、口づけをしようとしたあの光景が……

　もう何日も前の出来事であるのに、それはつい今さっき起こった出来事であるかのように生々しくわたくしの頭の中のディスプレイに再生されます。

　何度も何度も。

　消えることなくループするように繰り返し流されて……

「…………」

　ああ、またですわ。

　胸が痛みます……

　鈍く、深く、だけど間断なく、ズキリズキリと。

　まるで心臓に直接バラのトゲが刺さっているかのように痛みが脈打って……

「え、琴こと崎ざき……さん？」

　瑛えい人とさんの驚いたような声が、隣から聞こえてきました。

「どうしたの、え、泣いてる……？」

「え……？」

「琴こと崎ざきさん、何で……」

　瑛えい人とさんのその声で、わたくしは自分が涙を流しているということに気がつきました。

　熱くて透明な液体が、頰を伝って滑り落ちていくのを感じます。

「え、どうして……？」

　慌てて止めようとハンカチで拭います。

　だけどその涙はとめどなく流れてきて……




　♪




　琴こと崎ざきさんが泣いている。

　自分でも驚いたような表情で、流れ出る涙を何度も拭っている。

　やっぱり……そうなのだろうか。

　俺の中でこれまで可能性にすぎなかった推測が確信に変わる。

　彼女はこの目の前の光景を、四年前のあの出来事とだぶらせて……

「……」

　当時の記憶がよみがえる。

　あれは──




　＊




「いやぁああああ……っ……！」

「！」

　声が聞こえた。

　琴こと崎ざきさんの、悲鳴とも叫び声ともつかない、だけど確かに助けを求める声。

　ただごとじゃないと思った。

　彼女の身に何かが起こったのだと思った。

　手にしていたゴミ袋を放り出して声のもとへと全速力で向かう。

　広い屋や敷しきだけど、長年の住み込み生活で造りは完全に把握していたため、どこから聞こえてきたのかはほぼ見当が付いていた。

　屋や敷しきの奥にある、大きな部屋のドアの前。

　彼女の父親の──書斎だ。

「イリアちゃん……！」

　駆けつけるまで一分もかからなかったと思う。

　だけどそこで俺が見たのは……力が抜けてしまったかのように床に座りこんで、涙を流しながら呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべる琴こと崎ざきさんだった。

「イリアちゃん……！　だいじょうぶ……！」

「……」

「どうしたの、何が……！」

「……」

　呼びかけるも返事はない。

　ただその目は力なく、書斎の中へと向けられていた。

　その視線の先を追う。

「……っ……」

　思わず声が出た。

　琴こと崎ざきさんの悲鳴の意味を即座に理解してしまった。

　だって。

　そこには……慌てた様子で乱れた服を直す彼女の父親と、彼女の母親ではない、半裸となった女性の姿があったのだから。







　４




　その時に何があったのか正確には俺にはわからない。

　結局、大人たちは事の詳細を俺たちには話してはくれなかったから。

　とはいえ何となく……想像はつく。

　あの時の事件から、琴こと崎ざきさんは男女の性的な営みと、それに類するものについて明確に忌避するようになったのだと思う。

　父親を筆頭とした異性との交流を極端に避けるようになり、よりいっそう百ゆ合りの世界にのめりこむようになった。

『わたくし……恋などいたしません』

『男女の恋だとか愛だとか……そのような汚いものは必要ありません』

『わたくしには清らかで美しい百ゆ合りの花々と、そして瑛えい人とさんがいてくれれば……それだけでいいんです』

　彼女がまた当事者でなく傍観者であることを強く望むようになったのもこの時からだ。

　無理もないことだと思う。

　いくら昔からしっかりしていて落ち着いていたといっても、この時の琴こと崎ざきさんはまだほんの小学生にすぎなかったのだから。

　この出来事がきっかけで後々琴こと崎ざきさんは家を出て、全寮制の猫ねこ丘おか学園へと入学することになり、それを後押しするのに色々と大変なことがあったのだけれど……それはまた別の話だ。

　とにかくこの出来事が琴こと崎ざきさんにとって人生の分岐点になったことは間違いなく。

　そうして……今に至るのだった。

「……」

　目の前で涙を流している琴こと崎ざきさん。

　だから彼女はあの時のことを思い出しているのだと思った。

　早さ乙おと女めさんのキスを……その、男女の性的な営みに類する行為を見て、四年前の父親の不貞とも言える行為を思い出しているのだと。

「琴こと崎ざきさん……気持ちはわかるけど、落ち着いて」

「……」

「その、あの時のことを思い出して辛つらい気持ちになるのはわかる。だけどあれはもう終わったことなんだ。それにあそこにいるのは早さ乙おと女めさんでお父さんじゃない。だから……」

　琴こと崎ざきさんの細い肩に手をやりながらそう声をかける。

　だけど。

「……違い、ますわ……」

「え？」

「……そうではないのです。確かに、リオさんのあの行いは、四年前のあの出来事を想起させます。そういう意味で心に刺さらないかと言われたら噓うそになるでしょう。ですが……今、わたくしの胸を占めているものは、そうではないのです……」

　力なく首を振りながらそうか細い声で口にする。

「え……？」

　違う……？

　琴こと崎ざきさんを辛つらい気持ちにさせているのは四年前のあの出来事じゃない……？

　それは予想外の返答だった。

　だとすると一体何で彼女はこんな風に泣いているんだ……？

　その理由がわからず困惑する俺に。

「ええ……たった今、気がついてしまいました。自らの心の在あり様ようを懸命に探っていたら、それを見つけてしまいました。わたくしの胸がこのように痛んでいるのは……」

　琴こと崎ざきさんは顔を上げると。

　真まっ直すぐに俺の顔を見て。




「──瑛人さんが、あの行いの相手だったからなのです」




　そう、はっきりと口にしたのだった。
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　自分で自分がどうなっているのかわかりませんでした。

　断続的な胸の痛みと、止まらない涙。

　リオさんが瑛えい人とさんに顔を寄せる光景を思い出すとうずき出す、心の芯に直接響いてくるような鈍い脈動。

　最初は瑛えい人とさんが仰おつしやる通り、あのことが原因かと思いました。

　決して忘れることはできない四年前の出来事……あの時の悲しみとも諦めともつかぬ感情がリフレインして、この痛みを呼び起こしているのかと。ええ、相手と程度の違いこそあれ、わたくしがあの時に見た光景は、男女の本能的な営みの発露という意味で今回と同じものでしたから……

「……」

　だけど……それは違いました。違ったのです。

　確かにあの出来事は、今でもわたくしの心に暗い影を落としています。

　その影は深く、濃く、おそらく生涯記憶の奥底から消えることはないでしょう。

　ですが消えることはなくとも……それを見ないことはできます。

　心の奥底に追いやって、なかったことにすることはできます。

　それらは全て瑛えい人とさんのおかげなのです。

　一番辛つらかった時に、何もかもが色を失って見えた時に、常に瑛えい人とさんが近くで寄り添ってくださいました。

　ただ隣にいて、唯一のわたくしの味方でいてくださいました。

　おかげで……あの暗闇から目を逸そらすことができたのです。

　きっとあの期間を経て、瑛えい人とさんはわたくしにとってかけがえのない最も大切な存在になったのだと確信しています。

「……」

　だから今のわたくしにとって一番怖いことは、あの時の光景を突きつけられることではありません。

　そうではなくてその色を失った世界を振り払わせてくれた人が……いつだってどんな時だって傍にいてくれた瑛人さんが、目の前からいなくなってしまうことなのです。

　そのことに気づいた時、この胸の痛みが何によって引き起こされているのかを知ることができました。

　……ええ、そうです。

　瑛えい人とさんを喪うしなうことへの恐れ。

　それこそが……痛みの源であったのだと。




　♪




「え……？」

　一瞬、何を言われたのかわからなかった。

　琴こと崎ざきさんが口にした言葉は俺が考えていなかった予想外のもので、思わず口を開けたまま停止してしまった。

　琴こと崎ざきさんの様子がおかしかったのは……俺が原因？

　あの時のトラウマとも言えるべき記憶を呼び起こされるという理由ではなく、早さ乙おと女めさんの辻つじ斬ぎり（？）に遭った相手が俺だったから……？

　琴こと崎ざきさんが小さくうなずく。

「ええ、その通りです……瑛えい人とさんが、他のだれでもない瑛えい人とさんが、ああいった本能的な営みに晒さらされたことが引き金なのだと思われます。あの時のお父様と同じように、まるで瑛えい人とさんが他の人のものとなってしまって、そのままどこか遠くに行ってしまわれるような心地になってしまって……」

「……」

「……瑛えい人とさんがそのようなことをされないということは頭ではわかっています……ですがそのことを考えると、胸が苦しい……そのお相手であるリオさんを見ていると、鈍い痛みを覚えるようになって……」

「……」

「わたくしには……瑛えい人とさんさえいてくれればそれだけでいいんです。瑛えい人とさんと二人で優しい時間を過ごしながら、いっしょに百ゆ合りの花々を観察して、その咲き誇る美しく清らかな彩いろどりを尊み慈いつくしんで、ささやかな談義に花を咲かせることができれば……。それがわたくしの唯一の願いであり、世界に望むものなのですから……」

「琴こと崎ざきさん……」

　何てこった。

　つまりマナが最初に言っていたことが……図らずも琴こと崎ざきさんの真実を言い当てていたということになる。

　訴えかけるように見上げてくる琴こと崎ざきさん。

　その表情はとても頼りなく、弱々しく、普段の落ち着いて大人びた様子はまったくと言っていいほど影を潜めてしまっている。

　小さく、年相応な、一人の女の子。

「……」

　そんな琴こと崎ざきさんを思わず抱きしめてしまいたい衝動に襲われるも……グッとこらえた。

　違う、彼女が求めているのはそういうことじゃない。

　いやその行為自体は彼女は否定しないかもしれない。

　外形的な意味で、抱きしめるという行為は、彼女は普通に受け入れてくれるかもしれない。

　だけどそこに秘められた意味合いが違う。少なくともそれは俺が胸に秘めているような感情に基づく衝動によってはならないものだ。

　……ああ、認めよう。

　俺は琴こと崎ざきさんのことが好きだ。

　友だちとしてではなく、幼なじみとしてではなく、異性として。

　百ゆ合りも好きだけど……同じくらい、その百ゆ合りを愛して止やまない彼女のことが大好きだ。

　それは今に始まったことではなく、おそらく何年も前から。

「……」

　だけど俺はその言葉を言わない。

　口にすることは、今も昔も決してない。

　だってそれを、彼女は求めていないから。

　彼女が求めているのは彼女の優しい世界を共有してくれる相手──彼女にそういった性的な感情などを抱かず、異性として意識せず、共に百ゆ合りの観察をしてくれる同志としての俺だ。

　だったら当事者になんて、なってやるもんか。

　彼女が隣にいることを必要としている相手が傍観者としての俺であるのなら、どこまでだってその役割に徹してやる。琴こと崎ざきさんのためになるのならそれはむしろ望むところだ。それが琴こと崎ざきさんのすぐ隣で百ゆ合りの道を共に歩んでいこうと決めた……俺の覚悟だ。

　だから俺は、言った。

「……観察を続けよう」

「え……？」

「琴こと崎ざきさんの……イリアちゃんの言いたいことはわかった。それから考えると早さ乙おと女めさんを見るのは少し辛つらいかもしれない。だけど俺はどこにもいかないし、いつだって、いつまでだってずっと……観察をするイリアちゃんの隣にいる。だって」




「──あの時、絶対に破ることのできない百ゆ合り色いろの〝約束〟をしたから」




「あ……」

　その言葉が果たして正解だったのかはわからない。

　だけどそれを聞いた琴こと崎ざきさんの表情が、明らかに緩んだように見えたのだった。
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　胸の奥から、何か温かなものが湧き上がってくるような心地がいたしました。

　まるで日だまりを感じさせるような淡くも優しい温ぬくもり。

　不思議です……

　瑛えい人とさんがずっと隣にいると告げてくださっただけで、いつだって観察を続けると言ってくださっただけで、あれだけ鉛のように重かった心がウソのようにふわりと軽くなったような気がするのです。ええ、まるで胸の内が穏やかな凪なぎに満たされたかのように。

　人の心というものは……本当に外からの要因に大きく影響されるのですね。

　思えばいつだって、瑛えい人とさんはわたくしの心を救ってくださったような気がします。

　初めて出会った時から不思議と惹ひかれるものを感じて、楽しい時も辛つらい時も、四年前のあの時も、そして家を出て猫ねこ丘おか学園へ入学することを決めた時も、傍そばにいて、ただ寄り添ってくれて。

　そしていっしょに観察をしてくれて……

「──わかりましたわ」

「琴こと崎ざきさん？」

「観察を続けましょう。ええ、それこそがわたくしたちの〝約束〟であって、瑛えい人とさんとわたくしの間にある絆きずなですものね」

　瑛えい人とさんとわたくしを繫つなぐもの。

　その〝約束〟を、絆きずなを……裏切りたくはありません。

「情けない姿をお見せしてしまって失礼いたしました。瑛えい人とさんとわたくしの〝約束〟にかけて、最後まで見届けてみせますわ」

「琴こと崎ざきさん、ううん、イリアちゃん……そうこなくっちゃ」

　瑛えい人とさんが大きくうなずいてくださって。

　中断してしまっていた観察を……再開することにいたします。

　改めてリオさんとミサキさんに目を戻すと、わたくしがグズグズと迷っている間に事態は少しばかり動きを見せていたようです。

　男子生徒との口づけを終えられたリオさんは、どこか釈然としない様子で首をひねっていらっしゃいました。

「う～ん、なんかぜんぜん違ったな～。これだったらこの前の男子の方がよかったかも～。ちゃんとはできなかったけど、これまででは一番しっくりきた感じだったっていうか～」

「……」

「は～、やっぱり女の子でも男の子でもこれはっていう相手はなかなかいないな～。ミサキもそう思わない～？」

　がっかりしたような声でそう口にされるリオさん。

　そんな彼女に、顔をうつむかせたミサキさんがぽつりとつぶやかれました。

「……リオはさ、どうしてああいう風に、だれかれ構わずキスをするの？」

「え、どうしたの急に～？」

「……いいから答えて」

「え～？　なんだろ～、ぎゅーっとしてちゅーをすればその相手のことがわかる気がするっていうか～。そうしたら『運命の相手』も見つかると思うんだよね～。そのためには数を撃った方がよくない～？」

「『運命の相手』……昔からリオが言っているのだよね。世の中には理屈でも感情でもなくただただ相性がピッタリ合う、たった一人のまるで運命の片割れみたいな相手がいるっていう……」

「うん、そう～。でもやっぱり難しいね～。こんなにたくさん試してるのに、ぜんぜん見つからないよ～」

「たくさん……」

　そこでミサキさんは言葉を切られました。

　再び顔をさらにうつむかせて沈黙されます。

「ミサキ～？」

　それを訝いぶかしく思ったのかリオさんが下から顔を覗のぞきこもうとされます。

　そのリオさんに、ミサキさんが。

「だったら……」

「？」




「だったら……どうして私には試してくれないの！」




「え……？」

「他のたくさんの子にはキスをしてるのに、私にだけはぜんぜんしてくれなくて……！　昔からずっと一番近くにいるのに、私にできるのはただそれを隣で見てるだけ……！　わ、わかってる……小さい頃からずっといっしょにいるから、家族みたいな近しい存在になってるから、リオはそうしないんだってこと……。で、でも、もうそんなのイヤ……！　私はガマンできない……！　そ、それなら……！」

　そう大きく声を上げられると。

　何かを吹っ切ったようなミサキさんは、目の前のリオさんの肩を両手でつかみます。

　そして……




　チュッ……！




「！！！」

　何ということでしょう……！

　ミサキさんはそのまま……目の前のリオさんに口づけをされたではないですか。

　声を上げる間すら与えないその様はまるでいつものリオさんの振る舞いのようで……まさに電光石火と言っていい早業でした。

「…………」

　思わぬ不意打ちに、さすがのリオさんも面食らったような表情で瞬まばたきをされています。

　だけどミサキさんは目をぎゅっとつむってリオさんを抱きしめたまま、その顔を離しません。

　それからどれくらい経たったでしょう。

「……ご、ごめん……」
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「……」

「こ、こんなことするつもりじゃなかったっていうか、その、なんていうか、物の弾みっていうか、勢いっていうか……」

「……」

「だ、だってリオ……こんなにずっと傍そばにいるのに……こ、こんなに私はリオのことが気になってるのに……ぜ、ぜんぜん、私にはこういうことをしようとしてくれないから……」

「……」

　真っ赤になりながら謝られるミサキさんに、リオさんは目をぱちぱちとされたままその場に立ち尽くしておられます。

　初めて見る、鳩はとが豆鉄砲を食ったような表情。

　だけどしばらく放心状態でいらっしゃった後、何か天啓を受けたかのような表情でリオさんはこう口にされたのです。

「……これ、かも～……」

「え……？」

「……ミサキのちゅ～……こんなの初めてっていうか、新鮮だけど刺激的で今まで体験したことがない滑らかで吸いつくみたいな口当たりなんだけど、だけどどこか懐なつかしい感じもして、何もかもがぴったりだった……。う、うん、これだよ！　これが私が求めてたちゅーだよ～！」

「え？　え……？」

　ミサキさんが目を丸くされます。

　何が起こっているのか理解がついていっていないご様子です。

　ですがそれはつまり……

「そっか～、そうだったんだ！　いつもいっしょにいすぎて気づかなかったよ～。ミサキが私の『運命の相手』だったんだね～。やっと見つけたよ～！」

　興奮したようにそう声を上げられるリオさん。

　ミサキさんはさらに驚いたような表情になられながら。

「そ、そう……なの？」

「うん～、間違いない～。私のお腹なかの奥の『運命の相手』センサーがびびびっていってるもの～」

「あ……」

　その言葉に、いまだに信じられないといったような、だけど嬉うれしそうに口元に手を当てるミサキさん。

　これはつまり……灯台下もと暗し、ということだったのでしょうか？

　求めていたものは、必要としていたものは、一番近くに最初からあったという……

　だとしたら何と素敵な巡り合わせなのでしょうか。

　リオさんが長きにわたって探されていた『運命の相手』……それがまさか十年以上ずっといっしょにいたミサキさんであったなんて……

「あ～、でもうれしいな～、やっと見つけたよ～。まさかミサキが相手だったなんて、ぜんぜん予想してなかったけどこんなの最高しかないっていうか～」

「……」

「ね、ね、ミサキ、もういっかいしよ～。さっきのはいきなりすぎてじっくり堪たん能のうできなかったから～」

「え？　あ、リ、リオ……？」

「ほら～、動かないで～」

「あ……っ……」

　今度はリオさんの方から迫られて。

　少しだけ傾いた太陽に照らされてオレンジ色に染まった校舎を背景にして……お二人のシルエットが再び重なり合ったのでした。
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「はぁああああああああああああ……！　おめでとうございます。そして、ありがとうございます。この学園にまた一つ……素敵な百ゆ合りの花が咲きましたわ」

　琴こと崎ざきさんがぴょんぴょんと跳ねながらそう声を上げた。

「単なる友情を超えた、深い、深い、精神的な繫つながり。お二人はこれから、特別な絆きずなを育まれていくことでしょう。可か憐れんな乙女たちが育む特別な絆きずな。それはまさに理想イデアの想起アナムネシス……！　本当に素晴らしいですわ……！」

　目をハート色に輝かせながらいつもの言葉を口にして。

「まさかこのような結果になるとは思いませんでした……リオさんの想定さえも超えた、ミサキさんの理外の百ゆ合り色いろな行動力の賜たま物ものとでも言いましょうか……！　そこにいるのが当たり前であった幼なじみが『運命の相手』になる瞬間、確かに見届けさせていただきました。ええ、それはまさにサナギであったモルフォ蝶ちようが美しい成虫に羽化する瞬間のようであって……ああ、もう、たまりません……！」

「ちょ、こ、琴こと崎ざきさん……」

　すりすりだけでなく、身体からだごと寄せてくるハイエンド興奮ムーブもしてくる。

　耳とシッポがついていたら間違いなくブン振りしているだろうレベルで、思わずよしよしよーしと撫なで返してしまいたくなってしまうような仕草。

　触れる頰は柔らかいしサラサラな髪の毛はシルクでできてるんじゃないかってくらいに心地よいし、というかそもそも琴こと崎ざきさんが動く度にいい匂いが漂いすぎてどうにかなってしまいそうだし……う、何だか頭がボーっとしてくるというか……

「……」

　彼女がすっかり元の琴こと崎ざきさんに戻ってくれたことは嬉うれしい。

　だけど勘違いはしてはいけない。

　その行動の中に……俺が琴こと崎ざきさんに対して抱いているような感情はないことを、俺は知っている。

　彼女の中でそういう本能に根ざした欲望は意識の奥底へと沈められて、固くフタをされているのだということを知っている。

　だから今はこれでいい。

　琴こと崎ざきさんにとって俺は、友だちであって、同じ学校に通う後輩であって、幼なじみであって、共に百ゆ合りを観察する仲間だ。

　当事者ではなく、傍観者。

　それ以上のものは、今は望まない。

　四年間離れた場所にいた琴こと崎ざきさんとこうして同じ時間を過ごせて、隣にいることができて、百ゆ合り観察をすることができるだけで十分だ。

　そうでなければ彼女の世界は──イリアちゃんと僕の世界は終わってしまうから。

　とはいえ……

「はぁあああああ……素敵な余韻がまだ抜けませんわ。まるで水みな面もに映る百ゆ合り色いろの波紋のようにめくるめく全身を駆け巡っているといいますか……。瑛えい人とさんはどうですか？　華麗に咲いた花々の美しいシンフォニーに、胸の内の百ゆ合り色いろの仔こ猫ねこちゃんが全力疾走いたしましたか？」

「え？　あ、うん（琴こと崎ざきさん語録だ……）。早さ乙おと女めさんはちょっと色々あったけど、結果的にはすごくいい百ゆ合りだったと思う。二人の普段のやり取りも伏線になってたし、結局相性が一番良かったのは最初から最後まで最も近くにいた相手っていうのがものすごく叙情的だったというか……」

「そうですわよね？　ええ、ええ、幸せの青い鳥ならぬ幸せの百ゆ合り色いろの鳥とはこういうことを言うのかもしれません。ああ、もう、これだから百ゆ合り観察はやめられないのですわ！　いつだって思いも寄らない理想イデアの想起アナムネシスを運んできてくれるのですから！　百ゆ合り万歳ですわ……！」

「！」

　頰をすり寄せながらさらにぎゅーっと力いっぱい抱きしめてくる。

　もうほとんど全身でしがみついているような状態。

　それはきっと琴こと崎ざきさんにとってはユリエモンの抱きマクラをハグするような行為であって、百ゆ合りカップルが見つめ合えばそこには白しら百ゆ合りを背景とした二人だけの世界ができあがるのと同じくらいの自然なものなのだけれど……

「ふふふ、尊さの極みをたたえた百ゆ合り色いろの絶景が目の前にあって、隣には瑛えい人とさんがいる。それだけでもう無敵ですわ……♪」

　林りん檎ごみたいに上気した頰でそう嬉うれしそうな微ほほ笑えみを浮かべてくる。

　だけどそれは他のだれにもやらない、確かに俺だけに向けられている好意であって、それをここまでストレートな形でぶつけられることは色々小難しい理屈を抜きにしても純粋に幸せなことには変わりなくて……

「……」

　今はこれで……いい、んだよな？（疑念）

　少しばかりそんな思いが浮かんでくるものの、琴こと崎ざきさんが全力で嬉うれしそうにしている姿を目まの当あたりにしていると……正直そんなことはどうでもよくなってきてしまう。

　花が咲いたような琴こと崎ざきさんの笑顔。

　目の前で繰り広げられる百ゆ合りの尊い光景。

　その二つがあれば他に何もいらない気もする。百ゆ合り好きとしてはこれ以上望むべくもない理想の楽園がそこにあるというか……

「それに……」

「？　どうしたの、琴こと崎ざきさん」

「『運命の相手』はすぐ傍そばにいるもの……」

「??」

「いえ、何でもありませんわ。ねえ、瑛えい人とさん……百ゆ合りって本当に、人生そのものですよね……♪」

　本当に幸せそうな琴こと崎ざきさん（すりすり）。

　何が言いたかったのかいまいちよくわからなかったけれど。

　ひとまずはしばらくの間、この幼なじみであり、友だち以上特別な関係未満であり、また同志でもある百ゆ合り好きお嬢様との、花々が咲き誇り百ゆ合り色の波動があふれる尊い日々を満喫しようと決めたのだった。
















　＊




　五月も終わり、間もなく初夏。

　制服も夏服に替わり、じきに梅雨も終われば夏の気配も見えてきて、教室の空気も少しずつ開放的になってくる時期。

　紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、俺たちの周りには日常が戻ってきていた。

「──ですから教室の花を替えるのは私がやると言っているではありませんか！　学習能力がないのですか、このチンパンジー……！」

「な、そ、そんな言い方はないだろ、冬とう華か！　このキャンキャン吠ほえるお座ざ敷しき犬けん……！」

「言いたくもなりますわ！　どうして白い菊の花を持ってくるんですの……！　お供えじゃないんですから……！」

「いやなんかきれいだなーって……」

「っつつつつ……この前持ってきたのは椿つばきの花ですし、夏なつ美み、あなたの選択基準はどうなっているのですの……!?　というか花を替えるのはクラス委員たる私の役割なのですから、あなたの出る幕ではないでしょう」

「それは、だって……」

「何ですの？」

「ま、毎朝、冬とう華かが一人でやってるのが大変かと思ったんだよ。だから少しは手伝ってやりたいって思っただけで……」

「……っ……」

「わ、悪かったな、余計なお世話で。もうしないから……」

「……そういうことは、早く言いなさい」

「冬とう華か……？」

「……ほら、今日は授業が終わったら花屋に行きますわよ。明日飾る花をいっしょに選びましょう」

「え、それって……」

「……まったく。私だって、こうやって夏なつ美みが気遣ってくださるのは嬉うれしいのですから」

「あはは、あいかわらず冬とう華かは素直じゃないな」

「それもこれもあなたがお馬鹿だからでしょう……！　いい機会ですわ、今日は花についての知識と教養を骨の髄までたっぷり叩たたきこんで差し上げますから……！」

「げ、マ、マジで……」

　朝の教室ではあいかわらず一いち条じようさんと佐伯さえきさんによる角つの突き合いと見せかけた百ゆ合り色いろのじゃれ合いが繰り広げられていたり。

「ねえねえ、そういえばさっき、『王子様』を見たよ」

「え、ほんと？　どこでどこで！」

「どうだった？　今日もかっこよかった？」

「うん、かっこいいのはいつも通りだったんだけど……」

「何かあったの？」

「えっと、なんか女の子と二人きりだった。声をかけようとしたんだけど、すっごい親しげで……」

「え、それって……」

「もしかして、付き合ってるとか……？」

「それはわかんないけど……でも、すごく楽しそうだったよ。あんな『王子様』の顔、見たことないっていうか……」

「そっ、か……だったら騒がないで静かに見守るのがいいのかな」

「うん……『王子様』だって人間だもんね。プライベートの時間を楽しみたくなる時もあるだろうし……」

「ファンでいるのは自由だもんね！」

　休み時間の廊下ではそんな『王子様×闇』な噂うわさ話ばなしが耳に入ってくる。

「こんにちは、新しん堂どうさん。今からお昼ご飯ですか？」

「あ、ヤヨイさん。はい、屋上で琴こと崎ざきさんといっしょに食べようと思って。ヤヨイさんは……」

「ふふ、ヒナ様に温かなポタージュスープをお届けにきたところです。そのままヒザの上でお昼寝を楽しんでもらおうと思いまして」

「そうなんですか。宮みや川かわさんなら家庭科室だと思いますよ。さっき友だちに呼ばれて出て行ったので」

「あらら、そうですか。行き違いになってしまったみたいですね。ではそちらに行ってみます」

「それがいいと思います」

「ありがとうございます。それではまた……あ、そうです」

「？」

「今回は……新しん堂どうさんに本当にご迷惑をおかけしてしまいましたね。このご恩は必ず返しますので、何かありましたらいつでも仰おつしやってくださいね」

「いえそんな……」

「ふふ、同じ立場の誼よしみではありませんか。使用人仲間として、これからも仲良くしていきましょう」

「ヤヨイさん……はい、ありがとうございます」

　同じ使用人という共通項もあって、世話焼きな宮みや川かわさん溺愛のメイドさんと少しだけ仲良くなったり。

「リ、リオ、さっき聞いたんだけど、クラスのナギサさんと二人で映画を見に行くって本当……？」

「え～？　あ、うん、ほんとだよ～。見たい映画だったし、誘われたから楽しそうかな～って」

「……」

「ミサキ～？」

「……え、ええとさ、あんまり口うるさく言うつもりはないんだけど、う、『運命の相手』は見つかったんだから、もうそういうのは控えめにしても……」

「『運命の相手』はミサキだよ～？　でも誘われたら断れないっていうか～。焼き肉を食べたらその後に冷麵も食べたくなっていうか～、別腹でスイーツも食べたくなるっていうか～」

「そ、それはそうかもしれないけど……」

「あ、でも～」

「……？」

「ちゅーはミサキとしかしてないよ～？　ていうかこれからもしないし、するつもりもないから～。『運命の相手』のミサキだけ～」

「……っ……。ま、またそういうずるいことを……」

「ん、あれだったら今する～？　ん～」

「！　こ、ここではダメよ！　人がたくさんいるから……」

「そんなのいいじゃ～ん。やだ～、今する～」

「あ……っ……」

　放課後の中庭では変わらない早さ乙おと女めさんのフリーダムっぷりと何だかんだでそれを受け入れる葛西かさいさんの姿を目にすることができたりと。

　これまで通りの、百ゆ合りに囲まれてあちこちで色とりどりの花が咲き誇る毎日。

　学園のどこかでは、常に尊く咲き誇る百ゆ合りの片へん鱗りんを見ることができる。

「うーん、平和だ……」

　穏やかで周囲には百ゆ合りが満ちあふれていて、至福なことこの上ない。

　周りのほとんどが女子である環境にもだいぶ慣れてきて、こんな日々が続くのならこれからの学校生活も安泰だと思う。

　とはいっても、気になることがゼロというわけでもなかった。

　その一つが……

「で、エイト、そろそろその気になってくれた？」

「……」

「妖精さんともまだヤってないみたいだし、他にそういう相手も別にいないみたいだし、それならあたしと付き合ってみればいいじゃん。いつでも好きなだけ触り放題で、すっごい気持ちよくさせてあげるからさ」

「だからそのつもりはないんだって……」

「そこはほら、もっと簡単に考えて前向きに検討してもいいんじゃね？　家庭科室でまんざらでもなさそうだったじゃん。お互いに匂いかぎ合ったり、胸を貪むさぼられた仲だし？」

「あ、あれは事故というか、貪ってはいない……！」

「えー、でもあたしの胸を堪たん能のうしたのはホントっしょ？」

「う、そ、それは……」

「もー、そろそろ観念して付き合っちゃえばラクになるのに。ほんと手て強ごわいっていうか、何が不満なん？　身体からだ？　肉体？　カラダ？」

「だからそれ全部同じだろ……！」

　この、マナとの不毛なやり取りだった。

　あの家庭科室での一件以降、マナからのアプローチはますます活発になっている。

　毎日……というか、ほとんど一時間毎ごとにヤるだとかホテルに行くだとか言ってくる。

　だけど何度言われても、俺の答えはもう決まっていた。

「あの時も言ったけど、たとえ触ったりできなくても、そういう欲求を充足できなくても、俺は琴こと崎ざきさんの隣にいるって決めたんだ。キラキラした、心と心の繫つながりを大切にするって。だからどう言われても、マナと付き合うことはない」

「……」

　沈黙するマナ。

　さすがにここまで言えばわかってくれたのか──




「ほーら、エイトの好きなＥカップだよ」




　ムニュっとした柔らかい感触。

「!?」

　マナが俺の手をつかんで、自分の胸を握らせていた。

「あはは、ちゃんと反応してんじゃん。口では何だかんだ言ってもカラダは正直ってやつ？」

「お、おま……っ……！」

「ていうかエイト、クラスの女子とかメイドさんとかとも普通に仲良く話してるし、妖精さん以外完全にお断りってわけじゃないみたいじゃん。それって、だったらぜんぜんあたしにもチャンスはあるんじゃね？　なる、つまりこっからはあたしのカラダの見せどころってことか」

「そ、そういう話じゃないだろ……！」

「いやいやそういう話っしょ。とにかくあたしは諦めないからねー。首とあそこを洗ってあたしとヤる日を待ってればいいし」

「……」

　はあ……やっぱりマナはビッチだ。それもどこまでも前向きな。

　もう何を言ってもムダな気がする。

　これからのことを考えるとめちゃくちゃ頭が痛い。

　とにかく万が一にもその場限りのドドメ色の肉欲に流されることだけはないように注意しないと……

　と、これについてはもう諦めるしかないとして。

　気になっていることはもう一つあった。

　どちらかと言えばこっちが本命。

　それは……







「あ、瑛えい人とさん、あそこのお二人を見てください！」

「ん、どれ？」

「あちらのベンチに並んで座られている中等部のお二人です。うっすらとですが立ち上る百ゆ合り色いろの波動を感じますわ。あれは間違いなくこれから健やかに大きく育つ稚ち鮎あゆのような初うい々ういしさをその内に秘めています」

　そう──琴こと崎ざきさんだった。

　あれ以来、琴こと崎ざきさんはすっかり元の彼女に戻り、これまで通り観察を続けていることは言うまでもない。

「あらまあ、手が触れ合いました！　偶然の接触なのでしょうけれど、お二人とも顔を赤くされていて……」

「……」

「ふふ、見ているこっちが面おも映はゆくなってきてしまいますわ。やはりわたくしの目には狂いはありませんでしたわね。新しい観察リストに加えておきませんと……」

　園芸部の花壇に咲き始めた向日葵ひまわりみたいに生き生きとした表情で歓声を上げる琴こと崎ざきさん。

　それ自体はこれまで通りの琴こと崎ざきさんの観察ムーブだ。

　何が違っているのかというと……

「……」

　ちょこん。

　袖のところに感じられるわずかな重み。

　琴こと崎ざきさんのシロウオのように白くて細いその手が、俺の制服の裾に握られていた。

　そう、これが二つ目の気になること。

　いっしょにいる時に琴こと崎ざきさんが……俺の制服のどこかをつまんで離さないようになったことだ。

　意識的なのか無意識でやっているのかはよくわからないけれど、とにかく観察時は常にこの状態。

　や、琴こと崎ざきさんが常時くっついてきてくれるのは全ステータスが常時プラス１００されるバフのようなものだから望むところなんだけれど、だんだん制服の各所が伸びてきているのが少しだけ悩みの種というか……

　とはいえこれでもマシになったのだ。

　早さ乙おと女めさんと葛西かさいさんの観察が終わった直後は……とにかくどこに行くのにも俺の後をくっついてきて離れなくて大変だった。

『……あの、琴こと崎ざきさん』

『はい、何でしょう？』

『……ええと、ここ男子トイレなんだけど……』

『……え？　あ、す、すみません！　気がつきませんで……』

『……ええと……？』

『ここで待っていますわ。わたくしのことは気にせずに、ゆっくりとお花を摘んできてくださいな（にこにこ）』

『……』

　なんてこともあったくらいだ。

　それから比べれば、今の観察時のみ密着状態になったのは……まあ状況改善と言えるのかもしれない。

　ちょこん。

　そして今日も今日とて、シャツの左袖に琴こと崎ざきさんをぶら下げながら、観察をしていた。

「あちらにいらっしゃる数学のリョウコ先生と二年生のマイカさんは、実はかつて観察対象だったのですわ。教師と生徒という、ある意味では禁断の百ゆ合り色いろの関係と言えるものでもありまして……」

「そうなんだ？」

「はい。少し前に一つの結末を迎えられて落ち着いたので遠くから見守ることにしたのですが……ところが最近、その関係性に少し変化があったようなのです。なので少しの間、お二人を定期観察の対象としてみようと思うのですが、よろしいでしょうか？」

「うん、もちろん。その百ゆ合りエピソードは気になるし」

「ふふ、瑛えい人とさんならそう言ってくださると思っていました。──では今日も観察を……わたくしたちの時間を始めましょう。至高の花々たちが織り成す綾あやのように美しい輝き……しかとこの目に焼きつけてみせますから！」

　いつもの口上を楽しげに口にしてふんす！　と気合いを入れる。

　まあ何にせよ琴こと崎ざきさんに元気が戻ってくれてよかった……と喜ばしい気持ちになっていると。

　と、そこでふと目が合った。

　それは別に、何気ない普通の交錯であったのだけれど……

「……」

「……」

「……あ……」

　どうしてか、気まずそうに目を逸そらされた。

　え、何で？　俺の顔、そんなに正視に耐えない感じだった……？

「あ、その……これは違うんです」

　と、琴こと崎ざきさんが慌てたように手を振りながらそう答えた。

「ええと、最近……何かヘンなのです」

「ヘン？」

「はい、うまく説明できないのですが……」

　って、また何か琴こと崎ざきさんのトラウマを呼び起こすようなことがあったとか……？

「あの、瑛えい人とさんを見ていると……何だか顔が熱くなって胸がそわそわとするんです」

「え？」

「それだけではなくて瑛えい人とさんの傍そばから離れると動どう悸き息切れがして、何だか落ち着かない心地になって……ですからできる限り近くにいようと思ってこうしてお袖を拝借させていただいているのですが……」

　きゅっと俺の左袖を握り直しながら見上げて。

「ですが間近で瑛えい人とさんのお顔を目にしたら、それはそれで何だか急に気恥ずかしいような、そうしているのが照れくさいような妙な心持ちになってきてしまって……どうしてしまったのでしょう……？　今まではこんなことはなかったですのに……」

　目を瞬まばたかせながら、本当に不思議そうにそう言ってくる。

「……」

　いや琴こと崎ざきさん、それは……

　その先の言葉をとりあえず吞のみ込む。

　待て、落ち着け。この琴こと崎ざきさんの初めて見る反応はもしかしたら好ましい変化なのかもしれないけれど、単純にそう決めつけてしまうのは早計だ。

　何か別の要因があることも考えられるし、ただ俺の顔が生理的に受けつけなくなったという可能性も十分にある。

　いずれにせよ、今はまだ突き詰めるべき段階じゃない。

　琴こと崎ざきさんの今の状態は、花にたとえたらそれこそつぼみどころかようやく双葉が生えてきた新芽のようなものだ。まだまだ発展途上もいいところ……なのだと思う。

　とはいえその反応が嬉しいものであることもまた事実であり……

「あの、もしお邪魔なようでしたら控えますが……」

「！　い、いや、邪魔なんてそんなことはぜんぜんないって！」

「そう……なのですか？」

「う、うん。そうしてくれると俺としてもめちゃくちゃ嬉うれしいっていうか、むしろいつでもウェルカムっていうか……」

「……？」

　ああ、うん、自分でも何を言っているのかよくわからない。

　琴こと崎ざきさんの前だと常にこんな感じだ。

　だけど琴こと崎ざきさんと過ごすそういった予測不能で刺激的な毎日が意外と気に入っていたりもする。

　そんな俺の顔を。




　──琴こと崎ざきさんは、不思議そうな目でみていたのだった。





end












　あとがき




　はじめましてあるいはこんにちは、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。




　さて『琴こと崎ざきさんがみてる』、いかがだったでしょうか？　本作は百ゆ合りが大好きなお嬢様と二人で、様々な百ゆ合りカップルを見守るお話です。各話に出てくるカップルの百ゆ合り話はもちろん、琴こと崎ざきさんとのラブコメも同時に進んでいくという欲張り仕様ですので、百ゆ合り好きの方もラブコメ好きな方も楽しめるのではと思います。

　また本作にはYouTube版も存在します。こちらは琴こと崎ざきさん役の福ふく原はら香か織おりさんをはじめとして、素敵な声優さんたちに声をあてていただいています。YouTubeチャンネル『漫画エンジェルネコオカ』さん内で公開されていますので、よろしければぜひそちらも見てみてください。




　ここからはお世話になった方々に感謝の言葉を。




　担当編集の黒くろ川かわさまと小お野の寺でらさま。今回は少しばかり特殊なかたちの進行となってしまいましたが、大変お世話になりました。ありがとうございます。

　イラストの佐さ倉くらおりこさま。YouTube版に引き続きかわいらしいイラストを本当にありがとうございました。作中の百ゆ合りカップルがもう全部イメージぴったりで、ラフをいただいた瞬間に思わず「完璧だ……」と口に出してしまいました。

　そして今回は原案と百ゆ合り監修というかたちで、弘ひろ前さき龍りゆうさまに様々な場面で助けていただきました。一人では絶対思いつかなかったなあというアイデアもたくさん出していただいて、感謝しております。ありがとうございました。




　そして何よりもこの本を手に取ってくださった方々に最大限の感謝を。




　それではまたお会いできることを願って──





二〇二一年八月　五十嵐いがらし雄ゆう策さく　
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